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序

本書は，西九州自動車道建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の通巻第�

分冊として，平成２０年度から平成２１年度までに実施した，中ノ瀬遺跡の調査報告

書を収録したものです。

西九州自動車道建設事業につきましては，道路建設計画当初から可能な限り文

化財保存に努めていただくよう，県教育委員会は関係機関と協議を重ね，記録保

存してまいりました。

埋蔵文化財の一部は，開発によって失われることになり，発掘調査で行った記

録保存は，地域の歴史を知る大切な資料となります。発掘調査から得られた資料

から先人たちの足跡を学び，次の世代へ伝えていくことは，私たちの重要な責務

であると考えます。

このような意味で，中ノ瀬遺跡の発掘調査成果が，文化財保護や地域を学ぶ資

料の一つとして広く活用され，県民の皆様の関心に少しでも応えることが出来れ

ばと切に願う次第であります。

本書の刊行にあたり，発掘調査に従事された方々をはじめ多大なご尽力をいた

だきました関係者各位に対し，衷心から厚く御礼申しあげます。

平成２４年３月

長崎県教育委員会教育長

渡辺 敏則



例 言
� 本書は，一般国道４９７号伊万里松浦道路（西九州自動車道）建設工事に伴う，埋蔵文化財発掘調

査の第�冊である。調査は，長崎県教育委員会が国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所の

依頼を受け，長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所が平成２０年度から平成２１年度まで実施した。
はちまんやまじょうあと なか の せ い せき いまふく い せき た ろううらいわかげ

� 当該調査に係る遺跡は，八幡山城跡，中ノ瀬遺跡，今福遺跡，太郎浦岩陰１～３である。本書は，

中ノ瀬遺跡を収録したものである。

� 今回報告する遺跡の内容は以下のとおりである。
ながさきけんまつうら し いまふくちょう

１ 中ノ瀬遺跡：長崎県松浦市今福町に所在する。

２ 中ノ瀬遺跡の範囲確認調査は，県教育庁佐世保文化財調査事務所が実施した。本調査は，県教

育庁佐世保文化財調査事務所が主体となり調査を行った。

３ 本書の写真は，遺構を江上正高，石橋忠治，柴田妃三光，半田章，矢葺都子，折原賢児，福永

祐馬が，遺物を江上正高，福永祐馬，松田菜津子が撮影した。

４ 本書に収録した遺物データの作成は，江上正高，矢葺都子，福永祐馬，松田菜津子が行った。

５ 本書で使用した主要な遺構，全ての遺物の実測・製図は，県教育庁佐世保文化財調査事務所が

行い，収録した遺物・図面・写真・コンピューター処理データは現在，県教育庁佐世保文化財調

査事務所に保管している。

６ 本書の執筆は担当者が分担をして行い，執筆者は各項目文末に記した。

７ 本書の編集は江上正高，松田菜津子が行い，福永祐馬が協力した。

８ 本書で用いた出土遺物に関して，分類及び編年観は主に以下の文献を使用・参照した。

・貿易陶磁器 ２０００『大宰府条坊跡��』－陶磁器分類編－ 太宰府市教育委員会
１９８２「� １４～１６世紀の日本出土貿易陶磁器の編年」『貿易陶磁研究』№２

・備 前 焼 乗岡実 ２０００「中世備前焼擂鉢の編年について」『第３回中世備前焼研究会資料』
・肥前陶磁器 ２０００『九州陶磁の編年』九州近世陶磁器学会編

・近 世 全 般 ２０００『江戸文化の考古学』江戸遺跡研究会

９ 本書で用いた土層および土色の色調観察は，以下に準拠した。

・『新版標準土色帖』農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所 色票監修

１０ 本書で用いた方位は全て真北であり，国土座標は世界測地形による。

１１ 自然科学分析は�古環境研究所，パリノ・サーヴェイ�，�パレオ・ラボに，遺物保存処理は

�東都文化財研究所に依頼した。

１２ 調査，遺物整理に際して中田敦之（松浦市教育委員会）より，ご教示をいただいた。記して，

謝意を表したい。
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� 発掘調査の端緒と経過
１ 西九州自動車道の概要と長崎県内の工事区間（第１・２図）

旧建設省は，昭和６２年６月３０日に道路審議会答申に基づき，１４，０００�の高規格道路網計画を決定し

た。西九州自動車道は，高規格幹線道路網の一環として計画された道路で，福岡市を起点として唐津

市，伊万里市，佐世保市を経由して武雄市に至る延長約１５０�一般国道の自動車専用道路であり，九

州西北部の地域経済の活性化，高速定時制の確保に大きく寄与することで計画された。

長崎県では高規格幹線道路をはじめとする幹線道路網の整備については，県民の暮らしの豊かさを

支える重要な課題として取り上げ，県内主要都市を２時間程度で結ぶ道路ネットワーク構想を想定し，

景観や自然との調和を図りながら整備を推進している。西九州自動車道の県内の路線は，４区間に分

第１図 長崎県内西九州自動車道の計画状況
（国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所発行のパンフレットを一部改変）
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1～
3

けられる。既に供用路線の開始

は，「佐世保道路」（佐世保みな

と IC～相浦中里 IC区間，距離

約７．９�，平成２２年３月）と，

「佐々佐世保道路」（相浦中里

IC～佐々 IC区間，距離約４�：

平成２３年９月）の２区間となっ

ている。一方，残り２区間のう

ち「伊万里松浦道路」（松浦市

志佐町～佐賀県伊万里市間：長

崎県内区間距離約８�）は埋蔵

文化財発掘調査中及び終了区間，

「松浦～佐々間」（松浦市志佐

町～北松浦郡佐々町沖田免間：

区間距離約１７�）は国土交通省

での調査中路線となる。

（江上正高）

２ 発掘調査の経緯
（第１表）

発掘調査は，国土交通省九州

地方整備局長（長崎河川国道事

務所）と長崎県知事との間で受

託事業として契約し，長崎県教

育庁佐世保文化財調査事務所が

調査担当として，現地踏査およ

び範囲確認調査を実施している。

このうち，「佐世保道路」・「佐々

佐世保道路」に伴う文化財調査

の詳しい経緯については，既刊

の『八幡山城跡』に記している

ので参照されたい。

「伊万里松浦道路」は平成１７・

１８年度に分布調査を実施し，計
はちまんやまじょうあと なか の せ

画区域内に八幡山城跡，中ノ瀬
い せき いまふく い せき た ろううらいわかげ

遺跡，今福遺跡，太郎浦岩陰１

～３の遺跡が確認され，発掘調

第
２
図
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年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

範囲確認調査
中ノ瀬遺跡
八幡山城跡

今福遺跡 － 太郎浦岩陰１～３ －

緊急発掘調査 中ノ瀬遺跡
中ノ瀬遺跡
八幡山城跡
今福遺跡

今福遺跡 今福遺跡 太郎浦岩陰１～３

第１表 年度別範囲確認調査・緊急発掘調査実施表

査総面積は４８，１１６�を予定している。調査は，平成２０年度～平成２６年度まで範囲確認調査及び緊急発

掘調査，報告書作成業務を予定している。 （江上正高）

３ 中ノ瀬遺跡緊急発掘調査及び報告書作成の体制について（第２表）

調査は，長崎県教育委員会が主体として，以下の調査体制により，県教育庁佐世保文化財調査事務

所が担当した。このうち，現場を担当したのは，文化財保護主事と文化財調査員である。

県教育庁佐世保文化財調査事務所長 副島 和明（平成２０・２１年）

係長 山村 智成（平成２０・２１年）

村川 逸朗（平成２０・２１年）

主任文化財保護主事 杉原 敦史（平成２１年）

文化財保護主事 杉原 敦史（平成２０年）

文化財調査員 江上 正高（平成２０・２１年）

柴田妃三光（平成２０・２１年）

石橋 忠治（平成２０年）

半田 章 （平成２０年）

矢葺 都子（平成２０年）

折原 賢児（平成２１年）

福永 祐馬（平成２１年）

発掘調査は，業務名称「一般国道４９７号西九州自動車道埋蔵文化財発掘調査委託業務」として業務

委託を行った。

平成２０年度の緊急発掘調査は，調査面積４，８００�について中ノ瀬遺跡特定埋蔵文化財発掘調査共同

企業体（国際航業株式会社長崎支店・株式会社三基）に業務委託して実施，終了した。委託調査員等

の配置は，現場代理人１人，発掘調査員４人である。

平成２１年度の緊急発掘調査は，調査面積１２，７５９�について中ノ瀬遺跡特定埋蔵文化財発掘調査共同

企業体（株式会社九州文化財研究所・株式会社大信技術開発）に委託して実施，終了した。委託調査

員等の配置は，現場代理人１人，発掘調査員５人である。

両年とも委託業務内容は，発掘調査業務（発掘調査作業員の雇用，安全対策等），遺構実測業務，

検出遺構の空中写真撮影業務，掘削及び排土運搬業務，水中ポンプ，ローリングタワー等配置業務，

防塵ネット，足場設置業務，仮設排水設備設置業務を委託した。また，調査状況の進展により面積増

加の変更契約を行った。

中ノ瀬遺跡の調査記録や整理作業は佐世保文化財調査事務所によって，発掘調査と並行して順次進

－３－



調査年度 調査形態 遺跡名
調査面積
（�） 調査期間 調査担当 委託業者

平成２３年度

緊急発掘調査 今福遺跡 ６６００� Ｈ２３．６．１５～
Ｈ２４．２．２０

杉原・半田・福永・
生田・加世田・
佐々木・松田・竹本

国際文化財�・
�三基の共同企業体

報告書作成 中ノ瀬遺跡 －
Ｈ２３．４．１～
Ｈ２４．３．３１

杉原・江上・
松田・福永

－

調査形態 面積 備 考

要調査面積

４７，２１６� 西九州自動車道計画路線内３遺跡の要調査面積
（八幡山城跡，中ノ瀬遺跡，今福遺跡）

９００� 西九州自動車道計画路線内３遺跡の要調査面積（太郎浦岩陰１～３）

発掘調査済
面積

３７，９１６� 平成２０年度～平成２２年度の発掘調査面積（八幡山城跡，中ノ瀬遺跡，今福遺跡）

６，６００� 平成２３年度の発掘調査面積（今福遺跡）

発掘調査
予定面積

３，６００� 平成２４年度以降の発掘調査予定面積（今福遺跡，太郎浦岩陰１～３）

第２表 平成２３年度西九州自動車道「伊万里松浦道路」調査計画一覧表

めた。平成２２年度までの詳しい経緯については，既刊の『八幡山城跡』に記しているので参照された

い。本格的な報告書作成作業は平成２３年度に着手し，同年度に作成および刊行を行った。

平成２３年度 県教育庁佐世保文化財調査事務所長 副島 和明

係長 荻野 雅寛

村川 逸朗

杉原 敦史

文化財調査員 江上 正高（平成２３年６月より松浦市教育委員会）

松田菜津子

福永 祐馬

（江上正高）
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沖積層 
洪積層（段丘） 
玄武岩類 
第三紀層（砂岩・泥岩） 

� 遺跡の位置と環境
１ 地理的環境（第３図）
中ノ瀬遺跡が立地する長崎県松浦市今福町は九州島の西北部，東シナ海へ突出した形状の北松浦半

島の北部に位置し，今福町は市域の東部にあたる。市域は南に山麓，北に海域に接する「南高北底」

の地勢を呈する。この山麓が県・市境となり西側を平戸市，南側を佐世保市，東側を佐賀県伊万里市
はってんだけ かく い だけ

と接する東西に長い市域である。県境は国見山（７７６�）を最高峰に，八天岳から隠居岳と南北に続

き，北と西に標高を下げながら海へ没する。

市域の地形は大きく４つに分類される。まず，玄武岩の溶岩台地が山麓に展開する。この台地は北

松浦半島全域を覆い，北松浦玄武岩としてキャップロック構造を呈する。これは主に市域東部の全域

にみられる。本遺跡はこの地形に属し，南北に延びる舌状台地に立地する。本遺跡の東側は人柱川，

西側は今福川の両河川による長年の削平を受けて形成されたと推測される。次に緩やかな起伏をもつ

砂岩や泥岩で堆積した第三紀（佐世保層群・福井層）層である。この層は市域の基盤を形成するが，
てら げ こ ば

主に山麓に展開する。今福町付近では寺上・木場などで平坦面が広がる。北松浦半島一帯は北松炭田

として１９５０（昭和３０）年代に栄えたが，炭田は狭炭層を含む第三紀層と砂礫層の互層から形成されて
ほくしょうがた

いるため，一方で地すべりの多発地帯でもある。これは「北松型地すべり」と呼称されているが，キャッ

プロック状に玄武岩が一帯を覆ってい

るため，降雨時は不整合に覆う砂礫層

との間に貯留層となり誘発している。

地すべりは幾度となく起きているが，

近年では１９９０（平成２）年の今福町石

倉山地すべりによる被害は記憶に新し

い。そして沖積層は，志佐川（約１１．５

�）流域で最も展開がみられるが，今

福川（約１．８�）流域においても確認

できる。これらの河川は，上流から下

流までの長さが短く急傾斜地を流れる。

そのため，第三紀層を削り，幾度とな

く氾濫している。また，市域に確認で

きる沖積層は流域に沿った細長い様相

を呈し，河口では三角江を形成するも

のの，市全域で平地は限られる。洪積

層（段丘）は志佐川流域にて展開が確

認できる。市域の北側の海域に位置す

る鷹島・福島等の島も構成されるが，

地質は玄武岩と第三紀層に分類される。

（江上正高）

第３図 松浦市内地質図
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２ 歴史的環境（第４図）
松浦市では旧石器時代より人々が活動した痕跡が窺える。ここでは市域東部を中心に述べる。

かわがしらいけ つきのかわ

旧石器時代は今福川上流域に川頭池遺跡・湯ノ谷遺跡，下流域の今福遺跡，調川町の海側の台地に

平尾遺跡・大塔遺跡，今福町の金井崎半島に満場遺跡，鷹島町の長畑遺跡・開田遺跡が所在する。こ

のうち，川頭池遺跡と湯ノ谷遺跡は，長崎県立松浦高校郷土社会部による踏査及び試掘調査が行われ

ている。また，平尾遺跡・大塔遺跡よりナイフ形石器が表採されている。今福遺跡は市教育委員会に

よる発掘調査が行われ，今福川旧河道と推測される二次堆積よりナイフ形石器が出土している。満場

遺跡では台形石器など表採資料や，遺物包含層が確認されている。

縄文時代は今福川・調川川上流域に湯ノ谷遺跡・牟田池遺跡，下流域に今福遺跡，金井崎半島に城
み よ

山山麓遺跡・北平遺跡，鷹島町に鷹島海底遺跡・三代遺跡が所在する。湯ノ谷遺跡では県立松浦高校

郷土社会部の試掘調査より，縄文時代早期頃と考えられる押型文土器が確認されている。また，遺跡

の立地及び調査方法より，鷹島海底遺跡からも押型文土器を主体とした土器が出土している。北平遺

跡は１９８１（昭和５６）年に県教育委員会による緊急発掘調査が行われ，攪乱の影響で包含層が限られて

いるものの，黒曜石製のナイフ形石器や台形石器などの石器類が出土している。今福遺跡は縄文時代

後期～晩期，三代遺跡では縄文時代中期～晩期の土器・石器が出土している。

弥生時代～古代の遺跡の数は限られるが，これは，河川域とそこに展開する平野に生産基盤を求め

た結果と捉えられる。弥生時代の北松浦半島一帯は，『魏志』「倭人伝」に記される末盧国の周縁と考

えられる。この時代は今福川流域で，中ノ瀬遺跡・今福遺跡・今福小学校遺跡・八幡山城跡，志佐川
かや の き

流域右岸に栢ノ木遺跡が所在する。中ノ瀬遺跡は市教育委員会の調査より，弥生時代中期中頃の土器

が出土している。今福遺跡では前期後半～中期中頃の土器や石包丁が出土している。八幡山城跡では

弥生土器が出土している。栢ノ木遺跡は前期後半の甕棺墓・石棺墓の墓域を形成し始め，後期前半に

は内行花文鏡やガラス玉を持つ集団となる。古墳時代は今福遺跡で，４世紀初頭頃と６世紀後半の土

師器の甕や須恵器の坏身・坏蓋・高坏・甕などが出土する。一方，志佐川流域左岸の宮ノ下がり遺跡

より，４世紀後半～５世紀代の竪穴式住居跡が確認されている。また，栢ノ木遺跡より６世紀後半の
くびさき

須恵器が出土する。松浦市域で確認できる古墳は，志佐川より西側に小嶋古墳群，東側に鷹島の薫崎
おにづか

鬼塚古墳や宝ヶ峰１～３号墳と限られる。古代は，今福遺跡より８世紀末～１０世紀中頃の土師器や越

州窯系青磁椀が出土するが，明確な遺構は確認されていない。
まつ ら とうかじ や じょうあと

中世は中ノ瀬遺跡・今福遺跡・鷹島海底遺跡，山城跡は史跡松浦党梶谷城跡や八幡山城跡が立地し

ている。中ノ瀬遺跡は，１２世紀後半～１３世紀代と１５・１６世紀にかけての土師器や中国産や朝鮮産の貿

易陶磁器などが確認できる。今福遺跡からは１１世紀後半～１４世紀中頃の土師器，中国産や朝鮮産の貿

易陶磁器などが出土する。鷹島海底遺跡は島南海岸部一帯に広がり，蒙古襲来（文永の役：１２７４（文

永１１）年，弘安の役：１２８１（弘安４）年）に関する遺物が確認されている。また，畿内産（和泉産）

瓦器椀が出土し，交易路として伊万里湾沿岸が使用されたと推測される。
い おうじょうあと じんのうちじょうあと

松浦市域の山城跡は市全域に展開するが，志佐川流域では医王城跡や陣内城跡が展開する。本遺跡

北東側に立地する史跡松浦党梶谷城跡は，標高約１９７�の城山山頂部に楕円状に主郭を設け，外周に

段築と石垣からなる山城跡である。石垣の構築技法などから豊臣政権の文禄・慶長の役（１５９２（文禄

元）年～１５９８（慶長３）年）に伴う改築様相を示す。遺物は縄文時代の石器，１３世紀前半から１４世紀

前半代の貿易陶磁器が確認されたが，主体は１５世紀後半～１７世紀前半の陶磁器類が確認され，遺構の
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第４図 中ノ瀬遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）
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時期と符合する。八幡山城跡は本遺跡東側に立地し，大きく北部の区域（北城）と南部の区域（南城）

に分かれる。当該調査路線内にあたる北部の区域の調査が行われ，その結果，尾根筋を取り囲む切岸

が配置される特異な構造を呈することが明らかになった。出土遺物より，１５～１６世紀後半頃に位置付

けられる。南部の区域は，曲輪・切岸を中心とした一般的な形態を呈する。このため，同一丘陵上で

構造の違う城郭跡が確認されている。
みなもと まつ ら ひさし

一方，『松浦家世伝』に拠ると， 源 （松浦）久なる人物が１０６９（延久元）年に摂津国渡辺荘より

今福に下向し土着，宇野御厨検校及び検非違使となることが記されている。宇野御厨は現在の長崎県
にえこうしんじょ

五島市，佐世保市北部，佐賀県伊万里市を結んだラインより北側と考えられ，皇室への贄貢進所が荘

園化したとされる。久の後，子孫は御厨内に独立，分散する。一族は松浦党と集団で呼称される。そ

のうち，宗家松浦氏は１５世紀に佐世保市相浦地域に移るまで，当該地域を拠点としている。このため，

今福町周辺は宗家松浦氏に関連する史跡・石造物が数多く所在する。

近世の今福町は平戸藩領に属するが，１６３５（寛永１２）年に分地，１７９０（寛政２）年に押役所の設置，

平戸－伊万里間に平戸街道御厨筋の設置など，藩の重要な機関及び交通の要所として認識される。産

業では今福浜の干拓や１７９４（寛延２）年に赤岩炭坑の採掘が行われ，人口の増加が確認できるものの，

自然災害も頻発し，特に今福川の氾濫の被害を幾度となく受けた記録が残る。

近・現代の今福町は，１８７１（明治４）年の廃藩置県により平戸県，同年に長崎県，郡制施行で北松

浦郡の管轄となる。この時期も炭坑採掘・干拓が継続して行われる。戦後の１９５５（昭和３０）年には，

松浦市に編入される。この時期も炭坑で栄え，１９６２（昭和３７）年に最盛期を迎えた。しかし，エネル

ギー革命の影響を受けて１９６７（昭和４２）年を最後に市域全ての炭坑が閉山している。２００８（平成１８）

年には松浦市・鷹島町・福島町を統合して「松浦市」が設置される。 （江上正高）
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� 調査の概要
１ 範囲確認調査（第５・６図 図版１）

期間は平成２０年１１月１７日～２８日の９日間に実施した。試掘坑（TP）は，遺跡内の西九州自動車道

建設工事に伴う調査対象地域の遺跡東部の丘陵北端，今福神社の裏手にある地区に設定を行った。調

査区範囲の東から TP１（２�×４�＝８�），TP２（２�×６�＝１２�），TP３（２�×２２�＝４４�），

TP４（２�×３�＝６�）の合計７０�の試掘坑を設置し，調査を実施した。TP１は丘陵部の東斜面，

TP２・３は丘陵部の鞍部，TP４は丘陵部の西斜面の３箇所に分かれる。

層位は TP１・３・４が３層に分層が可能である。第�層は現耕作土と鉄分沈着層，第�層が赤褐

色粘質土，第�層は黄褐色粘質礫層である。第�層は TP３東側にて調査を進めたものの，遺構・遺

物はみられなかった。第�層は地山となる層で，自然礫に黄褐色粘質土が入り込む層である。TP２

は第�層の単層であるが，深度基準を満たしても目的とする層まで達せなかった。

遺構は TP１・３・４の第�層より，柱穴跡と考えられる遺構プランの確認ができた。しかし，こ

の調査終了後，直ちに緊急発掘調査を予定していたため，遺構の掘削は進めていない。そのため，表

面観察による土質の分類を行い，時期が違う遺構の展開が想定された。出土した遺物は各 TPの第�

層より，縄文時代～近世までの幅広い時期の遺物が確認できた。この結果から，調査対象地区内の丘

陵を中心に遺構の展開が想定されたため，継続して緊急発掘調査を進めた。 （江上正高）

第５図 範囲確認調査試掘坑（TP）１～４配置図（Ｓ＝１／２，０００）
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第７図 グリット配置図及び調査区位置図（Ｓ＝１／６，０００）

２ 本調査（第７～１５図 図版１～３）

（１） 調査区設定（第７図 図版１～３）

調査区の設定は，今福遺跡・中ノ瀬遺跡・八幡山城跡の３遺跡で座標系に合わせて南北を主軸とす

る１００�方眼の大グリットを設定し，東西を１～９，南北をＡ～Ｅと符号し，さらに大グリット内を

２０�方眼で区画して中グリットを設定，１～２５の番号を付した。この設定は，第�層を人力掘削後に

進めた。また調査区は便宜上，�～�区と付け作業を進めた。

個々の遺構名は，遺構の種別を表す英大文字２文字の分類記号（下記参照）で示した。小穴や柱穴，

倒木痕は遺物の出土したものに限り，SPの記号を用いている。このうち，掘立柱建物跡などの遺構

を構成するものについては英大文字 Pの記号を付し，SPについても構成された場合は，略記号とは

別に英大文字 Pの記号を付し，SPの番号の変更は行っていない。

SA：柵列跡 SB：掘立柱建物跡 SC：石棺墓 SD：溝跡

SE：井戸跡 SF：五輪塔・集積遺構 SH：竪穴式住居跡 SJ：甕棺墓

SK：土坑・墓壙跡 SP：柱穴跡・小穴・倒木痕 SR：旧河道 SX：不明遺構・倒木痕

（２） 調査年度毎の概要（第８・１０図 図版１～３）

平成２０年度の調査は，調査区南と北の縁部４，８００�について実施した。調査区は�～�区に分かれ，

�区は遺跡の南縁平地部，�区は北縁平地部，�区は北縁丘陵部とした。調査は，�区の西側及び�

区の西側は第�層の耕作土と圃場整備時の整地層，また旧河道内堆積礫層を重機で掘削した。その他

の調査区は重機の侵入が困難なことから，耕作土より人力掘削を進め，礫層は重機掘削を行った。

確認できた遺構・遺物は，�区は第	層の D－６－１６で柱穴跡や小穴が検出され，縄文時代の石器，

弥生土器，中世～近世の貿易陶磁器・近世陶磁器が出土した。�区は	層の D－６－１を中心に，弥

生時代と中・近世の SP・SX・柱穴跡・小穴が検出され，縄文時代の土器・石器，弥生土器，中世土

－１１－



Ｂ

平成20年度調査区 

平成21年度調査区 

① 区 

② 区 

③ 区 

④ 区 

⑤ 区 

⑥ 区 

⑦ 区 

師器，黒色土器，国産陶磁器，滑石製品，貿易陶磁器，近世陶磁器が出土した。�区は第�層の全域

にわたり遺構の展開がみられ，弥生時代～近世にかけて SF・SK・SP・SXが検出された。SPは範囲

確認調査と同様に，土質観察の記録を進めた。縄文時代の石器，弥生土器，中世土師器，瓦器，国産

陶器，滑石製品，貿易陶磁器，近世陶磁器，近代陶磁器などが出土した。 （江上正高）

第８図 年度別調査区位置図（Ｓ＝１／６，０００）

第９図 土層図位置図（Ｓ＝１／１，０００）

－１２－



SX1

SX3 11.0m

13.0m

SX4

SX5

SX5

SX21

SX21

SX8

SX21

SX16

SX16

SX22

SX22

SX6

14.0m

SX30

SX29

14.0m

15.0m

18.0m

13.0m

21.0m

19.0m

21.0m

SX10
SX9

22.0m

22.0m

23.0m

SK4

SX7

SX32
SH1

SX13

SF3
SF1
SF2

SX11

SX23

SH2

SD2

SX19 SX20

SH3

SX27
SX28

SX25

SX24 SB1

SB5

SB4

SB3 SD1

SX14

SK1

23.0m

24.0m
22.0m

24.0m

24.0m
24.0m

22.0m

24.0m

25.0m

25.0m

24.0m

22.0m

SX2

SX26

凡例：旧　新 

SX16

第１０図 遺構配置図（Ｓ＝１／４００）
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1 2 3 4 5 6 7 8 9  

表
土
 

耕
作
土
 

床
土
 

造
成
土
 

客
土
 

褐
色
土
　
 

褐
灰
色
土
　
 

橙
色
土
　
　
 

に
ぶ
い
褐
色
土
 

 

 
 

        根
の
浸
食
に
よ
り
し
ま
り
が
無
い
。
旧
耕
作
土
。
 

 
黄
色
の
砂
岩
風
化
礫
が
密
に
入
る
。
旧
床
土
。
 

 
白
色
の
砂
岩
風
化
礫
が
入
る
。
流
土
。
 

 
黄
色
の
砂
岩
風
化
礫
が
密
に
入
る
。
流
土
。
  

 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19
 

20
 

21
 

22
 
2'
 

18
' 
3'
 

22
'

に
ぶ
い
橙
色
土
 

橙
色
土
　
　
 

岩
盤
 

灰
黄
色
粘
質
土
 

明
赤
褐
色
粘
質
土
 

明
黄
褐
色
粘
質
土
 

赤
褐
色
粘
質
土
 

赤
褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
赤
褐
色
粘
質
土
 

明
赤
褐
色
粘
質
土
 

赤
褐
色
粘
質
土
 

礫
層
 

礫
層
 

旧
床
土
 

に
ぶ
い
赤
褐
色
粘
質
土
 

鉄
分
・
マ
ン
ガ
ン
沈
着
層
 

13
層
風
化
層
 

黄
色
の
砂
岩
風
化
礫
が
密
に
入
る
。
流
土
。
  

拳
大
の
白
色
砂
岩
，砂
岩
風
化
礫
が
密
に
入
る
。
流
土
。
 

 
  マ
ン
ガ
ン
・
鉄
分
が
斑
状
に
沈
着
す
る
。
 

玄
武
岩
風
化
礫
・
玄
武
岩
を
含
み
粘
性
が
強
い
。
上
層
の
影
響
を
受
け
る
。
 

マ
ン
ガ
ン
・
玄
武
岩
風
化
礫
・
黄
色
粒
子
を
含
む
。
 

玄
武
岩
を
含
み
，し
ま
り
が
無
い
。
攪
乱
で
は
な
い
。
 

玄
武
岩
や
風
化
礫
，炭
化
物
を
多
量
に
含
む
。
 

人
頭
大
～
風
化
礫
の
玄
武
岩
を
多
量
に
含
み
，マ
ン
ガ
ン
が
斑
状
に
沈
着
す
る
箇
所
が
み
ら
れ
る
。
 

玄
武
岩
風
化
礫
を
少
量
，炭
化
物
を
含
む
。
 

玄
武
岩
や
風
化
礫
を
多
量
に
含
む
。1
2層
の
前
位
層
と
考
え
ら
れ
，西
側
の
旧
河
道
の
立
ち
上
が
り
で
あ
る
。 

   9層
に
比
べ
，粘
性
が
強
い
。
 

3層
の
影
響
を
受
け
た
層
。
 

玄
武
岩
礫
に
土
が
入
る
。
 

23
 

24
 

25
 

26
 

27
 

28
 

29
 

30
 

31
 

32
 

33

明
赤
褐
色
粘
質
土
 

橙
色
粘
質
土
 

明
黄
褐
色
粘
質
土
 

黄
橙
色
粘
質
土
 

明
黄
褐
色
粘
質
土
 

黄
橙
色
粘
質
土
 

橙
色
粘
質
土
 

橙
色
粘
質
土
 

明
赤
褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
質
土
 

褐
灰
色
粘
質
土
 

9層
に
比
べ
，マ
ン
ガ
ン
の
沈
着
が
多
く
な
る
。
倒
木
痕
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
 

マ
ン
ガ
ン
が
斑
状
に
沈
着
，粒
子
が
非
常
に
細
か
く
，粘
性
が
強
い
。
 

玄
武
岩
・
玄
武
岩
風
化
礫
・
砂
岩
を
含
む
。
 

玄
武
岩
・
砂
岩
風
化
礫
を
含
み
，粘
性
が
強
い
。
 

玄
武
岩
風
化
礫
・
赤
色
粒
子（
砂
岩
風
化
礫
）を
含
む
。
 

玄
武
岩
・
砂
岩
風
化
礫
を
含
み
，粘
性
が
強
い
。
 

玄
武
岩
・
砂
岩
風
化
礫
を
含
み
，粘
性
が
弱
く
，1
3層
の
風
化
礫
を
含
む
割
合
が
19
・
21
層
と
比
べ
て
多
い
 

玄
武
岩
・
砂
岩
風
化
礫
を
含
み
，粘
性
が
強
い
。
 

粘
性
が
強
い
。
 

橙
色
ブ
ロ
ッ
ク
土
が
入
る
。（
S
X
20
） 

山
土
。
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3
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2

18
24
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1b

1
1a

2

1e

1l

1e

2
1 1a

1c

1f

1h

1g
1k

1j
1i
4

2

1c1

5
3

3

1b

1c

1d
1d
1c

1b

2

1

1
1a

コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

1b

3

倒
1-
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1

22

18
'

18
22

2
17

16

22

3
3

17

3 19
20

12

3

14

13

2
2'

1

倒
1-
1 

倒
1-
2 

倒
2-
1 

倒
2-
2 

倒
3

明
赤
褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
赤
褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
橙
色
粘
質
土
 

赤
褐
色
粘
質
土
 

灰
褐
色
粘
質
土
 

倒
木
痕
。
拳
大
の
玄
武
岩
・
砂
岩
・
風
化
礫
を
含
む
。
粘
性
は
弱
い
。
 

倒
木
痕
。
倒
1-
1と
3層
の
影
響
を
受
け
る
。
粘
性
は
弱
い
。
 

人
頭
大
～
拳
大
の
玄
武
岩
を
含
み
，マ
ン
ガ
ン
が
斑
状
に
沈
着
す
る
。
粘
性
は
弱
い
。（
S
X
34
） 

マ
ン
ガ
ン
が
斑
状
に
沈
着
す
る
。
東
側
で
倒
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
粘
性
は
弱
い
。
 

拳
大
の
玄
武
岩
を
含
み
，粘
性
は
弱
い
。
破
線
は
樹
痕
と
思
わ
れ
，西
側
で
倒
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
S
X
33
） 

1 1a
 

1b
 

1c
 

1e
 
1f
 
1g
 

1h
 
1i
 
1j
 
1k
 
1l
 
2  3 4 5

耕
作
土
 

耕
作
土
 

耕
作
土
 

耕
作
土
 

1耕
作
土
時
期
の
盛
土
。
 

 　
　
1ｃ
水
田
に
伴
う
畦
畔
跡
。
 

 1ｃ
以
前
の
水
田
跡
。
 

 　
　
1i
水
田
に
伴
う
畦
畔
跡
。
 

 明
褐
色
粘
質
土
 

 明
黄
褐
色
土
 

黒
褐
色
土
 

明
褐
色
粘
質
土
 

 床
土
。
 

1層
以
前
の
水
田
跡
。
 

鉄
分
・
マ
ン
ガ
ン
沈
着
層
。
 

        粒
子
が
細
か
く
白
色
粒
子
が
含
ま
れ
る
。
灰
色
粘
質
土
の
粒
子
・
 

マ
ン
ガ
ン（
粒
状
）の
沈
着
が
見
ら
れ
る
。
 

玄
武
岩
風
化
礫
が
堆
積
す
る
。
 

柱
穴
跡
。
 

黄
色
・
白
色
粒
子
を
含
む
。
掘
方
。
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11

1 1a
S
P
18

S
P
①
 

2

1

S
P
②
 

2

1f

1a

2a

1
1 1a

1f

1 3c
S
X
16

3b

S
X
13

1
1a

1f

1e

1e

2b

2a

コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

S
X
11
 

S
X
13
 

S
P
18
 

S
P
①
 

S
P
②
 

明
黄
褐
色
粘
質
土
 

黒
褐
色
土
 

褐
色
粘
質
土
 

暗
褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
質
土
 

マ
ン
ガ
ン
・
炭
化
物
を
含
む
。
橙
色
粒
子
を
含
む
単
層
。
流
路
，水
の
影
響
は
無
し
。
 

黄
色
・
橙
色
粒
子
を
含
み
、マ
ン
ガ
ン
が
沈
着
す
る
。
遺
物
包
含
層
。
 

マ
ン
ガ
ン
を
含
む
。
 

マ
ン
ガ
ン
を
含
む
。
 

マ
ン
ガ
ン
を
含
む
。
 

2a
 

2b
 

3b
 

S
X
16
 

3c
 
4  

赤
褐
色
砂
質
土
 

橙
色
砂
礫
土
 

暗
褐
色
土
 

黒
褐
色
粘
質
土
 

赤
褐
色
粘
質
土
 

玄
武
岩
堆
積
層
 

   橙
・
黄
色
粒
子
，マ
ン
ガ
ン
沈
着
が
見
ら
れ
る
。
粒
子
は
細
か
く
粘
性
は
強
い
。
下
層
は
自
然
礫
が
少
量
見
ら
れ
る
が
，分
層
は
出
来
な
か
っ
た
。
自
然
堆
積
層
。
 

黄
色
粒
子
，玄
武
岩
破
砕
礫
，風
化
礫
が
堆
積
。
粒
子
は
細
か
く
，丘
陵
部
か
ら
の
流
れ
込
み
と
考
え
ら
れ
る
。
 

礫
層
。
 

玄
武
岩
破
砕
礫
，粒
子
が
細
か
い
。
玄
武
岩
も
堆
積
す
る
。
2層
の
風
化
層
と
考
え
ら
れ
る
。マ
ン
ガ
ン
沈
着
層（
S
X
)以
前
の
層
と
考
え
ら
れ
る
。
 

玄
武
岩
，玄
武
岩
破
砕
礫
に
2層
の
土
が
入
る
。
S
K
2～
4検
出
層
。
 

玄
武
岩
破
砕
礫
，白
色
・
黄
色
粒
子
を
多
量
に
含
む
。
自
然
堆
積
層
。
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1d
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1c 18

5
9 10

1a
1b

5

6

7
4

19

コ ン ク リ
ー ト  
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コ 裏  込
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壁  
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2a

2b
3 19

1m

1n

1e

19

1c
1p

1k

1q

3

1a
 

1b
 

1c
 

1d
 

1e
 
1f
 
1g
 

1h
 
1i
 
1j
 
1k
 
1l
 

1m
 

1n
 

1o
 

1p
 

1q

表
土
 

赤
褐
色
土
 

褐
色
礫
層
 

褐
色
礫
層
 

に
ぶ
い
褐
色
土
 

褐
色
土
 

褐
灰
色
土
 

褐
色
土
 

褐
色
土
 

褐
色
土
 

赤
褐
色
土
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
 

礫
層
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
質
土
 

赤
褐
色
土
 

褐
灰
色
土
 

明
黄
褐
色
土
 

  コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
の
裏
込
め
の
礫
。
 

φ
1㎝
以
下
の
礫
を
少
量
含
む
。
 

φ
5㎝
以
下
の
レ
ン
ガ
が
混
入
す
る
。
 

 φ
1～
10
㎝
の
礫
を
少
量
含
む
。
 

マ
ン
ガ
ン
を
少
量
含
む
。
 

鉄
分
を
少
量
含
む
。
 

マ
ン
ガ
ン
を
少
量
含
む
。
 

 φ
5～
25
㎝
の
礫
と
鉄
分
を
少
量
含
む
。
 

φ
20
～
50
㎝
の
礫
層
 

φ
3㎝
以
下
の
礫
を
少
量
含
む
。
 

φ
10
㎝
以
下
の
礫
を
少
量
含
む
。
 

φ
3㎝
以
下
の
礫
を
少
量
含
む
。
 

 

2a
 

2b
 
3 4 5 6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19

黒
褐
色
土
 

黒
褐
色
土
 

暗
褐
色
土
 

明
褐
色
粘
質
土
 

橙
色
粘
質
土
 

明
褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
橙
色
砂
質
土
 

に
ぶ
い
褐
色
土
 

橙
色
土
 

明
褐
色
土
 

橙
色
土
 

明
褐
色
土
 

に
ぶ
い
橙
色
土
 

明
褐
色
粘
質
土
 

明
褐
色
礫
層
 

褐
色
礫
層
 

明
褐
色
粘
質
土
 

青
灰
色
粘
土
 

礫
層
 

φ
3㎝
以
下
の
褐
色
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
 

φ
1㎝
以
下
の
橙
色
粒
子
を
多
く
含
む
。
 

マ
ン
ガ
ン
沈
着
層
。
S
X
5（
遺
物
包
含
層
）近
世
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器
，弥
生
土
器
出
土
。
 

マ
ン
ガ
ン
を
少
量
含
む
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以
下
の
黄
褐
色
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
 

粘
性
は
中
。
 

φ
1㎝
以
下
の
黄
褐
色
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
弥
生
土
器
出
土
。
 

 マ
ン
ガ
ン
を
多
く
含
む
。
 

   φ
5㎝
の
礫
を
少
量
含
む
。
 

  マ
ン
ガ
ン
を
多
く
含
む
。φ
5㎝
以
下
の
明
褐
色
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
 

φ
10
㎝
以
下
の
礫
を
含
む
。
 

φ
3㎝
の
礫
を
含
む
。
 

粘
質
が
強
い
。
 

φ
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㎝
～
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の
礫
層
。
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平成２１年度は，調査区の中央部１２，７５９�に

ついて実施した。調査区は�～�区に分かれ，

�区は遺跡の丘陵部，西斜面，西斜面部の３

区画，�区は東縁平地部，�区は西縁平地部，

�区は東斜面部とした。調査は，区により第

�層と旧河道内堆積礫層も重機で掘削した後

に開始した。また，�区は急傾斜地のため安

全確保を優先し，２本のトレンチを調査区内

に設定後調査を進め，岩盤層まで人力掘削後，

重機掘削を行った。

遺構は�区の第�・	層と�区の第�層に

て確認できた。�区は弥生時代～近世にかけ

ての SB・SD・SH・SK・SP・SXが検出され

た。SPは平成２０年度調査同様に調査を進め

た。なお，土質と出土遺物を検討し，時代に

伴った分類を行った。縄文時代の土器・石

器・弥生土器・中世土師器・国産陶器・貿易

陶磁器・滑石製品・近世陶磁器が出土した。

�区はＣ－５－１にて近世の SRが検出され，

縄文時代の石器，弥生土器，中世土師器，国

産陶器，貿易陶磁器，近世陶磁器が出土した。

�・�区は遺構が確認できなかったものの，

第�層より縄文時代の石器，弥生土器，中世

土師器，滑石製品，国産陶器，貿易陶磁器，

近世陶磁器が出土した。

また，今年度の調査で検出された遺構を中

心に，弥生時代～近世に至る今福町周辺の

人々の暮らしの一端を県民の皆様に見ていた

だき，郷土の埋蔵文化財についての理解と協

力を得ることを目的とした現地説明会を，平

成２２年１月３１日に実施した。

（３） 土 層

（第９・１１～１５図 図版１～３）

土層は丘陵部の断面を主に写真・図面の記

録を行い，その他の箇所については，必要に

応じて写真記録を行った。写真・図面の記録

第
１５
図

調
査
区
土
層
図
�
（
Ｓ
＝
１

／１
００
）

－１９－



を行った箇所は４区間に分かれ，A－A′間（�区と�区丘陵部の調査区南側），B－B′間（�区南

側の丘陵西側斜面～丘陵部），C－C′間（�区南側の丘陵西側斜面），D－D′間（�区南側）の堆積

状況を記録した。基本層序は試掘調査の所見と照らし合わせ，５層に分けられる。第�層は近・現代

耕作土及びそれに関する盛土である。第�層は遺構検出層とし，各区で堆積の状況に違いがみられる。

第	層は玄武岩風化礫を含む赤褐色粘質土を主体とする層である。第
層は玄武岩を含む礫層である。

第�層は第三紀層の砂岩盤である。第�・	層は遺構検出層に対する地山層である。

A－A′間は東側斜面部において平坦部がみられるが，これは現・近代の耕作地拡幅の影響を受け

ている。そのため，深度は浅く第�層を取り除くと第�層が確認できた。丘陵部でも現・近代の耕作

地拡幅による削平がみられるものの，第�層を形成する赤褐色粘質土が確認できた。また，丘陵部は

南→北へ傾斜を呈するが，一部で第	層の堆積が確認できた。この層は人為的行為が認められず，第

�層で検出した遺構の時期より以前に自然堆積した層と位置付けられる。第	層より下層は第
層が

確認でき，堆積は厚さ約３�を測る。

B－B′間は調査区の設定上，丘陵部の一部は南北方向の堆積を記録している。A－A′間と比べ現・

近代の耕作地拡幅による削平の影響を受けており，第�層の堆積は厚くない。西側斜面は A－A′間

と同様に，現・近代の耕作地拡幅による削平を受ける。そのため，一部で第�層の直下に第�層が確

認された。

C－C′間は第�層を除去すると第�層が確認されたが，この層の土質は一様ではない。これは，

土層観察の結果，斜交葉理が認められることから，旧河道の影響及びそれに伴う廃絶の状況による堆

積と考えられた。また，C－C′間より西側は第�層を取り除くと第
層と下層は第�層が確認され，

東側より続く堆積層が途切れる。礫原の展開が認められることから，今福川の氾濫原と捉えられる。

D－D′間は限られた土層であるが，第�層除去後，第�層が確認できた。この層は東→西へ傾斜

が確認できるものの，攪乱の影響を受けている。この層より下層は，第
層の堆積が確認できる。


・�区の土層は写真記録を行った。この両区は，第�層除去後は第�層の堆積で一面が覆われる。

これは，旧今福川の氾濫が繰り返し行われ，礫を主体の堆積が行われたと考えられる。そのため，旧

今福川の氾濫原として生活が営まれたとしても，新たな氾濫により破壊されたものと想定される。

丘陵部を中心とした土層の観察の結果，本遺跡の地形の形成要因は次が考えられる。１つは，B－

B′間及び C－C′間の斜交葉理の西側が認められないのは，旧今福川が時期の変化に伴い東→西へ

丘陵を削平し変遷したためと考えられる。そのため，遺跡が立地する丘陵は，南高北底へ傾斜する地

形と旧今福川の度重なる氾濫などの影響を受けて形成したと考えられる。また，今福川流域でみると，

八幡山－中ノ瀬遺跡丘陵部－坂野免・仏坂免までの標高で繋がり，そこに旧今福川や八幡山西側を流

れる旧住ノ江川による氾濫及び削平の繰り返しによって現況の地形が形成されたと推測される。

（江上正高）

－２０－



� 遺構・遺物
１ 弥生時代（第１６～３２・４８図 第３～１１表 図版４～１１・１８・２９）

（１） 竪穴式住居跡（第１６～２２図 第３～５表 図版４～９）

・SH１（第１６・１７図 第３表 図版４～７）

SH１は D－６－１４にて確認された。この SHは炉の作り替えが確認され，SH１（新）と SH１（古）

に分けて調査を進めた。

SH１（新）の形態は円形を呈し，計測値は長軸５．６�，短軸５．５６�を測る。床面は削平の影響を受

けている。屋内の施設は，２本の主柱穴と炉を備える。炉は床面中央より北側に位置する。規模は長

軸約２．７�，短軸約２．１�の楕円形を呈する。検出時は炭化物の広がりと赤褐色を呈する焼土の範囲を

確認した。炭化物は北方向に広がり，その内側に焼土が弧を描く範囲が認められ，燃焼箇所と灰のか

きだしが考えられる。その堆積は０．１�と薄く，６層に分層が可能である。主柱穴の径は小さく，深

度も浅い。P２は作り直しが行われたと考えられる。計測値は P１の径が０．３５�，深度は０．３７�，P２

の径が０．５５�，深度は０．３５�である。

SH１（古）の形態及び主柱穴は SH１（新）と同じであるが，西側の壁面の高さが０．３�程残存す

る。屋内の施設は，周溝，炉，土坑を備える。周溝は床面の周囲に巡り，規模は幅０．６�，深度０．１５

�を測る。炉（古）は中央より南側に位置するものの，北東側において炉（新）の削平を受ける。残

存する炉跡の計測値は，長軸２．９�，短軸１．８�の隅丸方形を呈する。堆積は薄く，厚さ０．４�を測る。

検出時は炭化物と焼土の範囲を確認したものの，焼土は少なく，炭化物を多く含む。土坑跡は炉跡の

東側に位置し，隅丸方形を呈する。規模は長軸１．７�，短軸１．３５�，深度０．４９�を測る。堆積は５層

に分層が可能で，南西側より３層が入り，１・２層が灰色を呈する。被熱を受けた形跡は認められな

い。床面の土壌の洗浄を行ったが，出土遺物は認められなかった。

また，炉（新）・（古）で検出した炭化材は第�章－２で述べる分析を行った。

出土遺物

１は口縁部が残存する甕で，断面が三角形の貼付けを口唇部に施す。器面は磨滅が著しい。２は口

縁部が残存する甕で，断面が三角形の貼付けを口唇部に施す。器面は磨滅が著しい。３は口縁部が残

存する甕で，器壁が厚く，器面は磨滅が著しい。４は口縁部～体部上半まで残存する甕である。５・

６は頸部～体部上半が残存する壺である。器面の磨滅が著しいが，断面が三角形の突帯を一条巡らす。

６は外面の一部が黒褐色を呈し，煮炊き時に付着したと考えられる。７は甕の底部である。

以上より SH１（古）は中期後半頃，SH１（新）は中期後半以降に位置付けられる。

・SH２（第１８～２０図 第４表 図版７・８）

SH２は D－６－２０にて確認された。形態は円形を呈し，計測値は長軸７．３�，短軸６．８２�を測る。

土層は４層に分層が可能で，検出面から床面までの深度は０．２２�を測る。屋内の施設は，２本の主柱

穴と主柱穴の間に炉跡と土坑跡を備える。炉跡は中央より北側に位置する。規模は長軸１．４�，短軸

１．１�の隅丸方形を呈する。検出時は赤褐色を呈する焼土の範囲を確認した。焼土は北西方向に広が

り，堆積は０．９�と薄い。土坑跡は床面の中央に位置し，形態は不定形である。堆積は４層に分層が

可能で，被熱の形跡は認められない。床面は灰色ブロック土を主体とした貼床が施され，厚さは０．３

�と薄い。主柱穴の計測値は P１の径が０．３８�，深度０．３５�を測り，隅丸方形を呈する。P２の径が

０．５５�，深度０．３１�を測り，隅丸方形を呈する。床面及び土坑跡の土壌の洗浄を行った。その結果，
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炉跡 
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灰褐色土 
赤色粘質土 
褐灰色粘質土 
橙色粘質土 
にぶい褐色粘質土 
明褐灰色粘質土 

炭化物・赤色粘質土が集中する。 
炭化物を所々で確認できる。粘性が強く，焼き締まる。 
粘性がやや見られる。貼床。 
地山。 
炭化物を散らばるように含み，掻き出し土と考えられる。 
貼床と考えられる。 

第１６図 SH１（新）平面図・土層図（Ｓ＝１／６０），炉跡平面図・土層図（Ｓ＝１／３０），
出土遺物（Ｓ＝１／４）

－２２－



1
4

2

1
2
43

3
2

1 4
2

5

S

1 32

焼土範囲 炭化物範囲 

S
H
1（
古
） 

1 2 3 4

灰
褐
色
土
 

赤
色
粘
質
土
 

褐
灰
色
粘
質
土
 

褐
灰
色
粘
質
土
 

炭
化
物
・
赤
色
粘
質
土
が
集
中
す
る
。
 

炭
化
物
が
所
々
で
確
認
で
き
る
。
粘
性
が
強
く
，焼
き
締
ま
る
。
 

粘
性
が
や
や
見
ら
れ
る
。
貼
床
。
 

橙
色
・
黄
色
粒
子
を
わ
ず
か
に
含
み
，炭
化
物
を
若
干
含
む
。
 

炉跡 
1 
2 
3

赤色粘質土 
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炭化物。 
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土坑 
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4 
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橙色粘質土 
橙色粘質土 
褐灰色粘質土 
褐灰色粘質土 
褐色粘質土 

黄色・灰色粒子を含み，マンガンが斑状に沈着する埋土。 
1層と質は同じであるが，炭化物を含む埋土。 
橙色粘質土をわずかに含む。炭化物を主体となる層。 
橙色・黄色粒子をわずかに含み，炭化物を若干含む。 
橙色粘質土・炭化物を若干含む。 
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S2

P2
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S

2
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第１７図 SH１（古）平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／６０），
炉跡・土坑跡平面図・土層図（Ｓ＝１／３０）
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明褐色粘質土 
明褐色粘質土 

しまり強い。にぶい黄褐色粘質土を斑状に含む，φ5～10㎜大の炭化物が北側に多く含まれる。 
また，φ5～10㎜大のマンガンが南側に多く沈着する。南北土層の両端は褐色が強い。全体的に弥生土器が出土する。 
しまりやや強い。明褐色粘質土をごく少量斑状に含む。南は灰褐色粘質土，褐色粘質土が多く含まれ、全体的に明るい。 
西にはφ2.5㎜大のマンガンが多く，南はφ5㎜大のマンガンが斑状に沈着する。φ1㎝大の炭化物をごく少量含まれる 
黄色土を含む。 
しまりやや強い。褐灰色粘質土を少量斑状に含む。炭化物，マンガンをごく少量含む。南は赤褐色が強い。 
灰色ブロック土・マンガンを斑状に含む。貼床。 

P1
1 
2
褐灰色粘質土 
明赤褐色粘質土 

炭化物・焼土が2層土と入る。 
灰色・赤褐色ブロック土が入る。 

P2
1 
2
灰褐色粘質土 
明赤褐色粘質土 

炭化物が入りマンガンを斑状に含む。 
灰色・赤褐色ブロック土が入る。 

4
2

第１８図 SH２平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／６０）
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褐色粘質土 
暗褐色粘質土 
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焼土・炭化物を含む。 
玄武岩風化礫をわずかに含む。マンガンが斑状に沈着する。 
灰色土をごくわずかに混じる。マンガンがごくわずかに沈着する。 
しまりはやや弱い。 
しまりはやや弱い。炭化物がφ2～3㎝大のブロックで混じる。 
しまりは強い。玄武岩風化礫を少量含む。燃焼の際に焼けたものと考えられる。 
灰色ブロック土，マンガンが斑状に含む。貼床。 

1

10
17

炭化物と第Ⅶ章－７で述べるアズキ類の種子を

確認できた。また，炉跡から検出した炭化材は

第�章－２で述べる分析を行い，P１から検出

した炭化材は第Ⅶ章－５で述べる分析を行った。

SH内遺構の新旧関係（旧→新）は，貼床→土

坑・主柱穴→炉で，遺構の新旧関係は SX２７→

SH２である。

出土遺物

１は口縁部から体部下半まで残存する甕であ

る。口唇部は黒褐色を呈し，頸部下に断面が三

角形の低い突帯が一条巡る。２は口縁部から頸

部まで残存する甕である。内面は磨滅が著しい

が，外面の頸部にタテハケが施される。３は口

縁部から体部下半まで残存する甕である。器面

は磨滅が著しい。４は口縁部から体部上半まで

残存する甕である。口唇部は欠損し，器面の磨

滅が著しい。５は口縁部から体部上半まで残存

する甕である。６は口縁部が残存する甕である。

口唇部は黒褐色を呈し，形態は斜め上方へ摘み

上げる。７は口縁部が残存する甕である。器面

の磨滅が著しい。８は口縁部が湾曲する複合口縁壺である。器面の磨滅が著しい。９は頸部から体部

上半まで残存する壺である。１０は口縁部から体部上半まで残存する高坏である。口唇部は刻み目，口

縁部は丹塗りを施す。１１は壺の胴部である。器面は磨滅が著しいが，外面に断面が三角形の突帯を一

条巡らす。１２は壺の胴部である。器面は磨滅が著しいが，外面は「Ｍ」字状の突帯を巡らせ，丹塗り

を施す。１３は壺の胴部で，器面は磨滅が著しい。外面に「Ｍ」字状の突帯を巡らせ，一部に丹塗りを

施した痕跡が認められる。１４は壺の胴部である。器面の磨滅が著しいが，外面に低い「Ｍ」字状の突

帯を巡らす。１５・１６は内・外面の磨滅が著しい底部である。１７は底部で外底は均一ではなく，若干の

凹凸が認められる。１８は甕の底部で，外底は平底を呈する。１９は磨石である。柱穴跡の最下層より出

土したことから，埋納及び二次利用した根石とみられる。２０は安山岩製の台石と考えられる。器面は

擦過が確認できるものの状態は良好である。２１は安山岩製の台石と考えられる。器面は擦過が確認で

き，凹みがみられる。２０・２１は住居跡床面より出土した。

以上より SH２の時期は，弥生時代中期後半頃に位置付けられる。

番号 遺構
（SH１） 種類 器種

法量（�）（ ）は復元径 調整
焼成

色調
胎土

口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面
１ 新 弥生土器 甕 － － ２．５ 磨滅 ナデ やや良 ５YR３／１黒褐色 ５YR５／８明赤褐色 やや精緻 長石・石英
２ 新 弥生土器 甕 － － ２．１ 磨滅 磨滅 やや良 ２．５YR５／８明赤褐色 ５YR４／１褐灰色 やや精緻 長石・石英
３ 新 弥生土器 甕 － － ２．６ 磨滅 ナデ やや良 ７．５YR３／１黒褐色 ７．５YR３／１黒褐色 やや精緻 長石・石英
４ 古 弥生土器 甕 － － ４．７ ナデ ナデ やや良 ７．５YR７／３にぶい橙色 ７．５YR８／２灰白色 やや精緻 長石・石英・黒曜石
５ 新 弥生土器 壺 － － ２．３ ナデ 磨滅 やや良 ２．５YR６／１黄灰色 ２．５YR７／３灰黄色 やや精緻 長石・石英・片岩
６ 新 弥生土器 壺 － － ２．７ ナデ 磨滅 やや良 ５YR４／８赤褐色 ５YR５／８明赤褐色 やや精緻 長石・石英・黒色粒子
７ 新 弥生土器 甕 － － １．９ ナデ ナデ やや良 １０YR７／１灰白色 １０YR８／４浅黄橙色 やや精緻 長石・石英・片岩

第３表 遺物観察表（SH１）

第１９図 SH２炉跡・土坑跡平面図・土層図
（Ｓ＝１／３０）
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丹塗り範囲 

・SH３（第２１・２２図 第５表 図版８・９）

SH３は D－６－２４にて確認された。形態は円形を呈し，計測値は長軸５．１２�，短軸５．０８�を測る。

検出できた４基の SHの中では，小さい形態を呈する。遺構の北半分は，圃場整備時による削平の影

響を受ける。土層は４層に分層が可能で，検出面から床面までの深度は０．３２�を測る。屋内の施設は

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 弥生土器 甕 （２２．０） － ４．６ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／２灰褐色 ５YR６／８橙色 やや精微 長石・石英
２ 弥生土器 甕 （２４．０） － ３．３ タテハケ／磨滅 磨滅 やや良 ５YR５／３にぶい赤褐色 ５YR４／１褐灰色 やや精微 長石・石英
３ 弥生土器 甕 － － ６．６ タテハケ／ナデ ナデ やや良 ７．５YR５／３にぶい褐色 ２．５YR４／１黄灰色 やや精微 長石・石英・片岩・黒色粒子
４ 弥生土器 甕 － － ３．０ ナデ／磨滅 磨滅 やや良 ２．５YR３／１暗赤灰色 ５YR２／１黒褐色 やや精微 長石・石英
５ 弥生土器 甕 － － ２．９ ナデ ナデ やや良 ５YR４／１褐灰色 ５YR４／４にぶい赤褐色 やや精微 長石・石英・黒色粒子
６ 弥生土器 甕 － － １．５ ナデ ナデ やや良 １０YR３／１黒褐色 １０YR７／４にぶい黄橙色 やや精微 長石・石英
７ 弥生土器 甕 － － １．３ ナデ ナデ やや良 １０YR８／３浅黄橙色 １０YR８／６黄橙色 やや精微 長石・石英・黒色粒子
８ 弥生土器 壺 － － ３．１ ナデ ナデ 良 ７．５YR７／８黄橙色 ７．５YR７／６橙色 やや精微 長石・石英・片岩
９ 弥生土器 壺 － － ７．４ ナデ／磨滅 磨滅 やや良 ２．５YR５／８明赤橙色 ５YR２／１黒褐色 やや精微 長石・石英
１０ 弥生土器 高杯 － － ３．３ ナデ ナデ やや良 ７．５YR７／８黄橙色 ７．５YR７／８黄橙色 やや精微 長石・石英 丹塗り
１１ 弥生土器 壺 － － ２．０ ナデ ナデ やや良 ７．５YR８／６浅黄橙色 ７．５YR４／１褐灰色 やや精微 長石・石英
１２ 弥生土器 壺 － － ２．３ ナデ ナデ やや良 １０YR５／８赤色 ５YR７／４にぶい橙色 やや精微 長石・石英・黒色粒子 丹塗り
１３ 弥生土器 壺 － － ３．９ ナデ ナデ やや良 １０YR７／８黄橙色 １０YR７／２にぶい黄橙色 やや精微 長石・石英・黒曜石 丹塗り
１４ 弥生土器 壺 － － １．５ ナデ ハケ／ナデ 良 ２．５YR５／８明赤褐色 ２．５YR６／８橙色 精微 長石・石英
１５ 弥生土器 壺 － － ３．０ ナデ 磨滅 やや良 ２．５YR６／８橙色 ７．５YR７／３にぶい橙色 やや精微 長石・石英
１６ 弥生土器 壺 － － ２．８ ナデ 磨滅 やや良 １０YR６／６明黄褐色 ７．５YR５／６明褐色 やや精微 長石・石英
１７ 弥生土器 壺／甕 － － ２．０ ナデ ナデ やや良 ５YR６／８橙色 ７．５YR７／４にぶい橙色 やや精微 長石・石英
１８ 弥生土器 甕 － （１０．４） ６．１ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８明赤褐色 ５YR７／１明褐灰色 やや精微 長石・石英・黒曜石・片岩

番号 種類 石種
法量（�）

重さ（�） 備考
最大長 最大幅 最大厚

１９ 磨石 － ８．２ ７．３ ４．９ ４１３．０
２０ 不明 安山岩 １０．３ ８．５ １．９ ２５７．０ 台石か。
２１ 不明 安山岩 １０．５ ８．５ ６．０ ８５９．０ 台石か。

第４表 遺物観察表（SH２）

第２０図 SH２出土遺物（Ｓ＝１／４）
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丹塗り範囲 

２本の主柱穴と，主柱穴の間に炉と土坑を備える。炉跡は中央に位置する。規模は長軸１．６２�，短軸

７．８�の長楕円形を呈する。検出時に赤褐色を呈する焼土と炭化物の範囲を確認した。焼土は炭化物

の範囲の中央に位置し，厚さは０．１�を測る。炭化物は西方向に広がり，堆積は０．１�と薄い。土坑跡

は床面の中央に位置し，形態は隅丸方形を呈する。堆積は３層の分層が可能であるが，中央付近の分

層は不明確である。床面はにぶい褐色砂質土を主体とした貼床が施され，厚さは０．１�と薄い。主柱

穴の計測値は，P１の直径が０．６�，深度０．３３�を測り，隅丸楕円形を呈する。P２の直径が０．６４�，

深度０．４１�を測り，円形を呈する。周溝は南西側以外に認められ，計測値は最大幅０．４�，最大深度

０．３４�を測る。床面及び土坑跡の土壌の洗浄を行った。その結果，炭化物と第Ⅶ章－７で述べるコム

ギの胚乳が１点，マメ類の種子が１点確認できた。また，炉跡より検出した炭化材は第�章－２で述

べる分析を行った。SH内遺構内及び遺構の新旧関係（旧→新）は，土坑→貼床→炉・周溝で，遺構

は SX２５→SH３である。

出土遺物

１は口唇部が欠損する甕である。器面は内面の磨滅が著しいが，外面の一部に丹塗りの痕跡が認め

られる。２は口縁部が残存する甕である。全体の色調が黒色を呈する。３は底部から体部下半まで残

存する甕である。外底は平底を呈する。４は口縁部が残存する甕である。口唇部は外方へ摘み出す。

５・６は口縁部から体部上半まで残存する甕である。６は口唇部が外方へ摘み出し，頸部の下はナデ

による緩やかな稜が認められる。内・外面の器面は，磨滅が著しい。７は口縁部が残存する甕である。

内面の色調は，黒色を呈する。８は断面が台形の突帯を巡らす壺と考えられる。外面は丹塗りの痕跡

が認められる。９は断面が低い三角形の突帯を巡らす壺である。器面の状態は内・外面ともに磨滅が

著しい。１０は口縁部から体部上半まで残存する甕である。器面の状態は内・外面ともに磨滅が著しい。

１１は黒曜石製の石鏃である。１２は砂岩製の砥石である。表面には２条の擦過痕が認められる。１３は砂

岩製の敲石と考えられる。表面には敲打痕が認められる。１４は砂岩製の敲石と考えられる。表面には

敲打痕が認められる。１２～１４は土坑跡の底面から出土した。

以上より SH３の時期は，弥生時代中期前半頃に位置づけられる。

第２１図 SH３出土遺物（１～１０はＳ＝１／４，１１はＳ＝１／２，１２～１４はＳ＝１／８）
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褐色砂質土 
灰褐色粘質土 
灰黄褐色粘質土 
にぶい黄褐色粘質土 
褐灰色粘質土 
灰褐色粘質土 
褐色粘質土 
明褐色粘質土 
 
明褐色粘質土 
明褐色粘質土 
明褐色粘質土 
褐色粘質土 
灰褐色粘質土 
にぶい褐色砂質土 

粘性は弱く，しまりは強い。にぶい黄褐色粘質土・赤色・黄色粒子を含む。φ1㎝大の円板状マンガンが多く沈着する。 
しまりは弱い。φ2～10㎜ほどのマンガンがごく少量沈着する。 
しまりは弱い。褐色粘質土を多く含む。φ5㎜ほどのマンガンが斑状に沈着する。赤色粒子をごく少量含む。 
しまりはやや強い。円状にマンガンが沈着する。φ1～2㎜大の焼塊・炭化物を含む。上位には10～30㎜大の礫。 
しまりはやや強い。褐色粘質土を含む。全体にマンガンが沈着し，黄色粒子を少量含む。Ⅳ層よりしまりが弱く黄色土が多い。 
しまりは弱い。少量の炭化物を含む。7層中のノイズ。 
しまりは弱い。マンガンは斑状に沈着するが，上位に円形のマンガンが沈着する。φ3㎜大の黄色粒子を含む。4層よりしまりが弱い。 
しまりはやや強い。マンガンは斑状に沈着するが，下位には多く沈着する。白色・黄色粒子をごく少量含む。φ1㎝大の炭化物をごく 
少量含む。 
しまりは強い。マンガンは全体に沈着するが上位に密に沈着する。 
しまりはやや強い。11層に比べマンガン粒が大きく，灰色が強い。風化礫がごく少量入る。拳大～φ40㎝大の礫が入る。 
7層に比べ混じりが少ない。しまりが弱い。φ2㎜ほどのマンガンを上部に斑状に沈着する。褐灰色・黄色土が斑に入る。 
しまりがやや弱い。 
しまりが強い。上部にφ5㎜大のマンガンが多く沈着する。中央部に炭化物，赤色・黄色粒子が多くみられる。褐灰色が斑に入る。 
しまりが強い。マンガンが斑状に沈着する。炭化物をごく少量含む。風化礫の砕けたものが入る。灰色土が混入する。 
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周溝 
① 

周溝 
② 

1 
2
褐色粘質土 
明褐色粘質土 

しまりがやや弱い。中位に少量のマンガンの沈着が見られる。 
しまりがやや弱い。橙色土が若干混入し，φ3㎜程のマンガンが上位にわずかに沈着する。 

周溝① 

1
2 83

4 5

1 
 
褐色粘質土 橙色土が若干混入し，マンガンがφ3㎜程斑に沈着する。しまりはやや弱い。 

周溝② 1 
 
灰褐色粘質土 しまり弱い。φ2㎜程のマンガンが若干沈着する。 

P2
1 
2
褐色粘質土 
褐色粘質土 

橙色土を若干含む。しまりが弱い。 
灰色土が若干混入する。赤土，マンガンがごく少量沈着する。 

焼土範囲 
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暗褐色粘質土 
褐色粘質土 
褐色粘質土 
暗赤褐色粘質土 
暗褐色粘質土 
明赤褐色粘質土 
明赤褐色粘質土 
明褐色粘質土 

しまりが強い。マンガンが斑状に沈着し，炭化物が少量含まれる。白土をごく少量含む。 
しまりやや強い。橙色土が混入する。φ2㎜大の炭化物を若干含む。弥生土器出土。 
しまりがやや弱い。炭化物をごく僅かに含む。 
しまりがやや弱い。φ2㎜大の炭化物を斑状に含む。焼土。 
しまりがやや弱い。φ2～5㎜大の炭化物を多く含む。北側により多くみられる。 
しまりがやや弱い。玄武岩の風化した小礫，赤土をごく少量含む。 
しまりがやや弱い。φ2㎜大のマンガンがわずかに沈着する。橙色土を少量混入する。 
しまりがやや弱い。玄武岩の風化した小礫，拳大の礫が混入する。白色土がわずかに混入する。 
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第２２図 SH３平面図・断面見通図（Ｓ＝１／６０），炉跡・主柱穴跡・周溝平面図・土層図（Ｓ＝１／３０）
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第２３図 弥生時代 SP出土遺物（１～８はＳ＝１／４，９はＳ＝１／２）

（２） 柱穴跡（第２３～２８図 第６・７表 図版９）

１は縄文土器である。本遺跡より出土した縄文土器は数点と限られ，図示可能な遺物である。柱穴

の土質より近世に混入したと考えられる。器面に列点文が施され，胎土に滑石の混入が認められる。

２～４は甕である。２は口縁部が残存し，断面が肥厚する。３は口縁部が下方を向き，頸部には断面

が三角形の一条の突帯を巡らす。４は口唇部にヨコナデを施し，跳上げ口縁状を呈する。５・６は壺

の胴部で，「Ｍ」字状の突帯を一条貼付ける。突帯の高さは高い。７・８は底部である。９は黒曜石

製の石鏃である。一部欠損がみられ，本来は五角形を呈したと考えられる。

（３） 不明遺構（第２９～３２・４８図 第８・９表 図版９～１１・１８）

・SX１１（第３０図 図版９）

D－６－１１に位置し，最大長２．１�，最大幅０．５８�の長円を呈する。土層の堆積は４層に分層が可

能である。出土遺物はみられなかった。

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底形 器高 外面 内面 外面 内面

１ 弥生土器 甕 （１７．０） － ４．８ ナデ ナデ／指頭圧痕 やや良 ５YR５／８明赤褐色 ５YR６／８橙色 やや精緻 長石・石英・片岩 丹塗り
２ 弥生土器 甕 （２１．４） － ５．３ ナデ／ハケ ナデ やや良 ２．５YR３／１黒褐色 ２．５YR１／３浅黄色 やや精緻 長石・石英・片岩
３ 弥生土器 甕 － － ２．０ 磨滅 磨滅 やや良 ７．５YR６／８橙色 ７．５YR７／８黄橙色 やや精緻 長石・石英
４ 弥生土器 甕 － － １．８ ナデ ナデ やや良 ２．５YR５／８明赤褐色 ５YR２／１黒褐色 やや精緻 長石・石英・片岩
５ 弥生土器 甕 － － ２．４ 器面剥離 器面剥離 やや良 ７．５YR８／４浅黄橙色 ７．５YR８／４浅黄橙色 やや精緻 長石・石英
６ 弥生土器 甕 － － １．４ ナデ ナデ やや良 １０YR４／１褐灰色 １０YR７／４にぶい黄橙色 やや精緻 長石・石英
７ 弥生土器 甕 － － ２．０ ナデ ナデ やや良 １０YR２／１黒色 １０YR７／４黒褐色 やや精緻 長石・石英
８ 弥生土器 壺 － － ２．７ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８明赤褐色 ５YR３／１黒褐色 やや精緻 長石・石英・片岩 丹塗り
９ 弥生土器 壺 － － ２．７ ナデ ナデ やや良 ７．５YR７／８黄橙色 ７．５YR４／１褐灰色 やや精緻 長石・石英・黒曜石
１０ 弥生土器 甕 － － ２．０ 磨滅 磨滅 やや良 ５Y６／８橙色 ７．５YR７／６橙色 やや精緻 長石・石英

番号 種類 石種
法量（�）

重さ（�） 備考
最大長 最大幅 最大厚

１１ 石鏃 黒曜石 ２．１５ １．５ ０．４ ０．７２
１２ 砥石 砂岩 １０．８ １０．３ ４．７ ６２１．０
１３ 敲石 砂岩 １５．１ １２．８ ６．５ １５８７．０
１４ 敲石 砂岩 １３．２ １１．０ ８．９ １７０１．０

第５表 遺物観察表（SH３）

－２９－



〈
中
ノ
瀬
遺
跡
全
体
図
〉
 

①
 

③
 

④
 

②
 

第
２４
図

弥
生
時
代
S
P
配
置
図
（
Ｓ
＝
１

／６
５０
）

－３０－



9

9
9

9
9

99
9

9

9

9
9

9
910

10
10

10

10

9

9

9
9

9

3

3 3

3

12

12 12

12
12

12 12
125

5

5
5

5

5

5

5
5 5

3
番
号
 

5 9 10

黒
褐
色
粘
質
土
 土
色
 

褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
 

暗
褐
色
土
 

7.
5Y
R
3/
1

7.
5Y
R
4/
6

H
ue
10
Y
R
5/
4

H
ue
10
Y
R
3/
4

12
明
褐
色
粘
質
土
 
5Y
R
5/
6

第
２５
図

弥
生
時
代
S
P
配
置
図
�
（
Ｓ
＝
１

／３
００
）

－３１－



3
番
号
 

5 9 10

黒
褐
色
粘
質
土
 土
色
 

褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
 

暗
褐
色
土
 

7.
5Y
R
3/
1

7.
5Y
R
4/
6

H
ue
10
Y
R
5/
4

H
ue
10
Y
R
3/
4

12
明
褐
色
粘
質
土
 
5Y
R
5/
6

3

3
3

3
3

3

3 3

3

3

第
２６
図

弥
生
時
代
S
P
配
置
図
�
（
Ｓ
＝
１

／３
００
）

－３２－



3
番
号
 

5 9 10

黒
褐
色
粘
質
土
 土
色
 

褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
 

暗
褐
色
土
 

7.
5Y
R
3/
1

7.
5Y
R
4/
6

H
ue
10
Y
R
5/
4

H
ue
10
Y
R
3/
4

12
明
褐
色
粘
質
土
 
5Y
R
5/
6

12

5

5

3

3

3
3

5

第
２７
図

弥
生
時
代
S
P
配
置
図
�
（
Ｓ
＝
１

／３
００
）

－３３－



3

3
3

3
番
号
 

5 9 10

黒
褐
色
粘
質
土
 土
色
 

褐
色
粘
質
土
 

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
 

暗
褐
色
土
 

7.
5Y
R
3/
1

7.
5Y
R
4/
6

H
ue
10
Y
R
5/
4

H
ue
10
Y
R
3/
4

12
明
褐
色
粘
質
土
 
5Y
R
5/
6

第
２８
図

弥
生
時
代
S
P
配
置
図
�
（
Ｓ
＝
１

／３
００
）

－３４－



・SX１３（第２９図 第８表 図版１０）

D－６－１４に位置し，北東側及び西側を削平の影響を受けているため，全形は不明である。埋土は

単層で，南→北へ傾斜した地山に堆積したと考えられる。

出土遺物

１は口縁部～体部下半まで残存した甕で，外面に黒班が認められる。２は頸部～胴部上半まで残存

する壺である。頸部及び胴部には，断面が「Ｍ」字状の突帯を一条巡らす。３は胴部下半～底部まで

残存する平底の壺である。これらより，時期は弥生時代中期後半頃に位置付けられる。

・SX２２（第４８図 図版１８）

D－６－１３・１８の西斜面に位置する。遺構の広がりは，東側一部を南北に走る用水路と南側を擁壁

の削平，北側は攪乱の影響を受ける。遺物は弥生土器が出土したが，小片のため図示できない。

・SX２３（第３０図 図版１０）

D－６－２０に位置し，最大長４．０�，最大幅３．４�の楕円形を呈する。検出時はドーナツ状に堆積す

る粘質土，内側に玄武岩小礫と礫をブロック状に含む赤褐色粘質土を確認した。これらから，倒木痕

と考えられ，類例は諫早市平遺跡などで確認できる。遺物は，黒曜石製の剥片が出土した。

凡例

土色３：７．５YR３／１
黒褐色粘質土

土色５：７．５YR４／６
褐色粘質土

土色９：１０YR５／４
にぶい黄褐色土

土色１０：１０YR３／４
暗褐色土

土色１１：７５YR５／２
灰褐色粘質土

土色１２：５YR５／６
明褐色粘質土

出土遺物
黒：黒曜石

出土遺物
安：安山岩

出土遺物
剥：剥片

出土遺物
弥土：弥生土器

出土遺物
数値：出土点数

番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�） 番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�） 番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�）
SP１ D‐５‐５ � ９ 弥土１ １１．７ SP４０ D‐６‐１ � ９ 弥土１ ８．９ SP１５２ D‐６‐１２ � １２ 黒剥１ ２１．０
SP５ D‐６‐１ � １０ 弥土２ １８．６ SP４６ D‐６‐７ � ５ 弥土壺１ ５．３ SP１６１ D‐６‐１９ � １１ 安剥１／弥土１ １３．２
SP２３ D‐６‐１ � ９ 弥土１ ７．８ SP４８ D‐６‐７ � ５ 弥土１ １４．６ SP１６２ D‐６‐１９ � １１ 黒剥１ ２７．６
SP２４ D‐６‐１ � ９ 弥土４ ８．７ SP４９ D‐６‐７ � ５ 弥土５ ５．２ SP１６３ D‐６‐１９ � １１ 弥土１ ２７．８
SP２５ D‐６‐１ � ９ 弥土１ １３．０ SP５２ D‐６‐７ � ５ 弥土１ １２．９ SP１６４ D‐６‐１９ � １１ 弥土１ ２７．１
SP２６ D‐６‐１ � ９ 弥土２ １２．２ SP５３ D‐６‐７ � １２ 弥土１ １５．１ SP１６５ D‐６‐１９ � １１ 黒剥１ ２６．３
SP２７ D‐６‐１ � ９ 弥土１ ９．３ SP５４ D‐６‐６ � ６ 弥土２ １３．２ SP１６６ D‐６‐１９ � １１ 黒剥１ １７．３
SP２８ D‐６‐１ � ９ 弥土１ １１．１ SP９１ D‐６‐１２ � １０ 弥土甕１／弥土１ ４５．６ SP１６８ D‐６‐１２ � １１ 弥土１ １７．４
SP２９ D‐６‐１ � ９ 弥土４ １０．９ SP９２ D‐６‐１７ � １０ 弥土甕１／弥土１ １７．３ SP１７０ D‐６‐２０ � ５ 弥土１ ７．２
SP３１ D‐６‐１ � ９ 弥土１ １５．５ SP１２４ D‐６‐２５ � ６ 弥土１ １３．３ SP１７３ D‐６‐１４ � ５ 弥土３ ５．２
SP３３ D‐６‐１ � ９ 弥土１ １１．２ SP１３６ D‐６‐２４ � ６ 弥土４ ２１．８ SP１７４ D‐６‐１４ � ５ 弥土１ ５．２
SP３５ D‐６‐１ � ９ 弥土１ １５．７ SP１３８ D‐６‐２４ � ６ 弥土１ １４．０ SP１７６ D‐６‐２４ � ５ 弥土４ ４２．２
SP３６ D‐６‐１ � ９ 弥土２ １８．３ SP１４５ D‐６‐２４ � ６ 弥土２ ３７．７ SP１７７ D‐６‐２４ � ５ 弥土２ ４９．５
SP３９ D‐６‐１ � １０ 弥土３ １５．６

第６表 弥生時代 SP一覧表

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 縄文土器 不明 － － ３．０ ナデ／刺突痕 ナデ 良 ２．５YR５／８明赤褐色 １０YR３／１黒褐色 精緻 滑石
２ 弥生土器 甕 － － ３．２ ナデ ナデ 良 １０YR５／４にぶい黄褐色 １０YR７／２にぶい黄橙色 精緻 長石・石英・輝石
３ 弥生土器 甕 （２２．４） － １３．６ 磨滅 タテハケ やや良 ７．５YR６／８橙色 ７．５YR３／１黒褐色 やや精緻 長石・石英・片岩
４ 弥生土器 甕 － － ９．６ 磨滅 タテハケ やや良 ７．５YR３／１黒褐色 ７．５YR３／１黒褐色 やや精緻 長石・石英
５ 弥生土器 壺 － － ２．４ ナデ ナデ やや良 ７．５YR７／８黄橙色 ７．５YR２／１黒色 精緻 長石・石英・片岩
６ 弥生土器 壺 － － ４．０ 磨滅 ナデ やや良 ５YR７／４にぶい橙色 ７．５YR５／８明赤褐色 精緻 長石・石英
７ 弥生土器 壺／甕 － － ３．０ 磨滅 磨滅 やや良 ２．５YR５／８明赤褐色 ５YR６／４にぶい橙色 やや精緻 長石・石英
８ 弥生土器 甕 － － ６．５ タテハケ／磨滅 磨滅 やや良 ５YR４／１褐灰色 ５YR６／５にぶい橙色 やや精緻 長石・石英・片岩

番号 種類 石種
法量（�）

重さ（�） 備考
最大長 最大幅 最大厚

９ 石鏃 黒曜石 ２．４５ １．３５ ０．３５ ０．７８

第７表 遺物観察表（弥生 SP）
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1

SP017

SP SP018

1 
SP017 
 

暗褐色粘質土 
褐色粘質土 
 

マンガンの沈着が一部に確認できる。 
炭化物・黄色・赤色土が入る。 
 

SP 
SP018

褐色粘質土 
褐色粘質土 

炭化物・黄色・赤色土が入る。 
炭化物・黄色・赤色土が入る。 

・SX２５（第３０図 図版１０）

D－６－２４に位置し，直径６．７�の円形を呈する。北側に位置する SH３との新旧関係（旧→新）は，

SX２５→SH３である。南側は調査区外まで延びる。土層観察の結果，倒木痕の可能性が高い。

・SX２６（第３０図 図版１０）

D－６－２４に位置し，直径３�の円形を呈する。倒木痕として調査を進めたが，明確ではない。

・SX２７（第３１・３２図 第９表 図版１１）

D－６－１９に位置する。新旧関係（旧→新）は，SX２７→SX２４・２８，SX２７→SH２である。下層地山

で検出された炭化材は，第Ⅶ章－３で述べる分析を行った。

出土遺物

１～３は弥生土器である。１は底部を残す平底の壺である。２は高坏の坏部である。３は壺の胴部

である。断面が「Ｍ」字状の突帯を一条巡らす。

・SX２９（第３０・３２図 第９表 図版１１）

D－６－１２に位置し，長軸３．０�，短軸１．５～１．９�の長円を呈する。上面は削平の影響を受ける。

そのため，深度は浅い。堆積は単層である。

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 弥生土器 甕 （２７．２） － １０．２ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８明赤褐色 ５YR５／８明赤褐色 やや精緻 長石・石英・片岩
２ 弥生土器 壺 － － ９．７ ナデ 器面剥離 やや良 １０YR７／８黄橙色 ５YR６／８橙色 やや精緻 長石・石英
３ 弥生土器 壺 － （７．４） ８．１ ナデ ナデ やや良 ５YR６／８橙色 ５YR５／１褐灰色 やや精緻 長石・石英・砂粒

第８表 遺物観察表（SX１３）

第２９図 SX１３平面図・土層図（Ｓ＝１／６０），出土遺物（Ｓ＝１／４）
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SX35

SX34

SX33

SX25

SX29

1

1

SX23

1 1

1
1

2

SX23

SX26

SX11

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

黄色・灰色・橙色粒子・マンガンを斑状に含む。 
黄色・灰色・橙色粒子・砂岩・玄武岩小礫・マンガンを斑状に含む。 
黄色・灰色・橙色粒子を少量含む。 
3層と似るが，粒子を含まない。マンガンを斑状に含む。 
白色・赤色粒子を含む。 
砂岩風化礫を含む。 
砂岩風化礫を含む。 
地山。 

赤褐色粘質土 
明赤褐色砂質土 
黄橙色土 
明赤褐色砂質土 
橙色砂質土 
明黄褐色砂礫土 
褐色砂礫土 
岩盤 

SX25
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
SP

灰褐色粘質土 
赤褐色粘質土 
明褐色粘質土 
明褐色粘質土 
明褐色粘質土 
明褐色粘質土 
明褐色粘質土 
にぶい橙色粘質土 
橙色粘質土 
橙色粘質土 
橙色粘質土 

マンガンが斑状に沈着，鉄分が沈着する。玄武岩風化礫を含む。 
SX26の1層に対応。玄武岩風化礫を含む。 
SX26の2層に対応。灰褐色粘質土を斑状に含む。玄武岩風化礫を含む。 
拳大～人頭大の玄武岩を含む。マンガンが斑状に沈着する。玄武岩風化礫を含む。 
玄武岩を若干含む。赤褐色粘質土を斑状に含む。玄武岩風化礫を含む。 
灰色粘質土を斑状に含む。6層はブロック土である。玄武岩風化礫を含む。 
炭化物・赤色粒子を含む。玄武岩風化礫を含む。 
マンガンが斑状に沈着する。玄武岩風化礫を含む。 
マンガンと玄武岩を少量含む。 
玄武岩風化礫，玄武岩（拳大～人頭大）を大量に含む。 
マンガン・灰色土を含む。 

SX29
1 
2
明褐色土 
にぶい褐色土 

しまりが弱い。 
しまりが弱い。 

1
2 4
5

3

56 87

1 2

SP

1
2

810

1

1

3
4

5
6 7
9

1
2

3
24

SX11
1 
2 
3 
4

明黄褐色粘質土 
浅黄色粘質土 
にぶい黄色粘質土 
明赤褐色粘質土 

マンガンが沈着，橙色・灰色粘質土を含む。 
マンガンが沈着，橙色・灰色粘質土を含む。 
マンガンが少量沈着。 
地山。 

SX26
1 
2 
 

赤褐色粘質土 
明赤褐色粘質土 

玄武岩風化礫を含み，マンガンが斑状に沈着する。石器（剥片）出土。 
玄武岩礫（φ1～10cm）を含み。少量のマンガン沈着が見られる。 

 

1

2

4

凡例：旧　新 

第３０図 SX１１・２３・２５・２６・２９・３３～３５平面図・土層図（Ｓ＝１／６０）
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1 2
3 4

SX27 SX29

第３２図 SX２７・２９出土遺物（Ｓ＝１／３）

番号 遺構 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ SX２７ 弥生土器 壺 － ７．４ ２．４ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８
明赤褐色

５YR４／２
灰褐色 やや精緻 長石・石英・片岩

２ SX２７ 弥生土器 高坏 － － ２．４ ナデ ナデ やや良 １０YR７／６
明黄褐色

１０YR７／３
黄橙色 やや精緻 長石・石英・片岩

３ SX２７ 弥生土器 壺 － － １．６ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８
明赤褐色

５YR６／４
にぶい橙色 やや精緻 長石・石英・片岩

４ SX２９ 弥生土器 甕 － － ２．８ ヨコナデ／
タテハケ ナデ やや良 ７．５YR５／８

明褐色
７．５YR４／１
褐灰色 やや精緻 長石・石英

第９表 遺物観察表（SX２７・２９）

出土遺物

４は弥生土器の甕である。頸部～肩部が残存する。

・SX３３（第３０図 図版１１）

D－６－２４に位置し，半径１２�の長円を呈する。遺構の性格は倒木痕と考えられ，第Ⅶ章－６で述

べる分析を試みた。その結果，花粉が検出されず，遺構の性格は不明である。

・SX３４（第３０図 図版１１）

D－６－２４に位置し，形態は不明である。SX３３との新旧関係（旧→新）は，SX３４→SX３３である。

遺構の性格は倒木痕としたものの，第Ⅶ章－６で述べる分析を試みた。その結果，花粉が検出されず，

遺構の性格は不明である。

・SX３５（第３０図 図版１１）

D－６－２４に位置する。SX２５との新旧関係（旧→新）は，SX３５→SX２５である。遺構の性格は倒木

痕としたものの，第Ⅶ章－６で述べる分析を試みた。その結果，少量の花粉が検出された。

・第�層不明遺構（図版１１）

SX２８掘削後，３基の倒木痕と推測される遺構（SP１７０・１７６・１７７）の確認を行い，弥生土器片が出

土した。しかし図示可能な遺物はみられなかった。さらにトレンチ調査による下層の遺構の確認を行っ

たが，遺構は確認出来なかった。堆積は単層であるが，土質によって４層に分層が可能である。遺物

は弥生土器片・黒曜石製の剥片などが出土したが，図示可能な遺物はみられなかった。

小 結

・竪穴式住居について（第１０表）

本遺跡の弥生時代の特筆は本県では貴重な竪穴式住居跡が４基検出され，柱穴跡を加えた検討の結

果，丘陵部を中心に集落の展開が確認できたことである。SHの平面形態は円形を用いる。その面積

は，小さい順に SH３→SH１（古）→SH１（新）→SH２である。遺構の構成は２本の主柱と，その

間に土坑を備える。さらに SH１（古）と SH３は，床面を全周しないが壁溝を備えている。主柱は SH

３の規模が最大かつ土坑跡に近い位置に設ける。SH１（古）と（新）・SH２は，主柱が土坑跡から
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第１０表 県北部住居跡形態変遷表（■は時期が未確定）

離れた位置に設ける違いが見出せる。土坑跡の形態は，全て隅丸長方形を呈する。土質は砂質土が主

体を示すが，炭化物を含む層も確認された。しかし，土坑跡の壁面に被熱の形跡は認められなかった。

また，堆積状況より住居を使用時は埋没していたことが考えられる。そのため，土坑跡の機能は類例

が増加した後，検討を進めたい。本県北部の住居の形態は，早期～前期は円形，中期後半は円形と方

形，後期後半～終末は方形の変遷が辿れるが，本遺跡の竪穴式住居跡の形態も符合する。

・遺物について

SHより出土した土器は，決して多くはなく，そして小片である。しかし，図示可能な遺物より，

北部九州で確認できる形態を示している。そのため，北部九州の編年に照らし合わせたい。

・SH１（新）は第１６図－１・２の甕より中期後半頃に位置付けられる。

・SH１（古）は第１６図－４や炉跡の新旧関係，AMS分析より中期後半以降に位置付けられる。

・SH２は床面より確認できる第２０図－２・８の壺の屈曲より中期後半頃に位置付けられる。

・SH３は第２１図－１・２の甕は城ノ越式を示すが，６より中期前半頃に位置付けられる。

以上より，本遺跡の集落の時期は，中期前半と中期後半に位置付けられる。

一方，石製品は SH２より磨石及び台石，SH３土坑跡より砥石及び敲石が確認された。SH３土坑

跡出土の第２１図－１２は擦目が明確に残存し，その形より石包丁を研ぐ作業に用いられたと考えられる。

本遺跡の石包丁は第�層より１点確認できたが，本遺跡西側に隣接する今福遺跡でも確認されている。

このため両遺跡は今福川を挟んで，居住空間の時期差が想定される。

・竪穴式住居跡の土壌洗浄について（第１１表 図版２９）

今回の調査において土壌洗浄を試みたのは，SH１～３の床面，SH２・３の土坑跡，SH３の壁溝で

ある採集方法は，床面が SHの堆積状況を記録した２方向（南北と東西）で分けた４区画，土坑跡は

堆積状況を記録した１方向で分けた２区画，SH３の壁溝は堆積が少ないことが想定されたため，区

画の設定は行っていない。なお，SH１（古）の床面は，記録調査を終え時間が経過した床面の土壌

採集を行ったため，土壌洗浄の雛形として作業を進めた。また，土坑跡は可能な限り層序に従って採

取を行った。作業に当たり，以下の文献を参考に進めた。

・『埋蔵文化財ニュース』９５「環境考古学１」奈良国立埋蔵文化財研究所埋蔵文化財センター ２０００

・藤木 聡 ２００５「フローテーションについて」『平成１７年度 第１回埋蔵文化財担当専門職員研修会』

土壌洗浄の結果，炭化物の量と調査時の自然環境を鑑みると，炭化物は北東・北西に集まる傾向で
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ある。自然環境は北側が伊万里湾を向いているため，特に冬場は北風が強く，丘陵上で人や物が飛ば

される可能性も高い。そのため，SHの出入り口を南側に設け，そこから入る風によって炭化物が北

東・北西に集まったと推測する。採取した種子は第Ⅶ章－７で述べるアズキ類やマメ類の種子，コム

ギの胚乳が確認された。また，クスノキ，イネ科，イヌタデ近似種，タカサブロウ，アキノノゲシに

ついては保存状態が良好で炭化も認められないことから土壌乾燥中に混入したものと考えられる。洗

浄・乾燥方法については再度検討が必要である。以上が土壌洗浄から得られた成果であるが，今後，

生活空間である床面の土壌洗浄は，様々な条件を満たして進めるべきである。 （江上正高）

第１１表 土坑跡採取土壌洗浄結果

－４１－



1
2 2

3 4

1 
2 
 
3 
4

にぶい黄褐色粘質土 
褐色粘質土 
 
にぶい黄褐色粘土 
にぶい黄褐色粘質土 

しまりは弱いが，粘性は強い。   
しまりが強いが，粘性は弱い。黄色のφ1～2㎜の 
砂粒を含む。φ10～20cmの礫も含む。裏込め。  
しまりがなく、粘性は強い。炭化物を含む。 
しまりは弱い。砂粒を多く含む。 

3群 
2群 

1群 

２ 中 世（第３１・３３～５０図 第１２～２０表 図版１１～１９）

（１） 木棺墓（第３３～３６図 第１２表 図版１１～１５）

・SK１（第３３～３５図 第１２表 図版１１～１４）

D－６－２０・D－７－１６の丘陵部東斜面に位置し，長

軸１．３�，短軸０．９８�の隅丸方形を呈する。遺構の周囲

は削平の影響を受けたと推察され，玄武岩を主体とする

礫が露出している。検出及び土層観察より，円形を呈す

るにぶい黄褐色の主体部とその周囲に灰色粘土が認めら

れ，円形の木棺を用いたと推測される。裏込め土は褐色

粘質土，床面のにぶい黄褐色粘質土が確認できる。主体

部の計測は，径０．６�，深度０．２�を測る。遺物は主体部

東側の床面付近で，褐色粘土状に入り込むように３組の

土師器坏と小皿が確認された。１群は坏１枚が小皿２枚

に被さり，小皿１枚を立てて配する。２群は小皿１枚の

内底に杯２枚を重ね，その中に杯２枚と小皿１枚を重ね

る。３群は杯１枚が被さる。また，埋置順序は，３群の

後に２群を配したと考えられる。各層序で検出された炭

化材は，第Ⅶ章－１で述べる分析を行った。

出土遺物

１～６の坏と８～１２の小皿が主体部より出土

したが，坏は土圧の影響を受けて歪みが認めら

れる。１は口唇部が丸く，内・外面の調整は回

転ナデを施す。内底及び内面は緩い凹凸が認め

られる。外底は磨滅が著しいが，回転糸切を施

す。２は口唇部の一部が欠損するが，ほぼ完形

である。口唇部の厚さは薄い。内・外面の調整

は，回転ナデを施す。内底及び内・外面は緩い

凹凸が認められる。外底は回転糸切を施す。３

は口唇部が丸く，内・外面は回転ナデ調整を施

す。内底及び内面は緩い凹凸が認められるもの

の磨滅が著しい。外底も磨滅が著しいが，回転

糸切を施す。４は口唇部が丸く，内・外面の調

整は回転ナデを施す。内底及び内・外面は緩い

凹凸が認められる。外底は磨滅が著しいが，回

転糸切を施す。５は口唇部が外方へ開き，内・

外面は回転ナデを施す。内底及び内・外面は緩い凹凸が認められる。外底は磨滅が著しいが，回転糸

切を施す。６は口唇部が丸く，内・外面の長製は回転ナデを施す。内底及び内面は緩い凹凸が認めら

れる。外底は磨滅が著しいが，回転糸切を施す。７は口縁部～底部まで残存するが，器面擦過が著し

第３３図 SK１平面図・土層図（Ｓ＝１／３０）

第３４図 SK１平面図・断面見通図（Ｓ＝１／３０）
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い。８は口唇部が丸く，内・外面の調整は回転ナデを施す。内底及び内・外面は緩い凹凸が認められ

る。外底は回転糸切が施される。９は口唇部が丸く，内・外面の調整は回転ナデを施す。内底及び内・

外面は緩い凹凸が認められる。外底は荒い回転糸切が施され，凹みが認められる。１０は口唇部が丸く，

内・外面の調整は回転ナデを施す。そのため，内底及び内・外面は緩い凹凸が認められる。外底は回

転糸切が施される。１１は口唇部が丸く，内・外面の調整は回転ナデを施す。そのため，内底及び内・

外面は緩い凹凸が認められる。外底は回転糸切が施される。１２は口唇部が丸く，内・外面の調整は回

転ナデを施す。そのため，内底及び内・外面は緩い凹凸が認められる。外底は回転糸切が施される。

１３は口縁部～底部の半分，残存する。口唇部が丸く，内・外面の調整は回転ナデを施す。そのため，

内底及び内・外面は緩い凹凸が認められる。外底は回転糸切が施される。１４は口縁部～底部まで残存

する。外底は回転糸切を施す。１５・１６は口縁部が残存する高麗青磁である。１５は口唇部が外方へ広が

り，内面は３条の白胎線が施される。１６は外面に１条の白胎線が施される。時期は１５世紀頃と考えら

れる。

第３５図 SK１出土遺物（Ｓ＝１／３）
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灰褐色粘質土 
 
 
褐色粘質土 
 
 
 
明褐色粘質土 
 
 
 
灰褐色粘質土 
褐灰色粘質土 

しまりやや弱い。明褐色土を斑に含み。 
φ5～10㎜大のマンガンが沈着する。 
炭化物をごく少量含む。   
しまり弱い。1層よりも灰色土が少なく， 
褐色土が強い。φ2.5㎜大のマンガンを 
含み，φ5㎜大程の炭化物を斑に含む。 
下層に赤色土を含む。   
しまりやや弱い。1層よりも地山の明褐 
色土が多く入る。北側はより明褐色が 
強い。φ2㎜大のマンガンが上位にごく 
少量沈着する。   
灰褐色・黄色粒子（φ1㎜），炭化物を少 
量含む。   
灰褐色・褐色・浅黄色粒子（φ1㎜）・炭 
化物を少量含む。墓壙。  

・SK６（第３６図 図版１５）

D－６－１９の丘陵部西側に位置し，

長軸１．３４�，短軸０．７�の隅丸長方

形を呈する。主軸は N－５１°－Eで

ある。南側を SB４－P６が掘り込

まれる。堆積は４層に分層が可能で，

主体部と掘方に分けられる。裏込め

土は褐灰色粘質土で，主体部は長軸

０．９８�，短軸０．３�の形態が小さい

隅丸長方形を掘り込む。主体部の埋

土は後世に堆積した灰褐色粘質土で

しめる。遺構は逆台形を呈し，計測

値は長軸０．８４�，短軸０．２８�を測る。

遺物は土師器小片が第�層より出土

したが，時期は不明である。裏込め

土より採取した炭化材を AMS分析

にかけた結果，第Ⅶ章－２で述べる

１３世紀末～１４世紀末の年代が得られ

た。

番号 種類 器種 法量（�）（ ）は復元径 調整 焼成 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 内面 外面

１ 土師器 坏 １１．０ ６．９ ３．６ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 良 ５YR７／８
橙色

５YR７／８
橙色 精緻 １群

２ 土師器 坏 １１．５ ６．４ ３．３ 回転ナデ／回転ヘラケズリ／
回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR７／６

橙色
７．５YR７／６
橙色 精緻 ２群

３ 土師器 坏 １１．２ ５．７ ３．６ 回転ナデ／回転ヘラケズリ／
回転糸切／ナデ 回転ナデ 良 ７．５YR７／８

黄橙色
７．５YR７／６
橙色 精緻 ２群

４ 土師器 坏 １２．０ ５．９ ３．８ 回転ナデ／回転ヘラケズリ／
回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR８／６

浅黄橙色
７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 ２群

５ 土師器 坏 １２．０ ６．０ ３．８ 回転ナデ／回転ヘラケズリ／
回転糸切／ナデ 回転ナデ 良 ７．５YR６／８

橙色
７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 ２群

６ 土師器 坏 １１．８ ６．６ ３．５ 回転ナデ／回転ヘラケズリ／
回転糸切／ナデ 回転ナデ 良 ７．５YR６／８

橙色
７．５YR６／８
橙色 精緻 ３群

７ 土師器 坏 － － ３．２ 回転ナデ／磨滅 回転ナデ 良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR７／８
黄橙色

精緻
長石

８ 土師器 小皿 ７．９ ４．１ ２．２ 回転ナデ／回転ヘラケズリ／
回転糸切／ナデ 回転ナデ 良 ５YR７／８

橙色
７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 ２群

９ 土師器 小皿 ７．５ ３．６ ２．６ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR８／６
浅黄橙色

７．５YR８／６
浅黄橙色

精緻
砂粒 １群

１０ 土師器 小皿 ７．０ ３．６ ２．６ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR７／６
橙色

７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 １群

１１ 土師器 小皿 ７．０ ４．０ ２．４ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR７／６
橙色

７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 ２群

１２ 土師器 小皿 ７．２ ４．１ ２．２ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR８／６
浅黄橙色

７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 １群

１３ 土師器 小皿 ７．４ ４．２ ２．４ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR７／８
黄橙色 精緻 第�層埋土

１４ 土師器 小皿 ６．４ ３．６ ２．２ 回転ナデ／回転ヘラケズリ／
回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR８／６

浅黄橙色
７．５YR８／６
浅黄橙色

精緻
長石 第�層埋土

１５ 青磁 椀 － － ２．２ 釉 釉 良 ７．５YR５／１
灰色

７．５YR５／１
灰色 精緻 象嵌・

第�層埋土
１６ 青磁 椀 － － ２．７ 釉 釉 良 ５Y５／２

灰オリーブ色
５Y５／２
灰オリーブ色 精緻 象嵌・

第�層埋土

第１２表 遺物観察表（SK１）

第３６図 SK６平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／３０）
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1

2

1 
 
2 
 

明褐色土 
 
灰褐色粘質土 

黄色・白色の砂岩風化礫，マンガン粒子を多量に含む。 
一部ブロック状の塊が見られる。マンガンの沈着が見られる。 
橙色・灰色粒子を含み。しまりがみられない。 

1

3 4

5 6

2

1
2 3

1 
2 
3

明褐色土 
灰褐色土 
暗褐色土 

黄色・白色の砂岩風化礫を多量に含む。しまりが強い。 
黄色粒子を含み，しまりが弱い。 
赤色粒子を含み，しまりが弱い。 

1 2 3

1 2 3

（２） 土壙墓

（第３７・３８図 第１３表 図版１５・１６）

・SK２（第３７図 図版１５）

D－６－１４の丘陵部西斜面に位置し，長軸

１．３７�，短軸０．８４�の隅丸方形を呈する。主

軸は N－４４°－Eである。遺構は削平の影響

を受ける。土層観察より２層に分層が可能で

ある。底面は長軸０．６５�，短軸０．６�の正方

形に近い形態である。SK３と立地状況・埋

土・主軸がほぼ同じである。

・SK３（第３８図 第１３表 図版１５・１６）

D－６－１４の丘陵部西斜面に位置し，長軸

１．３１�，短軸０．９�の隅丸方形を呈する。主

軸は N－２１°－Eである。遺構は削平の影響

を受ける。土層観察より３層に分層が可能で

ある。底面は自然礫の影響を受けるが，長軸

０．８�，短軸０．６�の長方形を呈する。遺物は西

側の２層より，３点の土師器の坏が出土した。

第３７図 SK２土層図・断面見通図（Ｓ＝１／３０）

第３８図 SK３平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／３０），出土遺物（Ｓ＝１／３）
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番号 種類 器種 法量（�）（ ）は復元径 調整 焼成 色調 胎土口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 土師器 坏 １１．０ ４．６ ３．６ 回転ナデ／
回転糸切／ナデ 回転ナデ 良 ７．５YR７／６橙色 ７．５YR６／８橙色 精緻 長石・石英・黒曜石

２ 土師器 坏 １１．７ ４．９ ３．８ 回転ナデ／
回転糸切／ナデ

回転ナデ／
ナデ 良 ７．５YR７／６橙色 ７．５YR６／８橙色 精緻 長石・石英・黒曜石

３ 土師器 坏 １１．５ ４．４ ３．０ 回転ナデ／
回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR７／６橙色 ７．５YR６／８橙色 精緻 長石・石英

・黒色粒子

４ 土師器 皿 （１１．２） ５．６ ２．４ 回転ナデ／
回転糸切 回転ナデ 良 ７．５YR８／６浅黄橙色 ７．５YR８／６浅黄橙色 精緻 長石・石英

５ 土師器 坏 － － ３．１ 回転ナデ 回転ナデ 良 ５YR６／８橙色 ５YR６／８橙色 精緻 長石・石英・黒曜石
６ 土師器 坏 － － ３．２ 回転ナデ 回転ナデ 良 ７．５YR８／４浅黄橙色 ７．５YR８／４浅黄橙色 精緻 長石・石英

第１３表 遺物観察表（SK３）

1 2 3 4

第３９図 中世 SP出土遺物（Ｓ＝１／３）

番号 遺構 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ SP１１０ 土師器 小皿 （７．６） － １．７ 回転ナデ
／静止糸切 回転ナデ 良 ７．５YR７／４

にぶい橙色
７．５YR７／５
にぶい橙色 精緻 砂粒

２ SP７ 土師器 � － － １．４ ナデ ナデ 良 １０YR６／１
褐灰色

１０YR８／３
浅黄橙色

精緻 長石・石英
・黒色粒子・雲母

３ SP３ 青磁 椀 － （５．０） ２．７ 釉 釉／釉剥ぎ 良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR１／３
黒褐色 精緻 龍泉窯系

４ SP６２ 滑石製品 二次
加工品 ３．５ ６．１ ２．４ － － － － － ６１．３４� 鍔付型

第１４表 遺物観察表（中世 SP）

出土遺物

１は口唇部が丸く，体部上半より外方向へ開く。内・外面の調整は回転ナデを施す。内底及び内・

外面は緩い凹凸が認められる。外底は回転糸切後，ナデを施す。２は口唇部が丸く，体部上半より外

方向へ開く。内・外面の調整は回転ナデを施す。内底及び内・外面は緩い凹凸が認められる。外底は

回転糸切後，ナデを施す。３は口唇部が丸く，体部上半より外方向へ開く。内・外面は回転ナデ調整

を施す。外底は回転糸切を施す。４は１／５程残存する。口唇部が丸く，器高は１～３と比べ低い。

内・外面の調整は回転ナデを施す。外底は磨滅が著しいが，回転糸切を施す。５・６は口唇部～体部

まで残存する。５は他の坏と比べ，色調の違いがある。時期は，１５世紀頃に位置付けられる。

（３） 柱穴跡（第３９～４４図 第１４・１５表 図版１６・１７）

１は小皿である。外底は糸切処理の痕跡が残る。２は�である。内・外面は磨滅が著しい。３は龍

泉窯系青磁の椀である。４は鍔付型石鍋の二次加工品で，鍔の割れ目に幅０．６�のノミが施される。

（４） 不明遺構（第３１・４５～５０図 第１６～１９表 図版１７～１９）

・SX１（第４５図 第１６表 図版１７）

C－５－２５・D－５－５に位置し，西側斜面に立地する。遺構の北西側は，攪乱の影響を受ける。

堆積は単層である。南側に位置する SX３との新旧関係（旧→新）は，SX３→SX１である。

出土遺物

１は口縁部～底端部まで残存し，丸みをもつ皿である。２は口縁部～底部まで残存し，器高が浅い
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皿である。外底は糸切の痕跡が残る。３は口縁部～体部下半まで残存する�である。器面の磨滅が著

しい。４は底部が残存する白磁の椀である。施釉は内・外面と外底まで施し，外底には砂が付着する。

５は底部が残存する龍泉窯系青磁椀である。施釉は内・外面まで施す。６は体部が残存する陶器の擂

鉢である。内面には３条１組の擂目が残る。

・SX３（第４５図 第１６表 図版１７）

D－５－５に位置し，西側斜面に立地する。遺構の西側は攪乱の影響を受ける。堆積は単層である。

出土遺物

７は口縁部～底端部まで残存する皿である。口縁部の器壁は薄く，外底は回転糸切を施す。８は体

部が残存する甕である。外面は平行タタキ，内面はナデ消しが施される。９は体部が残存する石鍋で

ある。外面は縦方向にノミ，内面は器面擦化が著しい。

凡例

土色１：７．５YR４／３
褐色粘質土

土色２：７．５YR５／１
褐灰色粘質土

土色７：１０YR３／３
黒褐色土

土色８：１０YR３／３
褐色土

出土遺物
黒：黒曜石

出土遺物
安：安山岩

出土遺物
剥：剥片

出土遺物
弥土：弥生土器

出土遺物
土：土師器

出土遺物
白：白磁

出土遺物
龍青：龍泉窯系青磁

出土遺物
数値：出土点数

番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�） 番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�） 番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�）

SP２ D‐５‐５ � ７ 弥土３／土１ ２．２ SP５７ D‐６‐６ � １ 弥土２ ２３．８ SP１００ D‐６‐１９ � ２ 弥土１ １９．２

SP３ D‐６‐１ � ７ 弥土２／龍青１ ８．６ SP５８ D‐６‐６ � １ 弥土２ １５．４ SP１０３ D‐６‐１９ � ２ 弥土１ １８．９

SP４ D‐６‐７ � ７ 弥土２／土１ ７．３ SP５９ D‐６‐６ � １ 土１ ２０．９ SP１０４ D‐６‐１９ � １ 黒剥１ １８．１

SP６ D‐６‐１ � ８ 弥土４ ５．１ SP６０ D‐６‐６ � ５ 土１ １６．６ SP１０７ D‐６‐１９ � １ 弥土１ ２０．５

SP８ D‐６‐１ � ７ 弥土８ ６．２ SP６５ D‐６‐７ � １ 弥土３ １７．５ SP１０８ D‐６‐１９ � １ 黒剥２／弥土２ ４０．６

SP９ D‐６‐１ � ７ 弥土８／土６／白１ ２３．３ SP６６ D‐６‐６ � １ 弥土１ ９．０ SP１０９ D‐６‐１９ � １ 弥土６ ３６．８

SP１０ D‐６‐１ � ７ 弥土１ １１．２ SP６７ D‐６‐６ � １ 弥土４ ２２．９ SP１１１ D‐６‐１９ � １ 弥土１ ３１．０

SP１１ D‐６‐１ � ７ 弥土甕４ ８．５ SP６８ D‐６‐６ � １ 弥土３ １２．１ SP１１４ D‐６‐１９ � １ 弥土２ ２６．１

SP１２ D‐６‐１５ � ２ 弥土１／黒剥１ ３．０ SP６９ D‐６‐６ � １ 弥土２ ３．７ SP１１５ D‐６‐１９ � ２ 弥土４ ２３．４

SP１３ D‐６‐１４ � １ 黒剥１ １６．６ SP７０ D‐６‐６ � １ 弥土２ １．７ SP１１７ D‐６‐１９ � ２ 弥土６ ３３．０

SP１５ D‐６‐１４ � １ 弥土１ ２．５ SP７１ D‐６‐６ � ２ 弥土１ １７．６ SP１１９ D‐６‐１９ � ２ 弥土１ ３９．２

SP１６ D‐６‐１４ � １ 黒剥１ ２０．４ SP７２ D‐６‐６ � １ 弥土４ ６．７ SP１２０ D‐６‐１９ � ２ 黒剥１ ３５．３

SP１７ D‐６‐１４ � １ 弥土１ １６．６ SP７３ D‐６‐６ � １ 弥土６ ６．７ SP１２３ D‐６‐２５ � １ 弥土３ ２３．０

SP１９ D‐６‐１４ � １ 弥土１ ２４．５ SP７４ D‐６‐６ � １ 弥土甕１ ２６．６ SP１２５ D‐６‐２４ � ２ 弥土１ １２．１

SP２０ D‐６‐１５ � ２ 安剥１ １６．３ SP７５ D‐６‐６ � ２ 弥土５ ８．６ SP１２６ D‐６‐１９ � １ 黒剥１ ２７．８

SP２１ D‐６‐１４ � １ 弥土１ １０．８ SP７６ D‐６‐６ � ２ 弥土４ １７．４ SP１２７ D‐６‐１９ � ２ 弥土１ ２６．２

SP２２ D‐６‐１４ � １ 弥土１ １８．３ SP７７ D‐６‐６ � １ 弥土１ ２６．４ SP１２９ D‐６‐１９ � ２ 黒剥１ ２０．３

SP３０ D‐６‐１ � ７ 弥土２ １７．２ SP７８ D‐６‐６ � １ 弥土６ １７．１ SP１３１ D‐６‐１９ � １ 弥土５ ２１．５

SP３２ D‐６‐１ � ７ 弥土１ ２９．６ SP７９ D‐６‐６ � １ 弥土２ １８．３ SP１３３ D‐６‐２３ � １ 弥土２ ９．３

SP４１ D‐６‐１ � ８ 弥土１ １８．４ SP８０ D‐６‐６ � ２ 弥土２ １３．１ SP１３５ D‐６‐２３ � ２ 弥土１ ２１．０

SP４２ D‐６‐１ � ８ 弥土１ １２．８ SP８１ D‐６‐６ � １ 弥土甕１ ３１．５ SP１４１ D‐６‐２４ � ２ 弥土２／龍青１ １６．８

SP４３ D‐６‐１４ � １ 黒剥１ ８．６ SP８３ D‐６‐６ � １ 弥土１ ３．１ SP１４４ D‐６‐１９ � ２ 弥土甕１／弥土５ １５．８

SP４４ D‐６‐１４ � １ 弥土１ ９．５ SP８４ D‐６‐６ � １ 弥土１ １６．８ SP１４９ D‐６‐２５ � １ 弥土４ ８．２

SP４５ D‐６‐２０ � １ 弥土１ ２４．９ SP９３ D‐６‐１７ � ２ 弥土１ ８．８ SP１５０ D‐６‐２０ � １ 弥土１／土１ １７．８

SP４７ D‐６‐７ � １ 弥土２ ２５．５ SP９４ D‐７‐２１ � ２ 弥土１ １８．０ SP１５１ D‐６‐２０ � １ 弥土１ １２．３

SP５０ D‐６‐７ � １ 弥土１ １４．０ SP９６ D‐６‐１９ � ２ 弥土１ １３．５ SP１５３ D‐６‐１９ � １ 弥土３ ３１．８

SP５５ D‐６‐６ � １ 弥土３ ２４．５ SP９７ D‐６‐１９ � ２ 弥土１ ４５．３ SP１５８ D‐６‐２４ � ２ 弥土１ ２１．４

SP５６ D‐６‐６ � １ 弥土１／土１ ２３．２ SP９８ D‐６‐１９ � １ 弥土２ １９．２ SP１６０ D‐６‐２５ � ２ 弥土１ ８．０

第１５表 中世 SP一覧表
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SX1

トレンチ 

SX3

1
2

3
4

5

7

8

10

9

6

スス範囲 

SX14
1 
2 
3 
4 
5 
 
6 
7 
8

暗褐色粘質土 
暗赤褐色砂質土 
褐色粘質土 
暗褐色粘質土 
褐色砂質土 
 
にぶい赤褐色シルト 
暗褐シルト 
褐色シルト 

全体にマンガンを多く含む。炭化物を斑状に含む。しまりは強い。 
マンガンを微量に含む。φ3cm大の礫を含む。しまりはやや強い。地山。 
粘性があり，しまりはやや弱い。 
砂粒を少量含む。粘性は弱く，しまりやや弱い。拳大の礫を含む。 
粘性が強く，しまりはやや弱い。φ10cm大の礫を含む。橙色の砂粒を斑に含む。 
上位にマンガンを少量含む。 
しまりは強い。地山。 
5層より橙色の砂粒は小さく少ない。炭化物を少量含む。礫下には砂粒が多く含まれる。 
粘性弱く，しまりもやや弱い。拳大の礫を含む。炭化物を少量含む。 

1
8

2
6

3
457

SX14

第４５図 SX１・３平面図・断面見通図（Ｓ＝１／６０），
出土遺物（１～６はＳ＝１／３，７～９はＳ＝１／４）

第４６図 SX１４平面図（Ｓ＝１／１２０）・
土層図（Ｓ＝１／６０），出土遺物（Ｓ＝１／４）

－５３－



1

33

1b

1a

24

1 4 7 8

9

10

11
5

6

2

3

1 
1a 
1b 
2 
3 
4

耕作土 
床土 
客土 
明褐色粘質土 
暗褐色粘質土 
褐色粘質土 

 
 
 
粘性が弱く，しまりが強い。マンガンを少量含む。 
粘性が弱く，しまりがやや強い。マンガンを多く含む。旧水田。 
粘性が弱く，しまりが強い。鉄分を多く含み，マンガンを少量含む。 
旧水田床土。 

番号 遺構 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ SX１ 土師器 皿 （８．２）（４．６） ２．１ ナデ ナデ 良 ７．５YR８／６
浅黄橙色

７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 砂粒

２ SX１ 土師器 皿 （９．６）（７．８） １．１ ナデ／
回転糸切 ナデ 良 ７．５YR６／８

橙色
７．５YR６／８
橙色 やや精緻 砂粒

３ SX１ 土師器 � － － ２．５ ナデ ナデ 良 ７．５YR８／６
浅黄橙色

７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 砂粒

４ SX１ 白磁 椀 － （３．８） １．３ 釉／釉剥ぎ 釉 良 ７．５GY８／１
明緑灰色

７．５GY８／１
明緑灰色 精緻

５ SX１ 青磁 椀 － （６．０） ２．０ 釉／釉剥ぎ 釉 良 ２．５GY５／１
オリーブ灰色

２．５GY５／１
オリーブ灰色 精緻

６ SX１ 陶器 擂鉢 － － ２．４ 回転ヘラケ
ズリ／釉

ナデ／スリメ／
釉 良 １０YR６／１

灰色
１０YR６／１
灰色 精緻

７ SX３ 土師器 皿 （１０．８）（８．８） １．３ ナデ／
回転糸切 ナデ 良 ７．５YR８／６

浅黄橙色
７．５YR８／６
浅黄橙色 精緻 砂粒

８ SX３ 須恵器 甕 － － ７．１ 平行タタキ ナデ 良 ７．５YR７／１
灰白色

７．５YR６／２
灰白色

やや精緻
長石・石英

９ SX３ 滑石製品 石鍋 － － ４．４ 縦位ノミ 使用擦過 － － － － 外面にスス付着

１０ SX１４ 瓦質土器 擂鉢 － （１４．４） ６．７ 回転ナデ ナデ／スリメ やや
良

１０YR８／１
灰白色

１０YR８／１
灰白色

やや精緻 長石・
石英・黒色粒子

第１６表 遺物観察表（SX１・３・１４）

・SX１４（第４６図 第１６表 図版１７）

D－６－２０に位置し，丘陵部の東側斜面に堆積した遺構である。遺構の東側は近・現代の石垣が積

まれていたため，削平を受けている。土質より，砂粒や炭化物が斑状に堆積することが観察できる。

出土遺物

１０は体部下半～底部まで残存する瓦質の擂鉢である。内・外面及び外底の器面は剥離が著しく，外

面の一部に黒色を呈する。内面の擂目は，体部下半に５条１組が施される。胎土は灰白色で縞模様を

呈し，粘性の強い粘土を使用したと考えられる。時期は１５世紀頃と考えられる。

・SX１９（第４７図 第１７表 図版１７・１８）

D－７－２１に位置し，丘陵部の東側斜面に堆積した遺構である。遺構の東側は近・現代の石垣が積

まれていたため，削平を受けている。立地・堆積の状況及び土質が SX１４と共通していることから，

第４７図 SX１９平面図（Ｓ＝１／１２０）・土層図（Ｓ＝１／６０），出土遺物（１～３はＳ＝１／４，４～１１はＳ＝１／３）
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番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 陶器 壺 － － ３．１ ナデ ナデ 良 ５PB４／１
暗青灰色

５PB６／１
青灰色 精緻 長石・石英

２ 瓦質土器 捏鉢 － － ２．５ ナデ ナデ 良 ２．５Y７／４
浅黄薄色

２．５Y７／４
浅黄色 やや精緻 長石・石英

３ 瓦質土器 擂鉢 － － ２．８ 格子目タタキ ナデ 良 ２．５Y８／１
灰白色

２．５Y５／１
黄灰色 精緻 長石・石英

４ 白磁 皿 － － １．４ 釉 釉／釉剥ぎ 良 ５PB７／１
明青灰色

５YR４／２
灰褐色 精緻

５ 白磁 椀 － （６．８） １．７ 釉／ヘラケズリ 釉／釉剥ぎ 良 １０Y７／１
灰白色

１０Y７／１
灰白色 精緻

６ 白磁 椀 － － １．６ 釉／ヘラケズリ 釉 良 １０Y７／２
灰白色

１０Y７／２
灰白色 精緻

７ 青磁 皿 － － １．３ 釉 釉 良 ２GY７／１
明オリーブ灰色

２GY７／１
明オリーブ灰色 精緻

８ 青磁 椀 － － １．７ 釉 釉 良 ７．５Y５／３
灰オリーブ色

７．５Y６／２
灰オリーブ色 精緻

９ 青磁 椀 － － ２．１ 釉 釉 良 ２．５ GY７／１
明オリーブ色

１０Y７／１
明緑灰色 精緻

１０ 青磁 小坏 － （５．６） １．４ 釉／釉剥ぎ 釉 良 ７．５Y５／３
灰オリーブ色

７．５Y６／２
灰オリーブ色 精緻

１１ 陶器 皿 － － １．９ 回転ヘラケズリ 釉／回転ナデ 良 ５PB７／１
明青灰色

５YR４／２
灰褐色 精緻

第１７表 遺物観察表（SX１９）

同一遺構の可能性が高い。遺構の性格は，丘陵上に展開する遺構と照らし合わせて，耕作地と推測さ

れたものの，それに関する遺構は検出されなかった。また，第�層は第Ⅶ章－４で述べる分析を行っ
た。その結果，調査時の所見の可能性が高い。

出土遺物

１は口縁部が屈曲する壺である。２は口縁部が残存する瓦質の捏鉢である。内・外面の磨滅が著し

い。３は瓦質の擂鉢胴部である。外面の剥離が著しいものの，格子目タタキの痕跡が残る。４は口縁

部が残存する口禿の白磁である。５は底部が残存する白磁である。外面は体部下半まで釉が施され，

外底は認められない。内底は荒い釉剥ぎを円弧に施す。また，白色を呈する胎土目跡が残る。６は体

部下半が残存する白磁である。胎土は白色を呈し，施釉は光沢を帯びる。７～１０は龍泉窯系青磁であ

る。７・８は口縁部が残存し，８は鎬蓮弁文を施す。９は体部が残存する椀で，鎬蓮弁文を施す。１０

は底部が残存し，復元径より坏と考えられる。施釉は内・外面及び外底に認められ，畳付は釉剥ぎを

施す。１１は体部が残存する陶器で，外面は無釉，内面に灰褐色の釉薬を施す。時期は１５世紀頃に位置

付けられる。

・SX２１（第４８・４９図 第１８表 図版１８）

D－６－１３・１８の西斜面に位置する。SX２１との新旧関係（旧→新）は，SX２２→SX２１である。遺構

の西側は，擁壁による削平されているが，土層観察より斜交葉理が確認できる。また，遺構の南側に

湧水点が存在し，現在も水路が設けられている。そのため，遺構は旧河道と推測される。

出土遺物

１～９は弥生土器である。１０は底部が残存する小皿である。外底は回転糸切を施す。１１は体部が残

存する広東系白磁の椀である。外面に縦箆花弁文の下端が認められる。１２～１４は龍泉窯系青磁である。

１２は口縁部～体部下半まで残存する椀で，外面は鎬蓮弁文を施す。１３は体部下半～底部まで残存する

椀で，胎土は黄色を呈する。釉は高台の外面まで施し，外底は露胎である。１４は体部下半～底部まで

残存する椀で，釉は外底の一部以外は全面に施される。また，図化・図示は行っていないが，軽石が

出土する。時期は１３世紀～１４世紀に位置付けられる。
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丹塗り範囲 

・SX２４（第３１・５０図 第１９表 図版１８）

D－６－１９に位置し，遺構の規模は長軸４．５�，短軸１．５�を測る。検出状況より耕作土と推測され

たが，それに伴う遺構は確認されなかった。そのため第Ⅶ章－４で述べる分析を行った結果，その可

能性が高い。

出土遺物

１・２は龍泉窯系青磁椀である。３は口縁部～体部下位まで残存する天目茶碗である。４・５は弥

生土器である。

・SX２８（第３１・５０図 第１９表 図版１８・１９）

D－６－１９に位置し，遺構の規模は長軸２．６�，短軸２．１�を測る。堆積は褐色粘質土の単層で，土

層観察より自然堆積の可能性が高い。

出土遺物

６は産地不明の磁器の椀である。外面に楕円形の貼付けが確認できる。７～１１は弥生土器である。

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 弥生土器 甕 （２４．０） － ３．４ ナデ ナデ やや良 １０YR３／３暗褐色 １０YR６／８明黄褐色 やや精緻 長石・石英・片岩
２ 弥生土器 甕 （２５．０） － ５．７ ナデ ナデ やや良 ２．５YR４／６赤褐色 ２．５YR４／６赤褐色 やや精緻 長石・石英
３ 弥生土器 甕 － － ６．６ ナデ ナデ やや良 １０YR４／８赤色 １０YR４／８赤色 やや精緻 長石・石英 丹塗り
４ 弥生土器 甕 － － ３．４ ナデ ナデ やや良 ２．５YR４／６赤褐色 ２．５YR５／８明赤褐色 やや精緻 長石・石英・片岩
５ 弥生土器 甕 － － ２．７ ナデ ナデ やや良 ５YR３／２暗褐色 ５YR４／２灰褐色 やや精緻 長石・石英
６ 弥生土器 壺 － － ４．８ ナデ ナデ やや良 ２．５YR３／６暗赤褐色 ５YR５／８明赤褐色 やや精緻 長石・石英 丹塗り
７ 弥生土器 甕 － （９．４） ７．４ ナデ ナデ やや良 ５YR３／４暗赤褐色 ５YR４／８赤褐色 やや精緻 長石・石英・黒曜石
８ 弥生土器 甕 － （７．８） ８．０ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／６橙色 ７．５YR７／８黄橙色 やや精緻 長石・石英
９ 弥生土器 甕 － （７．６） ４．７ ナデ ナデ やや良 １０YR６／６明黄褐色 １０YR３／３暗褐色 やや精緻 長石・石英
１０ 土師器 小皿 － － ０．８ 回転糸切 ナデ 良 ７．５YR４／２灰褐色 ７．５YR５／８明褐色 やや精緻 長石・石英
１１ 白磁 椀 － － － 回転ヘラケズリ／釉 釉 良 ７．５Y８／２灰白色 ７．５Y８／２灰白色 精緻
１２ 青磁 椀 （１５．８） － ７．１ 釉 釉 良 ７．５Y５／３灰オリーブ色 ７．５Y６／３灰オリーブ色 精緻
１３ 青磁 椀 － （５．８） ３．１ 釉 釉 良 １０Y５／２オリーブ灰色 １０Y５／２オリーブ灰色 精緻
１４ 青磁 椀 － （４．４） ２．０ 釉 釉 良 ５Y５／４オリーブ色 ５Y６／３オリーブ黄色 精緻

第１８表 遺物観察表（SX２１）

第４９図 SX２１出土遺物（１～９はＳ＝１／４，１０～１４はＳ＝１／３）
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・土葬墓について

今回の調査において，中世の SKは４基検出された。検出状況及び堆積状況より，これらは土葬墓（註１）

として認められる。なお，SK１・６の遺構名称は，調査時の所見を優先した。

SK１は丘陵部東斜面の平坦面に設けられる。平坦面は造成した可能性が高いが，調査時に明確に

判明できなかった。形態は円形を呈し，本県の類例は諫早市林ノ辻遺跡で確認できる。堆積状況より

棺に桶を用いた葬送が考えられるものの上部構造は不明である。遺物は床面東側より土師器坏・小皿

が出土した。これらは出土状態に乱れが認められないため，埋納品として棺内副葬が認められる。

SK６は丘陵上に設けられる。掘り方は隅丸長方形を呈し，堆積状況より木蓋の使用が推測され，

棺を用いた葬送が考えられる。また，SK６周囲には SPが確認できるものの，当該期の集落跡が復元

できなかった。このため，単独墓または屋敷墓として営まれたか不明である。

SK２・３は丘陵部西斜面に設けられ，削平の影響を受けるものの立地・埋土・主軸方位より，近

い時期の埋葬が考えられる。形態は隅丸長方形を呈し，本県の類例は多く確認できる。堆積状況より

木蓋の使用が推測される。遺物は SK３より，土師器が床面より浮いた状態で出土した。このため，

棺外供献が考えられ，時間の経過とともに墓壙内空間へ落ち込んだと推測される。

・土師器について（第２０表）

本遺跡の SK１・３より出土した土師器について，器形・成形技法・底部の切り離し・胎土・法量

を整理し，口径／底径の指数値を含めて資料が整っている大宰府周辺地域と時間軸上での比較を進め，

県北部の土葬墓出土資料と検討を加え，本遺跡の位置付けを試みたい（註２）。

SK１坏は体部が直線もしくは内湾気味に立ち上がり，口縁部が外方へ開く。内底と体部の立ち上

番号 遺構 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ SX２４ 青磁 椀 － － １．８ 釉 釉 良 ５GY７／１明オリーブ灰色 ５GY７／１明オリーブ灰色 精緻
２ SX２４ 青磁 椀 － － ３．３ 釉 釉 良 ５GY７／１明オリーブ灰色 ２．５GY６／１オリーブ灰色 精緻
３ SX２４ 陶器 碗 （１１．８） － ４．５ 釉／ヘラケズリ 釉 良 N２黒色 N２黒色 精緻
４ SX２４ 弥生土器 甕 － － ２．２ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／８橙色 ７．５YR７／３にぶい橙色 やや精緻 長石・石英
５ SX２４ 弥生土器 甕 （２９．８） － ３．２ ナデ ナデ やや良 ５YR４／２灰褐色 ５YR７／３にぶい橙色 やや精緻 長石・石英・片岩
６ SX２８ 磁器 椀 － － １．６ 釉 釉 良 ２．５Y６／３にぶい黄色 ２．５Y６／３にぶい黄色 精緻
７ SX２８ 弥生土器 甕 － － ５．３ ナデ ナデ やや良 １０YR４／２灰褐色 １０YR６／６橙色 やや精緻 長石・石英
８ SX２８ 弥生土器 甕 － － ２．９ ナデ ナデ やや良 ７．５YR７／２明褐灰色 ７．５YR７／２明褐灰色 やや精緻 長石・石英・黒曜石
９ SX２８ 弥生土器 高坏 － － ２．９ ナデ ナデ やや良 ７．５YR７／４にぶい橙色 ７．５YR８／３浅黄橙色 やや精緻 長石・石英・片岩
１０ SX２８ 弥生土器 壺 － － ４．６ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／８橙色 ７．５YR５／１褐灰色 やや精緻 長石・石英
１１ SX２８ 弥生土器 壺 － － ３．０ ナデ ナデ やや良 ２．５YR５／２暗灰黄色 ２．５YR２／１黒色 やや精緻 長石・石英

第１９表 遺物観察表（SX２４・２８）

第５０図 SX２４・２８出土遺物（１～３・７はＳ＝１／３，４～６はＳ＝１／４）

－５８－



がりに，ロクロ成形・水挽き技法が認められる。胎土は類似する。外底は磨滅がみられるが，緩やか

な回転糸切を施す。指数値は１．６～２．０を示す。小皿は体部が直線もしくは内湾気味に立ち上がり，口

縁部が外方へ開く。内底と体部の立ち上がりに，ロクロ成形・水挽き技法が認められる。胎土は類似

する。外底は回転糸切を施す。指数値は１．７～２．１を示す。SK３坏は体部が直線的に開き，口縁部が

外方へ開く。内底と体部の立ち上がりに、ロクロ成形・水挽き技法が認められる。外底は緩やかな回

転糸切，器高が高い。胎土は類似する。指数値は２．０～２．６を示す。

SK１・３の坏・小皿を比較すると外底は回転糸切離し，内底と体部にみられるロクロ成形・水挽

き技法が認められる。しかし，坏の口径と底径は SK１が大きい。また，指数値は SK１の坏が１．６，

１．８，２．０前後の３つに，小皿が１．７，１．８，２．０，２．２前後の４つに，SK３は２．０，２．４，２．４前後の３つ

に分かれる。これらの成形・技法及び指数値より大宰府器種分類坏 bと小皿 bが相当する。

次に，本県の土葬墓及び土坑跡は１７事例が挙げられる。そのうち，島原半島周辺については，竹中

哲郎氏がまとめられている（註３）。そのため，小稿では県北部の土葬墓出土資料を中心に述べる。

�松浦市楼楷田遺跡は２基の集石土壙墓が確認されている（註４）。４号集石土壙墓より白磁椀�類，

東播磨系捏鉢，土師器皿，瓦器�が破片資料として出土する。土師器皿の底部はヘラ切離しで，指数

値は１．２である。５号集石土壙墓は墓壙内北側に完形の龍泉窯系青磁椀�－５類，角釘が出土する。

楼楷田遺跡４号集石土壙墓
番号 器種 口径 器高 底径 口径／器高 口径／底径 底部 復元 備考
４ 坏Ｂ類 １６．００ ２．５０ ９．３０ ６．４０ １．７２ ヘラ 白磁椀�類

小薗城跡
番号 器種 口径 器高 底径 口径／器高 口径／底径 底部 復元 備考
１２ 坏Ｆ類 １２．１０ ３．４０ ５．４０ ３．５６ ２．２４ 糸 ● ４６I土壙墓
７ 坏Ｆ類 １２．２０ ３．１０ ５．１０ ３．９４ ２．３９ 糸 ４７I土壙墓
８ 坏Ｆ類 １１．６０ ３．６０ ５．００ ３．２２ ２．３２ 糸 ● ４７I土壙墓
３０ 小皿Ａ�２類 ７．４０ １．９０ ４．００ ３．８９ １．８５ 糸 ４７I土壙墓
３１ 小皿Ａ�２類 ６．９０ １．９０ ３．７０ ３．６３ １．８６ 糸 ４７I土壙墓
３２ 小皿Ａ�２類 ６．３０ １．６０ ４．００ ３．９４ １．５８ 糸／板 ４７I土壙墓
３３ 小皿Ａ�２類 ７．００ １．６０ ４．４０ ４．３８ １．５９ 糸 ● ４７I土壙墓
９ 坏Ｆ類 １２．４０ ３．３０ ４．７０ ３．７６ ２．６４ 糸 ４８I土壙墓
１０ 坏Ｆ類 １２．７０ ３．５０ ５．００ ３．６３ ２．５４ 糸 ４８I土壙墓
１１ 坏Ｆ類 １２．００ ３．１０ ５．４０ ３．８７ ２．２２ 糸 ● ４８I土壙墓
６ 坏Ｆ類 １１．２０ ４．６０ ４．８０ ２．４３ ２．３３ ― ５５I土壙墓
２９ 小皿Ａ�２類 ６．６０ １．７０ ３．９０ ３．８８ １．６９ ― ５５I土壙墓

中ノ瀬遺跡ＳＫ１
番号 器種 口径 器高 底径 口径／器高 口径／底径 底部 復元 備考
１ 坏Ｅ�類 １１．００ ３．６０ ６．９０ ３．０６ １．５９ 糸
２ 坏Ｅ�類 １１．５０ ３．３０ ６．４０ ３．４８ １．８０ 糸
３ 坏Ｅ�類 １１．２０ ３．６０ ５．７０ ３．１１ １．９６ 糸
４ 坏Ｅ�類 １２．００ ３．８０ ５．９０ ３．１６ ２．０３ 糸
５ 坏Ｅ�類 １２．００ ３．８０ ６．００ ３．１６ ２．００ 糸
６ 坏Ｅ�類 １１．８０ ３．５０ ６．６０ ３．３７ １．７９ 糸
８ 小皿Ａ�２類 ７．９０ ２．２０ ４．１０ ３．５９ １．９３ 糸
９ 小皿Ａ�２類 ７．５０ ２．５０ ４．５０ ３．００ １．６７ 糸
１０ 小皿Ａ�２類 ７．８０ ２．６０ ３．６０ ３．００ ２．１７ 糸
１１ 小皿Ａ�２類 ７．００ ２．４０ ４．００ ２．９２ １．７５ 糸
１２ 小皿Ａ�２類 ７．２０ ２．２０ ４．１０ ３．２７ １．７６ 糸

中ノ瀬遺跡ＳＫ３
番号 器種 口径 器高 底径 口径／器高 口径／底径 底部 復元 備考
１ 坏Ｆ類 １１．００ ３．６０ ４．６０ ３．０６ ２．３９ 糸
２ 坏Ｆ類 １１．７０ ３．８０ ４．９０ ３．０８ ２．３９ 糸
３ 坏Ｆ類 １１．５０ ３．００ ４．４０ ３．８３ ２．６１ 糸 ●
４ 坏Ｅ�類 １１．２０ ２．４０ ５．６０ ４．６７ ２．００ 糸 ●

武辺城跡ＳＫ－３
番号 器種 口径 器高 底径 口径／器高 口径／底径 底部 復元 備考
５ 坏Ｅ� １１．７０ ２．９５ ６．２０ ３．９７ １．８９ 糸 ● 白磁皿森田 E－�群

三城城跡
番号 器種 口径 器高 底径 口径／器高 口径／底径 底部 復元 備考
３ 坏Ｆ １２．００ ４．４０ ４．００ ２．７３ ３．００ 糸
４ 坏Ｆ １２．４０ ４．００ ４．４０ ３．１０ ２．８２ 糸

第２０表 県北部中世土師器計測表
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これらより，葬送に木棺が用いられたことが推測される。

�東彼杵町小薗城跡は４基の土壙墓より土師器の坏と小皿が出土する（註５）。坏はロクロ成形・水挽

き技法がみられる。坏の外底は回転糸切離しである。小皿の外底は回転糸切に板状圧痕が１点みられ

る他は，全て回転糸切である。これらの約半数の坏と１点を除く小皿は完形品であるものの破片資料

も含まれる。胎土の色調は５５�土壙墓出土坏・小皿は白色を呈するが，他は黄褐色を呈する。また，

形態より時期差がみられる。これらの坏・小皿は，棺内副葬及び棺外供献は不明である。

�武辺城跡 SK－３は土師器坏と白磁皿が出土する（註６）。坏は完形ではないものの内底と体部は粘土

紐巻き上げ技法を用いており，外底は回転糸切離しである。底径が広く，器高が低い。白磁皿は，森

田 E－２群に位置付けられる。

�大村市三城城跡は１基の土壙墓より土師器坏が２点出土する（註７）。土壙墓は近世以降の削平の影

響を受ける。器形は底部から口縁部へ朝顔形に開き，体部外面にヘラ状工具を用いたロクロ成形が認

められる。坏の出土状況より棺外供献が考えられ，葬送は木棺を用いたことが推測される。

県北部の土師器は時期の確定が明確な貿易陶磁器との共伴事例に限りがあるものの，�は１２世紀後

半と１３世紀前半，�は１６世紀代が付与される。一方，�は土師器のみであるが，坏・小皿は形成技法

及び指数値より大宰府器種坏 b，皿 bに分類され，中島氏の坏 F類・皿 A�２類に該当する。本遺跡

SK１は坏 E�類と小皿 A�２類，SK３は坏 F類，坏 E�類に分類できる。また，SK３と小薗城跡４７

�出土の坏は，形態及び指数値に類似が認められる。�は坏 F類に分類できるが，底径が小さくな

る。遺構の削平と遺物の出土状況より，中世末～近世が付与される。

以上より，本遺跡 SK１・３の新旧関係は法量の小形化が認められることから，同時期もしくは

（旧）SK１→SK３（新）が考えられる。また，三城城跡土壙墓出土坏は口径が小薗城跡土壙墓にみ

られるが，底径の小形化と体部外面のヘラ状工具の成形の相違がみられる。このため，同系列の分化

または他系列が推測される。これらの土師器は共伴資料がみられず，比較・検討ができないものの中

島氏の変遷と照らし合わせた位置付けを進めると，SK１・３は１４世紀末～１６世紀代と推測される。

しかし，これらの作業は他地域の分類・変遷作業から導いているため，今後，資料の増加によって，

さらなる検証を重ねなければならない。 （江上正高）

【註】

註１ 狭川真一 １９９９「４．まとめ�墳墓について」『馬場遺跡』太宰府市の文化財第４１集 太宰府市教育委員会

註２ 山本信夫 １９９０「統計上の土器」『九州上代文化論集』乙益重隆先生古希記念刊行会

山本信夫 他 １９９７「［１０］九州・南西諸島」『国立歴史民俗博物館研究報告』第７１集 国立歴史民俗博物館

中島恒次郎 ２００２「�．遺跡の時間軸上での位置付け」『大宰府条坊跡	
 分析編』

太宰府市の文化財第５２集 太宰府市教育委員会

２００５「九州」『中世窯業の諸相』～生産技術の展開と編年～

註３ 辻田直人・竹中哲郎 ２００３『石原遺跡・矢房遺跡』国見町文化財調査報告書（概報） 国見町教育委員会

註４ 中田敦之 他 １９８５『楼楷田遺跡』長崎県文化財調査報告書第７６集 長崎県教育委員会・松浦市教育委員会

註５ 町田利幸 他 １９９１「小薗城跡」『九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急調査報告書�』

長崎県文化財調査報告書第９９集 長崎県教育委員会

註６ 柴田妃三光 他 ２００８「武辺城跡」『武辺城跡・末永遺跡』長崎県佐世保文化財調査事務所調査報告書第２集

長崎県教育委員会

註７ 安樂哲史 ２０１１「第３章 三城城跡の調査」『市内遺跡発掘調査概報４』大村市文化財調査報告書３５集

大村市教育委員会
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灰色粘質土 
明黄褐色粘質土 
緑灰色粘質土 
明黄褐色礫土 
浅黄褐橙色礫土 
灰色粘質土 
灰色粘質土 
灰色粘質土 
礫層 
礫層 

拳大～φ30cmの玄武岩を少量含む。 
φ2～30cmの玄武岩風化礫を少量含む。 
φ2～30cmの玄武岩風化礫を少量含む。マンガンが沈着し，青緑色にグライ化がみられる。 
φ2～20cmの玄武岩風化礫を大量に含む。 
φ2～20cmの玄武岩風化礫を大量に含み，下層は玄武岩が大量に含む。 
φ2～10cmの玄武岩風化礫を大量に含み，4層より粘性が強い。一部，青灰色にグライ化がみられる。 
φ2～10cmの玄武岩風化礫を大量に含み，5層より粘性が強い。 
1層の土に非常に似る土。 
ＳＲ１東側の立ち上がりを形成する礫層。 
 

３ 近 世
（第３１・５１～７２図 第２１～２７表 図版１９～２５）

（１） 旧河道跡（第５１図 図版１９）

C－５－１に位置し，第�層を重機にて除去後，

確認できた SRである。周囲は礫を主体とする旧

河道である。そのため，本遺構は削平の影響を受

けずに残存した箇所である。規模は最大長１２．４�，

最大幅６．４�を確認できた。土層観察より深度は

浅く，堆積は粘質土と礫が主体で砂質土が確認で

きない。そのため，緩やかな流れが想定される。

また傾斜角度より，南→北へ流れが推測される。

旧河道跡の東側は上場が確認できたが，西側と北

側は別な旧河道によって削平の影響を受けている。

出土遺物は，縄文時代の石器，弥生土器，貿易陶

磁器，近世の陶磁器・窯道具が出土した。遺構の

時期は近世に位置付けられる。

（２） 掘立柱建物跡（第５３図 図版１９・２０）

・SB１（第５３図 図版１９）

SB１は D－６－１９に位置し，方向は N－６°

－Eである。構成する柱穴跡の平面形は楕円形を

第５１図 SR１平面図（Ｓ＝１／３００）・土層図（Ｓ＝１／６０）
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1

1 1
S S

1 褐色粘質土 しまりやや弱い。φ2㎜大のマンガンを全体的に含む。 
φ5㎜大の炭化物をごく少量含む。南に多く明褐色土を 
含む。 

呈し，一部に柱痕が確認できたが深度は浅い。規模は

梁行一間×桁行二間である。柱間の計測は，梁行の東

側と西側が３．１�，桁行の北側が１．７－２．１�，南側が

１．５－２．０�を測る。身舎面積は１１．３�を測る。出土遺

物は P３より黒曜石製剥片，P５より弥生土器が出土

した。

・SB３（第５３図 図版１９）

SB３は D－６－１９に位置し，方向は N－３１°－E

である。構成する柱穴跡の平面形は楕円形を呈し，一

部に柱痕が確認できたものの深度は浅い。規模は梁行

一間×桁行二間である。柱間の計測は，梁行の東側と

西側が３．１�，桁行の北側が１．９－２．４�，南側が２．０－

２．４�を測る。身舎面積は１３．６４�を測る。出土遺物は

P１より弥生土器が出土した。

・SB４（第５３図 図版１９・２０）

SB４は D－６－１９に位置し，方向は N－２２°－E

である。構成する柱穴跡の平面形は楕円形を呈し，一

部に柱痕が確認できたものの深度は浅い。規模は梁行

一間×桁行二間である。柱間の計測は，梁行の東側が

３．６�，西側が３．７�，桁行の北側が１．７－２．４�，南側

が１．５－２．４�を測る。身舎面積は１４．６�を測る。出土

遺物は P１と P２より弥生土器が出土した。

・SB５（第５３図 図版２０）

SB５は D－６－２４に位置し，方向は N－２３°－E

である。構成する柱穴跡の平面形は楕円形を呈し，一

部に柱痕が確認できたものの深度は浅い。規模は調査

区南限に接しているため，梁行一間×桁行二間である。

柱間の計測は，梁行の東側と西側が３．０�，桁行の北側

が２．０�，南側が２．３�を測る。出土遺物はみられない。

（３） 溝 跡（第３１・５２図 図版２０）

・SD１（第３１図）

D－６－１９に位置し SX２８の上位で確認される。規

模は最大長１０．８�，最大幅１．４�，最大深度０．２４�を

測る。傾斜角度より南→北への流れが考えられる。弥

生土器が出土した。

・SD２（第５２図 図版２０）

D－６－２５に位置する。東側を現水路として使用し

ていたため，削平の影響を受ける。最大長１０．８�，最

大深度０．１４�を測る。傾斜角度より西→東へ流れが考
第５２図 SD２平面図・土層図

（Ｓ＝１／６０）
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SB1

SB3

1

1 1 1

S

2
2

2

1
2

2

2

SB1　 

SB4

SB5

S

S

P1 
P2 
P3 
P4　1 
　 　2 
P5　1 
　 　2 
P6　1 
　 　2

黒褐色粘質土 
灰褐色粘質土 
黒褐色粘質土 
褐灰色粘質土 
明赤褐色土 
褐灰色粘質土 
明赤褐色土 
褐灰色粘質土 
明赤褐色土 

黄色・黒色粒子を含む。     
炭化物・マンガンが沈着する。     
     
黄色粒子を含み，斑状にマンガンが沈着する。     
黄色粒子を含む。     
黄色粒子を含み，斑状にマンガンが沈着する。     
黄色粒子を含む。     
黄色粒子を含み，斑状にマンガンが沈着する。     
黄色粒子を含む。    

SB4
P1 
P2　1 
　 　2 
P3 
P4 
P5 
P6 
P7

褐灰色粘質土 
にぶい黄橙色土 
にぶい黄橙色土 
灰黄褐色土 
灰黄褐色土 
灰黄褐色土 
灰黄褐色土 
灰黄褐色土 

黄色粒子を含み，マンガンが斑状に沈着する。 
黄色粒子を含み，マンガンが斑状に沈着する。 
黄色粒子を含む。 
マンガンが斑状に沈着する。 
マンガンが斑状に沈着する。 
マンガンが斑状に沈着する。 
マンガンが斑状に沈着する。 
マンガンが斑状に沈着する。 

SB5
P1 
 
P2 
 
P3 
 
P4

褐色粘質土 
 
褐色粘質土 
 
褐色粘質土 
 
褐色粘質土 

しまりがやや弱い。明褐色粘質土が若干混入する。 
φ5㎜大の炭化物を若干含む。 
しまりがやや強い。明褐色粘質土をP1よりも多く混入 
する。φ3～5㎜大のマンガン粒が斑に沈着する。 
しまりがやや強い。明褐色粘質土が若干混入する。 
φ3㎜大のマンガン粒が全体に沈着する。 
しまりがやや弱い。明褐色粘質土が若干混入する。 
φ2㎜大のマンガン粒が上位に多く沈着する。 

SB3
P1 
P2 
P3 
P4　1 
　　 2 
P5 
P6 
P7　1 
　　 2 
P8

褐灰色粘質土 
褐灰色粘質土 
灰黄灰色粘質土 
灰黄褐色粘質土 
明褐色土 
灰黄灰色粘質土 
灰黄灰色粘質土 
灰黄褐色粘質土 
明褐色土 
灰黄灰色粘質土 

 
 
黄色粒子・マンガンが斑状に沈着する。 
黄色粒子・マンガンが斑状に沈着する。 
黄色粒子を含む裏込め土。 
黄色粒子・マンガンが斑状に沈着する。 
黄色粒子・マンガンが斑状に沈着する。 
黄色粒子・マンガンが斑状に沈着する。 
黄色粒子を含む裏込め土。 
黄色粒子・マンガンが斑状に沈着する。 

S

1
2

2

S

1

2
2

S

第５３図 SB１・３～５平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／８０）
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SK2

SK3

えられ，現水路と同じである。遺物

は型紙刷の磁器片が出土するが，小

片のため図示できない。

（４） 五輪塔

（第５４・５５図 図版２０）

D－６－１９の丘陵部西斜面に位置

する五輪塔である。この SF４は調

査対象地内に建立されていたが，信

仰の対象とされていたため，移設の

際の資料として現存の状態で調査を

行った後，移設・現地で保存を行っ

た。規模は総高１．３�，空輪・風輪

は一石で製作され，高さ０．１３�，幅

０．２３�，火輪は高さ０．２�，幅０．３３

�を測り，宝篋印塔の笠を用いる。

水輪は高さ０．２３�，幅０．３２�，地輪

は高さ０．２�，幅０．３�を測る。地輪

の下部には台石が敷かれ，高さ調節

の詰め石が設けられる。石材は安山

岩を使用した有耳五輪塔である。

（５） 土壙墓（第５６～５８図 第２１・２２表 図版２０～２２）

・SK４（第５６図 第２１表 図版２０～２１）

D－６－１９の丘陵部西斜面に位置し，SF４の下部より確

認された。規模は最大長１．５７�，最大幅０．９�，最大深度

０．５４�を測り，形態は隅丸方形を呈する。埋土は赤色粘質

土であったが，下部のみ墓壙跡が確認できた。そのため，

改葬が行われたと推測されたが，その時期は不明である。

墓壙跡は最大長０．７５�，最大幅は復元で０．４２�の隅丸方形

を呈する。掘方下部の規模は，最大長１．４�，最大幅０．５９

�を測る。遺物は墓壙の北東側に陶器皿２点が出土し，１

は口縁部を墓壙内に向けて立状し，２は据え置かれた状況

であった。

出土遺物

１は口縁部～底部まで残存する陶器皿である。口縁部は

丸く形成し，体部下半と高台は回転ヘラケズリ，外底はヘ

ラケズリ成形による外底を作り出す。施釉は内面と口縁部

～体部下半まで，灰釉を施す。見込みには４箇所の胎土目

跡が残る。２は口縁部～底部まで残存する陶器皿である。

第５４図 五輪塔・SF４平面図・断面見通図（Ｓ＝１／１５０）

第５５図 五輪塔平面図・見通図
（Ｓ＝１／２０）
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6

赤褐色粘質土 
暗灰黄色粘質土 
にぶい黄褐色粘質土 
褐色礫土 
橙色礫土 
灰褐色礫土 

赤色・黄色粒子が入る。地山の土に似ている。 
赤色・黄色・白色粒子を含み，炭化物を若干含む。 
黄色・白色粒子を含む。φ2㎜程の青灰色粒子を含む。 
砂岩のφ3㎜～拳大の礫と土が入る。（貼床） 
堆積土，大量の自然礫（円礫・砂岩）に橙色土が入る。地山。 
堆積土，大量の自然礫（円礫・砂岩）に灰褐色土が入る。地山。 

口縁部は丸く形成し，体部下半と高台は回転ヘラケズリ，外底は回転糸切後，ヘラケズリ成形による

外底を作り出す。施釉は内面と口縁部～体部下半まで，灰釉を施す。見込みには４箇所の胎土目跡が

残る。これらより，陶磁編年の�－２期に位置付けられる。

・SK７（第５７図 第２２表 図版２１・２２）

D－６－１３の丘陵部西斜面に位置する。遺構の西側は，削平の影響を受ける。規模は最大長１．３７�，

最大幅０．７９�，最大深度０．４２�を測る。形態は南側が不定形であるが，隅丸方形を呈する。また，北

東側は，二段構築を呈する。墓壙跡は最大長１．３�，最大幅は復元で０．６５�の隅丸方形を呈する。遺

物は墓壙の西側に陶器皿２点が出土した。

出土遺物

１は口縁部～底部まで残存する溝縁皿である。口唇部は丸く外方向へ張り出し，体部下半と高台は

回転ヘラケズリ，外底は回転糸切後，ヘラケズリ成形による外底を窪ませる。施釉は内面と口縁部～

体部下半まで，灰釉を施す。見込みには４箇所の砂目跡と釉着が残り，外底には砂が付着する。２は

口縁部～底部まで残存する溝縁皿である。口縁部は丸く外方向へ形成し，体部下半と高台は回転ヘラ

ケズリ，外底は回転糸切後，ヘラケズリ成形による外底を窪ませる。施釉は内面と口縁部～体部上半

まで，灰釉を施す。見込みには３箇所の砂目跡と釉着が残り，外底には砂が付着する。これらより，

陶磁編年の�期に位置付けられる。

第５６図 SK４平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／２０），出土遺物（Ｓ＝１／３）
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明赤褐色土 
褐灰色土 
にぶい赤褐色土 
赤褐色土 
明赤褐色土 
明赤褐色土 
明赤褐色土 
褐灰色土 
にぶい褐色土 
にぶい赤褐色土 

黄色・赤色・白色砂岩風化礫土が大量に入る。 
黄色・白色砂岩風化礫土が大量に入る。 
砂岩礫を含む。粘性はやや強い。 
赤色・黄色砂岩風化礫，砂岩礫を含む。粘性はやや強い。 
砂岩風化礫を少量含み，粘性がやや強い。 
砂岩・玄武岩風化礫を大量に含み，粘性がやや強い。 
砂岩・玄武岩風化礫を大量に含み，粘性がやや弱い。7層に似る。 
小礫・粘質土を含む。 
砂岩風化礫を少量含み，粘性が強い。 
砂岩風化礫を少量含み，粘性が強い。整地層。 

1 
 
黒褐色粘質土 黄色・橙色粒子，炭化物（小片）を含む。 

平面図に表している自然礫は，改葬時に 
入れられたと考えられる。 

1
1

・SK８（第５８図 図版２２）

D－６－１９の丘陵部西斜面に位置

し，削平の影響を受ける。規模は最

大長１．１７�，最大幅０．９２�，最大深

度０．２�を測り，形態は隅丸方形を

呈する。検出時は墓壙内に礫が充填

され，下部のみ墓壙跡が確認できた。

この礫は墓壙直上に据え置かれてい

た。または，改葬の際に投げ入れら

れたと推測される。遺物の出土はみ

られない。

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 陶器 皿 １１．８ ４．５ ３．２ 回転ナデ／
回転ケズリ／釉 回転ナデ／釉 良 ２．５Y７／６

明黄褐色
２．５Y６／３
にぶい黄色 精緻 灰釉陶器皿 胎土目跡４ヶ所

２ 陶器 皿 １３．０ ２．９ ４．２ 回転ナデ／
回転ヘラケズリ／釉 回転ナデ／釉 良 ２．５Y６／１

黄灰色
２．５Y６／２
灰黄色 精緻 灰釉陶器皿 胎土目跡４ヶ所

第２１表 遺物観察表（SK４）

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 陶器 皿 １２．０ ３．３ ３．１ 回転ナデ／
回転ヘラケズリ／釉 回転ナデ／釉 良 ７．５Y７／２

灰白色
７．５Y７／３
浅黄色 精緻 灰釉陶器皿 砂目跡

２ 陶器 皿 １３．５ ２．３ ３．７ 回転ナデ／
回転ヘラケズリ／釉 回転ナデ／釉 良 ２．５Y７／４

浅黄色
５Y７／２
灰白色 精緻 灰釉陶器皿 砂目跡

第２２表 遺物観察表（SK７）

第５７図 SK７平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／３０），出土遺物（Ｓ＝１／３）

第５８図 SK８平面図・土層図・断面見通図（Ｓ＝１／３０）
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SF2

SF1

SF3
SF範囲 

凡例 土色４：７．５YR４／８
橙色粘質土

土色６：７．５YR７／１
明褐色粘質土

出土遺物
黒：黒曜石

出土遺物
安：安山岩

出土遺物
剥：剥片

出土遺物
弥土：弥生土器

出土遺物
近磁：近世磁器

出土遺物
数値：出土点数

番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�） 番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�） 番号 地区 層 土
色 出土遺物 深度

（�）
SP１８ D‐６‐１４ � １ 弥土甕１／弥土１ ２１．２ SP１２４ D‐６‐２５ � ６ 弥土１ １３．３ SP１３８ D‐６‐２４ � ６ 弥土１ １４．０
SP５４ D‐６‐６ � ６ 弥土２ １３．２ SP１３０ D‐６‐１９ � ４ 黒剥１ １５．７ SP１３９ D‐６‐２４ � ４ 黒剥２ １６．３
SP９５ D‐６‐１９ � ４ 弥土１ ３７．６ SP１３２ D‐６‐１８ � ４ 弥土１ １５．４ SP１４２ D‐６‐２４ � ２ 黒剥１／弥土２／ 近磁１ １６．１
SP１０１ D‐６‐１９ � ４ 弥土１ １８．５ SP１３４ D‐６‐２４ � ４ 弥土２ ９．０ SP１４６ D‐６‐２４ � ６ 弥土２ ２１．０
SP１０２ D‐６‐１９ � ４ 弥土１ ２０．３ SP１３６ D‐６‐２４ � ６ 弥土４ ２１．８ SP１４７ D‐６‐１９ � ４ 弥土１ １６．３
SP１１６ D‐６‐１９ � ４ 弥土５ ３４．６ SP１３７ D‐６‐２４ � ４ 弥土７ ４１．４ SP１４８ D‐６‐１９ � ４ 弥土１ ３２．８
SP１２１ D‐６‐１９ � ４ 黒剥１／弥土１ １９．８

第２３表 近世 SP一覧表

（６） 集石遺構（第５９・６０図 図版２３）

SF１～３は D－６－１４の丘陵部の西斜面の傾斜変

換付近に位置し，SF１～３全てが，SX２上に立地す

る。

・SF１（第５９・６０図 図版２３）

SF１は最大長１．６�，最大幅１．２�を測る。主軸は

N－４８°－Eである。石材は玄武岩で，径は０．０２～０．０３

�を測る。堆積は２層に分かれ，１層は集石内に橙色

土が入り込む土と２層は掘り込みの暗褐色土である。

２層より出土した炭化材を AMS分析にかけた結果，

第Ⅶ章－１に述べる年代が提示されたが，堆積より近

世に位置付けられる。

・SF２（第５９・６０図 図版２３）

SF２は最大長１．６�，最大幅１．２�を測る。主軸は

N－４１°－Eである。石材は玄武岩で，径は０．０２～０．０８

�を測る。自然石を利用して，東西方向に延びる形態

を呈する。

・SF３（第５９・６０図 図版２３）

SF３は最大長１．３５�，最大幅０．９４�を測る。主軸

は N－５４°－Eである。形態は長方形を呈し，石材は

玄武岩で，径は０．０２～０．０８�を測る。

（７） 柱穴跡（第６１～６５図 第２３表）

近世の土質と考えられる柱穴跡からの出土遺物は小片のため図化出来ない。

（８） 不明遺構（第６６～７２図 第２４～２７表 図版２３～２５）

・SX２（第６６図 第２５表 図版２３）

D－６―９・１４に位置し，南北に展開する。堆積は黒褐色粘質土で，遺構の性格は不明である。

第５９図 SF１～３配置図（Ｓ＝１／６０）
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SF1

SF2

SF3

第６０図 SF１～３平面図・断面見通図（Ｓ＝１／２０）
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出土遺物

遺物は小片であるが黒曜石製剥片，弥生土器，土師器，貿易陶磁器，陶器が出土した。１は高麗窯

系象嵌青磁の椀である。内面に２条の白胎線を施す。

・SX４（第６６図 第２５表 図版２３）

D－５－５に位置し，褐色土が堆積する。遺構の性格は二次堆積層で，遺物は弥生土器が出土した。

出土遺物

２は弥生土器の壺で，断面が三角形の突帯を貼付ける。

・SX５（第６７・６８図 第２４表 図版２４・２５）

D－６－１・６に位置し，西側を擁壁により削平の影響を受け，南北に細長く確認される。堆積は

２層に分かれ，下層が上層より自然礫が大きくかつ多く含む。遺構の性格は，旧河道跡の端部と考え

られる。

出土遺物

１～３８は上層から出土した遺物である。１～２３は弥生土器である。１～４は須玖式の甕である。５

～９は甕である。１０は器壁が厚い鉢である。１１は口縁部が短い壺である。１２は器壁が厚く，調整が荒

い器台である。１３は複合口縁壺である。１４は断面が台形の突帯を貼付ける。１５は「Ｍ」字状の突帯を

貼付ける壺で，丹塗りが施される。１６～２１は底部で，平底を呈する。２２は高坏の坏部である。２３は高

坏の脚部である。これらの土器の器面は，剥離及び磨滅が少ない。２４～３１は土師器である。２４は体部

下半～底部まで残存する�である。底部の調整は不明である。２５は口縁部～底部まで残存する坏であ

る。外底は板状圧痕が残る。２６は口縁部～底部まで残存する坏である。外底はヘラ切り後ナデを施す。

２７は口縁部～底部まで残存する皿である。外底は回転糸切後ナデを施す。２８は口縁部～底部まで残存

する皿である。外底は回転糸切を施す。２９は口縁部～底部まで残存する皿である。外底は回転糸切を

施す。３０は口縁部～底部まで残存する皿である。外底は回転糸切後ナデを施す。３１は底部が残存する

�である。３２・３３は白磁である。３２は底部が残存する皿である。３３は体部～底部が残存する合子であ

る。底部の器壁の作りは薄い。３４～３６は高麗陶器の胴部である。外面が格子目タタキ，内面は格子目

当て具痕にナデ消しが残る。また，外面は断面が三角形の突帯を貼付ける。３７は甕である。胎土及び

施釉より，中国産と推側される。３８は滑石製石鍋の二次加工品である。外面はノミ痕，内面は使用擦

過痕が残る。また，外面→内面へ円形の穿孔が施される。二次加工は「Ｖ」字形に施す。

３９～４３は下層出土遺物である。３９～４２は弥生土器である。３９は口縁部～体部が残存する甕である。

口縁部～体部上半には，ススが付着する。４０は壺の頸部が残存し，「Ｍ」字状の突帯を貼付ける。４１

は体部下半～底部が残存する底部で，上げ底状を呈する。４２は口縁部～体部が残存する白磁の小坏で

ある。４３は陶器の鉢である。胎土は橙色を呈し，内・外面に灰褐色の施釉を薄く施す。成形は回転ナ

デを施す。胎土及び施釉より，中国産と推察される。４４は口縁部～体部が残存する陶器の碗である。

口唇部に鉄釉，体部の内・外面に藁釉を施す。これらより，時期は陶磁器編年の�期に位置付けられ

る。４５は粘板岩製の石包丁である。残存は剥離が激しく，表面のみである。
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第６６図 SX２平面図（Ｓ＝１／１００），SX４・６平面図・土層図（１／６０），出土遺物（Ｓ＝１／４）
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第６７図 SX５上・下層平面図（Ｓ＝１／１００），土層図（Ｓ＝１／６０）
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第６８図 SX５上・下層出土遺物（１～２３・３３～３８・４０～４３はＳ＝１／４，３９・４４～４５はＳ＝１／３，４６はＳ＝１／２）
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番号 種類 器種 法量（�）（ ）は復元径 調整 焼成 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 弥生土器 甕 （２２．０） － １．２ ナデ ナデ やや良 ２．５YR６／８
橙色

２．５YR６／８
橙色 やや精緻 長石・石英

２ 弥生土器 甕 － － ２．５ ナデ ナデ やや良 ２．５YR６／８
橙色

２．５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

３ 弥生土器 甕 － － ３．０ ナデ ナデ やや良 ５YR６／８
橙色

５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

４ 弥生土器 甕 － － ５．１ ナデ ナデ やや良 １０YR５／３
にぶい黄褐色

１０YR５／３
にぶい黄褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

５ 弥生土器 甕 （１６．６） － ７．３ ナデ ナデ やや良 ２．５Y６／２
灰黄色

２．５YR６／２
灰黄色

やや精緻
長石・石英・片岩

６ 弥生土器 甕 （２１．６） － ７．５ 斜ハケ／ナデ
不定方向ハケ ナデ／斜ハケ 良 ７．５YR７／６

橙色
５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

７ 弥生土器 甕 － － ３．１ ナデ／器面剥離 ナデ やや良 １０YR３／３
暗褐色

１０YR３／３
暗褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

８ 弥生土器 甕 － － ４．３ ナデ ナデ やや良 ５YR６／４
にぶい橙色

７．５YR７／４
にぶい橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

９ 弥生土器 甕 － － ６．６ ナデ ナデ やや良 １０YR４／３
にぶい黄褐色

１０YR４／３
にぶい黄褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

１０ 弥生土器 鉢 － － ４．０ ナデ ナデ やや良 ５YR６／８
橙色

５YR５／８
明赤褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

１１ 弥生土器 壺 － － ３．６ 指頭圧痕／ナデ ナデ やや良 １０YR８／４
浅黄橙色

１０YR８／４
浅黄橙色

やや精緻
長石・石英

１２ 弥生土器 器台 － － ９．１ ナデ／ケズリ ナデ やや良 １０YR８／６
黄橙色

１０YR８／６
黄橙色

やや精緻
長石・石英・黒曜石

１３ 弥生土器 壺 － － ６．８ ヨコハケ／タテハケ ナデ やや良 ７．５YR７／８
黄橙色

７．５YR８／４
浅黄橙色

やや精緻
長石・石英・黒曜石 複合口縁壺

１４ 弥生土器 壺 － － ５．１ ナデ タテハケ／ヨコハケ やや良 １０YR５／６
黄橙色

１０YR７／６
明黄橙色

やや精緻
長石・石英・片岩・黒曜石

１５ 弥生土器 壺 － － ３．２ ナデ 磨滅 やや良 １０R６／８
赤橙色

２．５YR６／８
橙色 やや精緻 長石・石英 丹塗り

１６ 弥生土器 壺／甕 － － ５．３ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

１７ 弥生土器 壺／甕 － － ３．４ ナデ ナデ やや良 １０YR７／６
明黄褐色

７．５YR７／６
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

１８ 弥生土器 壺／甕 － － ４．２ ナデ ナデ やや良 ５YR６／６
橙色

２．５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩 底部成形技法

１９ 弥生土器 壺／甕 － － ４．４ ナデ ナデ やや良 ５YR６／８
橙色

２．５Y６／４
にぶい黄色 やや精緻 長石・石英

２０ 弥生土器 壺／甕 － － ３．４ タテハケ／ナデ ナデ やや良 ５YR５／８
明赤褐色

５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英 底部成形技法

２１ 弥生土器 壺／甕 － － ２．７ ナデ ナデ やや良 ２．５YR５／８
明赤褐色

２．５YR７／４
にぶい橙色

やや精緻
長石・石英・片岩・黒曜石

２２ 弥生土器 高杯 － － ３．８ ナデ ナデ やや良 ５YR４／４
にぶい赤褐色

５YR６／４
にぶい橙色

やや精緻
長石・石英・片岩・黒曜石

２３ 弥生土器 高坏 － （２７．０） ６．８ ナデ シボリ／ナデ 良 １０YR８／４
浅黄橙色

１０YR８／４
浅黄橙色

やや精緻
長石・石英・砂

２４ 土師器 � － （８．０） － ナデ／不明 ナデ 良 ５YR６／８
橙色

５YR７／８
橙色 精緻 白色粒子

２５ 土師器 坏 （１１．６）（７．０） ３．２ ナデ／板状圧痕 ナデ 良 ７．５YR８／３
浅黄橙色

７．５YR８／３
浅黄橙色 精緻 長石・石英

２６ 土師器 坏 （１４．４）（１０．０） ３．４ ナデ／ヘラケズリ／
ヘラ切り 回転ナデ 良 ７．５YR６／８

橙色
７．５YR６／８
橙色 精緻 長石・石英

２７ 土師器 皿 （５．４） （４．７） １．３ ナデ／回転糸切 ナデ 良 １０YR８／４
浅黄橙色

１０YR８／４
浅黄橙色 精緻

２８ 土師器 皿 （９．０） （７．４） １．５ ナデ／回転糸切 ナデ 良 ７．５YR８／３
浅黄橙色

７．５YR８／３
浅黄橙色 精緻 長石・石英

２９ 土師器 皿 － － １．４ ナデ／回転糸切 ナデ 良 ５YR５／８
橙色

５YR５／８
橙色 精緻

３０ 土師器 皿 － － １．２ ナデ／回転糸切 ナデ 良 ５YR７／６
橙色

５YR７／６
橙色 精緻

３１ 土師器 � － － １．１ ナデ ナデ 良 ５YR８／４
淡橙色

５YR８／４
淡橙色 精緻

３２ 白磁 皿 － （４．１） ０．９ － 釉 良 ７．５Y８／１
灰白色

７．５Y８／１
灰白色 精緻

３３ 白磁 合子 － （５．８） ２．２ 釉 釉 良 ２．５Y７／３
浅黄色

２．５Y７／３
浅黄色 精緻

３４ 陶器 甕 － － ２．５ 回転ナデ
挌子目タタキ／ナデ

挌子目タタキ
／回転ナデ／ナデ消し 良 N６１

灰色
N５１
灰色 精緻 白色粒子 高麗陶器

３５ 陶器 甕 － － ３．７ 回転ナデ
／挌子目タタキ 回転ナデ 良 N６１

灰色
N５１
灰色 精緻 白色粒子 高麗陶器

３６ 陶器 甕 － － ４．６ 回転ナデ
／挌子目タタキ 回転ナデ 良 N６１

灰色
N６１
灰色 精緻 白色粒子 高麗陶器

３７ 陶器 甕 － － ３．６ 磨滅 釉 良 － ５YR６／４
にぶい橙色 精緻 白色粒子

３８ 滑石製品 石鍋 － － － － － － － － スス付着

３９ 弥生土器 甕 （２９．０） － １２．０ ナデ ナデ やや良 ２．５YR５／８
明赤褐色

２．５YR６／３
にぶい橙色

やや精緻
長石・石英・片岩 スス付着

４０ 弥生土器 壺 － － ２．６ ナデ 器面剥離 やや良 ２．５YR４／８
赤褐色

５YR５／８
明赤褐色 やや精緻 長石・石英 丹塗り

４１ 弥生土器 甕 － （６．２） ６．０ ナデ ナデ やや良 ５YR６／８
橙色

５YR６／２
灰褐色

やや精緻
長石・石英・片岩・黒曜石

４２ 白磁 小杯 － － １．８ 釉 釉 良 ５GY８／１
灰白色

５GY８／１
灰白色 精緻

４３ 陶器 鉢 （１５．６） － ２．５ 回転ナデ／釉 回転ナデ／釉 良 ５YR５／２
灰褐色

５YR５／２
灰褐色 精緻

４４ 陶器 碗 － － ２．５ 釉 釉 良 ５Y６／３
オリーブ黄色

５Y５／２
灰オリーブ色 精緻

番号 種類 石種 法量（�） 重さ（�） 備考最大長 最大幅 最大厚
４５ 石包丁 粘板岩 ３．２ ３．３ ３．０ ３．３

第２４表 遺物観察表（SX５上・下層）
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撹乱 

SX16

SX16

SX16

SX29

SX30

凡例：旧　新 

・SX６（第６６図 第２５表 図版２３）

D－６－１・６に位置し，北側が調査区限界に接

する。遺構の性格は二次堆積層である。

出土遺物

３は弥生土器の壺で「Ｍ」字状の突帯を貼付ける。

第６９図 SX１６・３０平面図（Ｓ＝１／１００）
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赤褐色粘質土 

         
橙・黄色粒子，マンガン沈着が見られる。粒子は細かく粘性は強い。 
下層は自然礫が少量見られるが，分層は出来なかった。自然堆積層。（SX16） 
黄色粒子，玄武岩破砕礫，風化礫が堆積。粒子は細かく，丘陵部から 
の流れ込みと考えられる。         
        

B-B'
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2' 
3 
4 
5

客土 
耕作土 
旧耕作土 
床土 
造成土 
床土 
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10

 
床土 
灰褐色粘質土 
褐色粘質土 
褐色粘質土 
にぶい橙色粘質土 

 
 
（SX16） 
玄武岩風化礫・拳大の玄武岩を含む。（SX16下層）。 
玄武岩風化礫・玄武岩を多く含む。未遺物層に達した為，完掘まで行っていない。 
粘性岩を密に含む。この層は西側へ行くほど粘性岩が剥離し散らばる。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁 

・SX１６（第６９～７１図 第２６表 図版２５）

D－６－１２の西斜面に位置し，南北を調査区限界に接する。また，西側を擁壁の影響を受ける。堆

積は灰褐色土の単層である。調査は旧耕作土と推側し，検出・掘削を進めたが，それらに伴う遺構は

検出されなかった。また，第Ⅶ章－４で述べる分析を行った。しかし，分析個体数が限られているた

め遺構の性格は不明である。

出土遺物

１～３１は弥生土器である。１～３は口縁部～胴部上半が残存する甕である。４～６は須玖式土器の

甕で，５は胴部上半に断面が三角形の突帯を一条張付ける。７・８は口縁部～胴部上半が残存する甕

で，口唇部は尖る形状を呈する。９は甕で，口唇部が跳ね上がる。１０～１２は底部で，平底を呈する。

１３は口縁部～頸部が残存する壺で，外面は丹塗りが施される。１４は口縁部が残存する壺で，内面はタ

テハケ→斜めハケが明瞭に残存する。また，口唇部は斜線の刻みが施される。１５は口縁部が残存する

壺で，口唇部は斜線の刻みが施される。１６は複合口縁壺で，器壁が薄い。１７は複合口縁壺で，口縁部

の屈曲箇所に接合痕が残る。１８は口縁部が残存する壺で，外方向へ直線的に広がる。１９は口縁部が残

存する壺で，内面はナデ調整による沈線が施される。２０は頸部～胴部上半が残存する壺で，器面剥離

が著しい。２１は断面が台形を呈する突帯である。２２は低い「Ｍ」字状を呈する突帯で，器面の残存は

良好である。２３は頸部～胴部上半まで残存する壺で，「Ｍ」字状の突帯を貼付ける。２４は胴部が残存

する壺で，断面が台形を呈する突帯を２条貼付ける。２５は胴部が残存する壺で，断面が台形を呈する

突帯を１条貼付ける。２６～３０は平底を呈する底部である。３１は口縁部～胴部下半が残存する鉢で，口

縁部は下方へ延びる。３２～３４は白磁である。３２は口縁部が残存する皿である。３３は底部が残存する椀

で，施釉は外面まで施す。３４は底部が残存する皿で，内・外面に施釉を施す。３５～３７は陶器である。

３５は火入と考えられ，外底は上げ底を呈する。施釉は内面及び胴部半ばまで施す。３６は胴部下半が残

番号 遺構 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ SX２ 青磁 椀 － － ２．６ 釉 釉 良 ７．５Y６／３
灰オリーブ色

５Y６／２
灰オリーブ色 精緻 白色粒子 高麗青磁

象嵌

２ SX４ 弥生土器 壺 － － ２．８ ナデ ナデ 良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR６／４
にぶい橙色 やや精緻 長石・石英

３ SX６ 弥生土器 壺 － － ２．９ ナデ 器面剥離 やや良 １０R５／８
赤色

１０YR６／８
明黄褐色 やや精緻 長石・石英・片岩 丹塗り

第２５表 遺物観察表（SX２・４・６）

第７０図 SX１６土層図（Ｓ＝１／３０）
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丹塗り範囲 

存する壺である。外面はカキメ後に施釉を施す。３７は口縁部～体部上半まで残存する火入である。３８

は磨製石斧である。口唇部は内側を向き，内面に沈線を施す。これらより，陶磁編年の�期に位置付

けられる。

・SX３０（第６９図）

D－６－１２の西斜面に位置し，南北を調査区限界に接する。また，西側を擁壁の影響を受ける。堆

積は褐色粘質土の単層である。SX１６との新旧関係（旧→新）は，SX３０→１６の関係である。遺物の出

土はみられなかった。

第７１図 SX１６出土遺物（１～３１・３５～３７はＳ＝１／４，３２～３４・３８はＳ＝１／３）
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番号 種類 器種 法量（�）（ ）は復元径 調整 焼成 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 弥生土器 甕 （２４．０） － ６．１ ヨコナデ ヨコナデ やや良 ５YR４／８
赤褐色

５YR５／８
明赤褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

２ 弥生土器 甕 （２３．０） － ５．５ タテハケ／ナデ ナデ やや良 ７．５YR８／６
浅黄橙色

７．５YR７／８
黄橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

３ 弥生土器 甕 － － ４．０ ナデ／指頭圧痕 ナデ やや良 ７．５YR５／４
にぶい褐色

７．５YR６／６
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

４ 弥生土器 甕 － － ２．４ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英

５ 弥生土器 甕 － － ３．９ ヨコナデ ヨコナデ やや良 １０YR７／６
明黄褐色

１０YR７／６
明黄褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

６ 弥生土器 甕 － － ２．８ ナデ ナデ やや良 ５YR５／６
明赤褐色

５YR５／６
明赤褐色

やや精緻
長石・石英

７ 弥生土器 甕 － － ３．０ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR６／３
にぶい褐色

やや精緻
長石・石英

８ 弥生土器 甕 － － ５．０ ヨコナデ／
タテハケ ヨコナデ 良 ５YR４／４

にぶい赤褐色
５YR４／６
赤褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

９ 弥生土器 甕 － － ２．９ 回転ナデ 回転ナデ やや良 １０YR５／２
灰黄褐色

１０YR４／２
灰黄褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

１０ 弥生土器 甕 － （５．６） ５．０ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８
明赤褐色

１０YR４／２
灰黄褐色

やや精緻
長石・石英

１１ 弥生土器 甕 － （７．０） ３．９ タテハケ／ナデ ナデ やや良 ２．５Y４／８
赤褐色

２．５Y４／８
赤褐色

やや精緻
長石・石英

１２ 弥生土器 甕 － － ４．６ 器面剥離 器面剥離 やや良 ５YR６／８
橙色

５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英

１３ 弥生土器 壺 － － ４．８ ナデ ナデ やや良 ２．５YR５／８
明赤褐色

２．５YR５／８
明赤褐色

やや精緻
長石・石英 丹塗り

１４ 弥生土器 壺 － － ５．７ ナデ ヨコハケ／
タテハケ やや良 ７．５YR６／８

橙色
７．５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英

１５ 弥生土器 壺 － － ３．１ ヨコハケ／ナデ ヨコハケ／ナデ やや良 ２．５YR５／６
明赤褐色

５YR５／８
明赤褐色

やや精緻
長石・石英

１６ 弥生土器 壺 － － ４．１ 器面剥離 器面剥離 やや良 １０YR７／６
黄橙色

２．５Y５／４
黄褐色

やや精緻
長石・石英

１７ 弥生土器 壺 － － ４．０ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８
明赤褐色

５YR５／８
明赤褐色

やや精緻
長石・石英

１８ 弥生土器 壺 － － １．８ ヨコナデ ヨコナデ やや良 １０R５／８
赤色

１０R５／８
赤色

やや精緻
長石・石英 丹塗り

１９ 弥生土器 壺 － － １．５ ヨコナデ ヨコナデ やや良 １０R４／６
赤色

１０R４／６
赤色

やや精緻
長石・石英・片岩 丹塗り

２０ 弥生土器 壺 － － ７．７ タテハケ／
器面剥離 器面剥離 やや良 ７．５YR７／８

黄橙色
７．５YR７／８
黄橙色

やや精緻
長石，石英

２１ 弥生土器 甕 － （７．４） ３．１ ナデ ナデ やや良 ７．５YR６／８
橙色

７．５YR６／８
橙色

やや精緻
長石・石英・片岩

２２ 弥生土器 壺 － － ６．８ タテハケ／ナデ 斜ハケ やや良 ５YR５／８
明赤褐色

５YR５／８
明赤褐色

やや精緻
長石・石英・黒曜石

２３ 弥生土器 壺 （１６．２） － ４．０ ナデ ナデ やや良 １０YR７／６
明黄褐色

１０YR７／６
明黄褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

２４ 弥生土器 壺 － － ８．０ タテハケ／
ヨコナデ 斜ハケ／器面剥離 やや良 ７．５YR７／８

黄橙色
７．５YR７／８
黄橙色

やや精緻
長石・石英

２５ 弥生土器 壺 － － １０．２ 器面剥離 器面剥離 やや良 ７．５YR７／８
黄橙色

２．５Y５／３
黄褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

２６ 弥生土器 壺 － （６．３） ２．２ ナデ ナデ やや良 ５YR５／４
にぶい赤褐色

１０YR７／６
明黄褐色

やや精緻
長石・石英

２７ 弥生土器 壺 － （８．０） ２．４ 器面剥離 器面剥離 やや良 １０YR６／６
明黄褐色

１０YR６／６
明黄褐色

やや精緻
長石・石英・黒曜石 輝石を含む。

２８ 弥生土器 壺 － （６．０） ３．４ ナデ ナデ やや良 ７．５YR５／８
明褐色

７．５YR５／８
明褐色

やや精緻
長石・石英

２９ 弥生土器 壺 － （１２．８） ３．１ ナデ ナデ やや良 ５YR５／８
明赤褐色

１０YR４／２
明黄褐色

やや精緻
長石・石英

３０ 弥生土器 壺 － （７．６） ４．７ ナデ ナデ やや良 １０YR６／４
にぶい黄橙色

１０YR６／４
にぶい黄橙色

やや精緻
長石・石英

３１ 弥生土器 鉢 （１５．８） － ５．３ ナデ ナデ 良 ５YR５／８
明赤褐色

５YR５／８
明赤褐色

やや精緻
長石・石英・片岩

３２ 白磁 皿 － － １．８ 釉 釉 良 ５Y７／１
灰白色

５Y７／１
灰白色 精緻 �類

３３ 白磁 椀 － － １．５ 釉 釉 良 ２GY７／１
明オリーブ灰色

２GY７／１
明オリーブ灰色 精緻 �類

３４ 白磁 皿 － － ０．７ 釉 釉／釉剥ぎ 良 １０Y７／１
灰白色

１０Y７／１
灰白色 精緻 �類

３５ 陶器 火入 － （４．０） ３．１ 釉 － 良 １０YR６／２
灰黄褐色

２．５Y３／３
暗オリーブ褐色 精緻 近世陶器

３６ 陶器 壺 － － ６．１ カキメ／釉 釉 良 ２．５Y３／２
黒褐色

２．５Y５／２
暗灰黄色 精緻 近世陶器

３７ 陶器 火入 － － ３．６ 釉 釉 良 １０Y７／１
灰白色

１０Y７／１
灰白色 精緻 近世陶器

番号 種類 器種 法量 備考最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） 重さ（�）
３８ 石製品 磨製

石斧 ８．０ ６．０ １．０ ６４．８ 玄武岩

第２６表 遺物観察表（SX１６）
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SX20

SX32

1

3

2

1

1

4

SX20
1 
2 
3 
4

耕作土 
床土 
旧床土 
にぶい黄褐色粘質土 

SX32
1 
 
明褐灰色粘質土 マンガン・黄色土が入る。 

 
 
 
橙色ブロック土が入る。 

・SX２０（第７２図 図版２５）

D－７－２１の東側斜面に位置し，北側は擁壁と遺構の上面は耕作土の影響を受ける。また，南側は

調査区限界に接する。検出遺構の規模は，南北の長さが約７．３�を測る。埋土はにぶい黄褐色土の単

層である。遺物の出土はみられなかった。

・SX３２（第７２図 第２７表 図版２５）

D－６－１４・１９の西側斜面に位置し，明褐灰色粘質土の単層である。このため，旧耕作土と考え調

査を進めたが，それに伴う遺構などは検出されなかった。

出土遺物

１は口縁部～胴部上半が残存する甕である。頸部直下には断面が三角形の突帯を一条巡らす。

番号 種類 器種
法量（�）（ ）は復元径 調整

焼成
色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 弥生土器 甕 （２９．４） － ５．０ ナデ ナデ やや良 ５YR４／６
赤褐色

７．５YR６／２
灰褐色 やや精緻 長石・石英・片岩

第２７表 遺物観察表（SX３２）

第７２図 SX２０・３２平面図・土層図（Ｓ＝１／６０），出土遺物（Ｓ＝１／４）
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小 結

・掘立柱建物について

丘陵部の西側で４基の SBと，SPが確認された。確認できた SBは，身舎面積及び各 SPの径は決

して大きくはないものの，調査区南側へ広がる様相を示している。SBの明確な時期の特定及びそれ

に付随する生活遺構が確認できなかった。

・近世墓について

〈五輪塔〉

SF４は SK４の調査を経て，それに伴う遺構であると判断された。しかし，改葬された時期は不明

である。SF４の特徴として，風輪と空輪が一石で製作され，火輪に宝篋印塔の笠を用いる点が挙げ

られる。この形態は，松浦定の供養塔とされる「文禄の役松浦家供養塔」に確認できる。この供養塔

と形態に類似するが，総高などが SF４と比較して一回り大きく，各部位に装飾を施す点に差異が見

出せる。この差異は階層を表現していると考えられるが，形態の類似より時期は１６世紀末～１７世紀初

頭と考えられ，出土遺物と相違はない。

〈土壙墓〉

近世の SKは，丘陵部西側及び西側斜面にて３基確認された。形態は全て隅丸長方形を呈し，出土

遺物に釘などはみられなかったが，SK４・７の堆積状況より棺を用いた葬送が推測される。出土遺

物が確認できた２基は副葬品に陶器皿を用いる。窯詰め技法の痕跡である目跡は，SK４は胎土目跡

２点と SK７は砂目跡２点である。そのため新旧関係（旧→新）SK４→７と判断できる。時期は陶器

編年の�期に該当し，１７世紀初頭～１７世紀前半頃と位置付けられる。

・集石遺構について

集石遺構は３基確認されたが，用いた石材の違いや大きさに差異はみられない。この下層には SX

２が確認されるが，自然堆積土を用いて集石遺構が構築される。また，上部構造の痕跡も認められな

い。このため，遺構の性格は不明だが，類似する遺構に壱岐市京塚遺跡や佐世保市武辺城跡が確認で

きる。

本遺跡の丘陵部において，近世の遺構の展開が確認できたことは特筆として挙げられる。それらの

時期は土壙墓よりの出土遺物が付与されるが，それ以外の遺構の時期は確認できなかった。今後の調

査課題である。 （江上正高）

【参考文献】

藤田和裕 他 １９８３『京塚遺跡』芦部町文化財調査報告書 第１集 長崎県芦部町教育委員会

柴田妃三光 他 ２００８『武辺城跡・末永遺跡』長崎県佐世保文化財調査報告書 第２集 長崎県教育委員会
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1
2

番号 器種 調査区 石種 長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１ ナイフ型石器 � 黒曜石 １８．０ ９．０ ３．５ ０．７３
２ ナイフ型石器 � 黒曜石 １３．０ １０．０ ３．０ ０．５９

第２８表 遺物観察表（旧石器時代の遺物）

４ 第�層出土遺物（第７３～１０５図 第２８～５９表 図版２５～２９）

概 要

本遺跡の地形は，第�章－１で前述した通りである。本章で述べる遺物は，第�章－２で概要を述

べたが，遺物包含層として捉える事が可能であると調査時に認識している。それは，丘陵上を中心と

した本遺跡の立地状況より，南→北及び丘陵上→丘陵下への耕作土の移動は考えられるものの，東西

→丘陵上（下→上）方向への耕作土の移動は非効率的であり考えにくい。すなわち，継続的に土地利

用された丘陵上は各時代の土地利用された後，生活空間から耕作地へ転化したため土地利用された全

時期の遺物が含まれる（遺物包含層）ことが考えられる。このため，第�層より出土した遺物より，

本遺跡について検討を試みる。 （江上正高）

（１） 旧石器時代の遺物

（第７３図 第２８表 図版２５）

１・２はナイフ形石器である。１は二

側縁に調整を施し，刃部は左側縁に形成

される。２は二側縁に調整が施される。

（２） 縄文時代の遺物（第７４～８０図 第２９～３３表 図版２５～２７）

・石鏃（第７４～７８図 第２９～３２表 図版２６）

第�層から出土した石鏃は総計９１点である。そのうち本報告書では７２点を掲載する。第�層より出

土した石製品は新しい破損も確認でき，石鏃の完形品は５点と少なく欠損品が大部分を占める。石材

は大半が黒色良質の黒曜石であったが，３点は灰色の黒曜石の使用が見られた。分類は石鏃基部にお

ける抉入の深浅と尖端角度等の形態を優先的に考え分類した。

Ａ類

１型（第７５図 １～４・６）５点

平基無茎鏃で両側縁はやや内 する。

２型（第７５図 ５・７）２点

平基無茎鏃で両側縁は直線的に頂点で交わる。

３型（第７５図 ８）１点

平基無茎鏃で両側縁はやや外 する。

Ｂ類

１a型（第７５・７６図 １２～１９）８点

両側縁が内 する。脚部の抉りは深く丸いものが大半である。断面は厚いものが多い。

第７３図 旧石器時代の遺物（Ｓ＝１／１）
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型 類 

A類 

C類 

B類 

a

b

1型 2型 3型 １b型（第７６図 ２０～２３）４点

両側縁は内 する。抉りは浅く，脚部の先端は

尖る。

２a型（第７６図 ２４～２９）６点

両側縁は直線的に頂点で交わる。抉りは深く丸

い。脚部の先端は尖ったものと丸みをもつものが

ある。剥片鏃を１点含む。

２b型（第７６・７７図 ３０～３８）９点

両側縁は直線的に交わる。抉りはやや浅い。

３a型（第７７図 ３９～４１）３点

細身で両側縁は外 する。尖端が歪な製品が多

い。

Ｃ類

１型（第７７図 ４２～４４）３点

正三角形に近く抉りは深い。脚部の先端は尖る。

２型（第７７図 ４５～４９）５点

正三角形に近く抉りは浅い。

Ｄ類（第７７・７８図 ９～１１，５０～７２）２６点

形態にばらつきが多いものや破損により分類が不可能なものにおいてはその他の分類とした。

ここでは少ない資料ではあ

るが観察を通して判明した事

項について述べたい。

石鏃の大きさについてはＤ

類を除き１５�以上３０�以下と

比較的纏まっており，３１�以

上の大型のものは確認できな

かった。また，大半が黒曜石

を利用するためか，調整は入

念で主要剥離面を残すものは

７２点中１６点であった。打点を

基部に，剥離の方向を縦位に

用いるものが６点。打点を尖

端に，剥離の方向を縦位に用

いるものが３点。打点を左側

辺に，剥離の方向を横位に用

いるものが６点。打点を左側

第７４図 石鏃形態分類

第２９表 石鏃形態別相関グラフ
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第７５図 石鏃�（Ｓ＝１／１）
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第７６図 石鏃�（Ｓ＝１／１）
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第７７図 石鏃�（Ｓ＝１／１）
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第７８図 石鏃�（Ｓ＝１／１）
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辺に，剥離の方向を横位に用いるものが６点。打点を右側辺に，剥離の方向を横位に用いるものが１

点であった。しかし，資料数が少なく，形態別に比較した際に明確な特徴が得られなかった。破損状

況については尖端部，脚部共に破損しているものが比較的多く見られ，形態別では B類２b型が最も

多かった。比較的新しい破損については資料に含んでいない。

ここで掲載した石鏃資料は前述した通り，耕作土からの出土遺物であり，出土状況は良好といえな

い。また，石器の出土点数に比べ，縄文土器は極めて少なく共伴関係も確認できなかった。

【参考文献】

吉留秀敏 １９７８「石鏃について」『中山遺跡の研究［�］』遺物篇１ 平戸市教育委員会

吉留秀敏 １９７８「石鏃について」『金柑茶屋第２遺跡』平戸市教育委員会

番号 調査区 石種 剥片
剥離方向

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�） 備考

１ � 黒曜石 １９．３ １６．１ ３．２０ ０．９７
２ � 黒曜石 ２６．０ １９．０ ５．００ １．９４
３ � 黒曜石 → １５．０ １３．０ ３．００ ０．５５
４ � 黒曜石 → １８．０ １６．０ ３．００ ０．６８
５ � 安山岩 ２６．０ ２５．０ ４．００ ２．０７
６ � 黒曜石 ２１．０ １２．５ ３．００ ０．９５
７ � 黒曜石 ↑ １７．５ １２．０ ３．００ ０．５０ 石匙への二次加工も考えられえる。
８ � 黒曜石 ２７．８ １７．２ ４．１０ ２．００
９ � 黒曜石 １２．０ １４．０ ４．００ ０．７５
１０ � 黒曜石 １２．２ １５．５ ２．８０ ０．５７
１１ 	 黒曜石 １０．５ １６．８ ２．００ ０．４８
１２ � 黒曜石 → １８．０ ２０．０ ２．００ ０．３８
１３ � 黒曜石 ２３．０ １１．０ ３．００ ０．５６
１４ � 黒曜石 ２９．９ １５．９ ６．５０ １．９８
１５ � 黒曜石 → １９．０ １２．０ ４．５０ ０．５９
１６ � 黒曜石 １９．０ １３．０ ４．８０ ０．９１
１７ � 黒曜石 ２３．０ １０．０ ３．００ ０．６９
１８ � 黒曜石 １９．０ １２．０ ４．５０ ０．６１
１９ � 黒曜石 ２２．５ １４．０ ４．００ ０．９０
２０ � 黒曜石 １７．０ １１．７ ４．３０ ０．８４
２１ � 黒曜石 → ２３．０ １５．０ ６．００ １．９１
２２ � 黒曜石 ２２．５ １６．０ ５．００ １．２１

第３０表 石鏃破損状況

第３１表 遺物観察表（石鏃�）
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番号 調査区 石種 剥片
剥離方向

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�） 備考

２３ � 黒曜石 ２６．２ １４．７ ５．００ １．７０

２４ � 黒曜石 ２４．０ １６．０ ４．５０ ０．９９

２５ � 黒曜石 ↑ ２４．０ １４．０ ４．００ ０．８５ 剥片鏃

２６ � 黒曜石 １９．０ １２．８ ３．５０ ０．５５

２７ � 黒曜石 ２９．０ ２０．０ ５．００ １．５０

２８ � 黒曜石 ↑ ２５．０ １１．０ ３．５０ ０．７６

２９ � 黒曜石 ２１．０ １５．０ ５．５０ １．３２

３０ � 黒曜石 ２０．４ １４．５ ４．１０ ０．９７

３１ � 黒曜石 １９．５ １７．５ ５．００ １．００

３２ � 黒曜石 １９．５ １４．０ ２．００ ０．５８

３３ � 黒曜石 １９．０ １３．３ ３．１０ ０．５５ 灰色の黒曜石

３４ � 黒曜石 ２２．０ １７．０ ４．００ １．０２

３５ � 黒曜石 １７．０ １２．５ ３．８０ ０．５３

３６ � 黒曜石 ２０．０ １２．０ ４．００ ０．６３

３７ � 黒曜石 １８．０ １１．０ ４．００ ０．６５

３８ � 黒曜石 １９．０ １５．１ ５．１０ １．２３

３９ � 黒曜石 ２２．０ １２．５ ４．５０ ０．６８

４０ � 黒曜石 ↑ ２５．０ １７．０ ４．００ １．２３

４１ � 黒曜石 ２１．５ １２．０ ３．５０ ０．５７

４２ � 黒曜石 ２２．５ ２１．５ ４．１０ １．２３

４３ � 黒曜石 １８．１ １６．９ ３．１０ ０．５５

４４ � 黒曜石 １６．０ １３．０ ２．５０ ０．３７

４５ � 黒曜石 １６．５ １５．５ ４．００ ０．７１

４６ � 黒曜石 １８．２ １８．１ ３．１０ １．１０

４７ � 黒曜石 １９．５ １６．５ ２．５０ ０．６８ 灰色の黒曜石

４８ � 黒曜石 １８．５ １７．０ ５．００ ０．８２

４９ � 黒曜石 ↑ ２０．０ １６．０ ４．００ １．２１

５０ � 黒曜石 ２０．０ １５．５ ５．００ １．１４

５１ � 黒曜石 １１．０ １９．０ ２．００ ０．１８ 局部磨製石鏃

５２ � 黒曜石 � １１．０ １４．０ ２．００ ０．３３

５３ � 黒曜石 １４．０ １３．０ ３．５０ ０．４１

５４ � 黒曜石 １５．０ ９．０ ２．００ ０．２４

５５ � 黒曜石 １８．５ １３．５ ５．５０ ０．７９

５６ 	 黒曜石 １７．０ １２．０ ４．００ ０．８２

５７ � 黒曜石 １８．０ １２．５ ３．００ ０．６８

５８ � 黒曜石 １６．５ １５．４ ４．００ １．１３

５９ � 黒曜石 １５．５ １１．０ ３．００ ０．５５

６０ � 黒曜石 ↓ １４．０ １８．０ ２．００ ０．２２ 剥片鏃

６１ � 黒曜石 １４．０ １１．０ ３．００ ０．３３

６２ � 黒曜石 １２．０ ９．０ ３．００ ０．２７

６３ � 黒曜石 １３．０ １２．０ ２．００ ０．４０

６４ � 黒曜石 １８．０ １７．０ ３．００ ０．８４

６５ � 黒曜石 ↓ １３．５ １６．５ ２．７０ ０．５８ 剥片鏃

６６ � 黒曜石 ↓ １６．５ １５．５ ４．５０ ０．８７ 剥片鏃

６７ � 黒曜石 １５．０ １６．０ ２．５０ ０．５９ 灰色の黒曜石

６８ � 黒曜石 １５．０ １６．３ ４．２０ ０．８３

６９ � 黒曜石 ↑ １３．０ １６．０ ３．００ ０．６１

７０ � 黒曜石 １５．５ １９．０ ５．５０ ０．９７

７１ � 黒曜石 １６．０ １９．０ ３．００ ０．９７

７２ � 黒曜石 → １０．２ １８．０ ３．９０ ０．６４

第３２表 遺物観察表（石鏃�）
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・石匙・加工痕のある剥片・その他石器（第７９・８０図 第３３表 図版２５・２７）

７３～８２は石匙である。摘み状の作り出しを形成するものを石匙とし１０点を掲載した。９点が横型の

石匙である。７７は摘み部分を形成するため正面右側縁に抉りを入れるが，左側縁には調整が確認でき

ないため未製品の可能性がある。７８は摘み部分を形成するため正面右側縁に抉りを入れる。左側縁も

僅かに調整を施す。７９は正面右部分を欠損する。欠損した面は裏面から僅かに調整を施す。８０は摘み

部分を残し欠損する。破損した面は裏面から調整を施す。８１は摘み部分を形成するため抉りを入れる

が，調整は粗く抉りは浅い。８２は細かく調整を施し，摘み部分を形成するが大半を欠損する。８３～９０

は加工痕のある剥片である。８３はスリガラス状の頭部調整が確認できる。８４は正面左側縁と裏面下部

に細かな調整を施す。８５は両側縁に調整を施す。石材は赤色チャートである。８６は自然面を多く残す。

正面左側縁に調整を施す。８７は頭部に調整を施す。８８は周縁に細かな調整を施す。８９は比較的薄く加

工を施すが，細かな調整は施していない。９０は周縁に細かな調整を施す。９１は磨製石斧の未製品であ

る。９２～９４は石核である。９２は剥離作業面が一面に集中している。腰岳産黒曜石である。９３・９４は剥

離作業面が一面に集中し，多方向から剥離を行う。自然面を多く残す。牟田産黒曜石である。９５～９７

は牟田産黒曜石の原石である。 （松田菜津子）

番号 器種 調査区 石種 長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�） 備考

７３ 石匙 � 安山岩 ３７．０ ５９．５ ６．０ １３．３８
７４ 石匙 � 安山岩 ２９．０ ５１．０ ６．０ ６．６０
７５ 石匙 � 安山岩 ６９．０ ８２．０ ７．０ ４５．０１
７６ 石匙 � 安山岩 ３２．５ ７９．０ ０．９ １４．３２
７７ 石匙 � 黒曜石 ２０．０ ３６．０ ２．０ ３．０６
７８ 石匙 � 黒曜石 １９．５ ２９．５ ７．０ ２．９９
７９ 石匙 � 黒曜石 １５．５ １８．５ ４．０ １．０５
８０ 石匙 � 黒曜石 １７．０ １５．０ ３．０ １．１０
８１ 石匙 � 黒曜石 ２３．５ ２９．０ ４．５ ２．６２
８２ 石匙 � 黒曜石 １３．０ １１．０ １．１ ０．２３
８３ 加工痕のある剥片 � 黒曜石 ３１．０ １２．０ ７．０ ２．０８
８４ 加工痕のある剥片 � 黒曜石 １１．０ ２１．０ ３．５ １．４０
８５ 加工痕のある剥片 � 赤チャート ２７．０ １９．０ ４．０ ２．２０
８６ 加工痕のある剥片 � 黒曜石 ２６．０ ２２．０ ８．０ ５．００
８７ 加工痕のある剥片 � 黒曜石 ５４．０ ３７．０ １１．０ １７．６０
８８ 加工痕のある剥片 � 黒曜石 ４０．０ ２４．０ ６．５ ６．７０
８９ 加工痕のある剥片 � 黒曜石 ４４．０ ２５．５ ５．０ ４．２２
９０ 加工痕のある剥片 � 黒曜石 ６５．０ ２１．０ ５．５ ８．０５
９１ 磨製石斧 	 頁岩 ９１．０ ４２．０ ２１．０ １２０．００
９２ 石核 � 黒曜石 ５６．８ ３３．５ １７．２ ４３．９９ 腰岳産
９３ 石核 � 黒曜石 ３０．０ ２８．０ ２４．０ ２３．３２ 牟田産
９４ 石核 � 黒曜石 ２０．９ ５２．９ ２６．９ ３８．７４ 牟田産
９５ 原石 � 黒曜石 ４６．４ ３５．５ １３．０ ２６．４９ 牟田産
９６ 原石 � 黒曜石 ５０．５ ３９．５ ３０．４ ７３．２３ 牟田産
９７ 原石 � 黒曜石 ４９．８ ３９．８ ２１．１ ４４．６２ 牟田産

第３３表 遺物観察表（石匙・加工痕のある剥片・その他の石器）
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第７９図 石匙・加工痕のある剥片（７３～７６はＳ＝１／２，７７～８５はＳ＝２／３）
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（３） 弥生時代の遺物（第８１図 第３４表 図版２７）

１～１４は甕である。１・２は口縁部が逆「Ｌ」字状を呈する。口縁下に断面が三角形の突帯を一条

巡らせる。６は口縁部が残存し，内・外面の一部分に丹塗りを施す。１５～２５は壺である。１６は外面に

ハケを施した後ナデ調整を行う。１９～２１は断面が「Ｍ」字状の突帯を一条巡らせる。２０は外面に丹塗

りを施す。２４は内面に不定方向のハケを施す。２５は口縁部から頸部にかけ内湾する。２６～２８は高坏で

ある。２９は器種不明の遺物である。形態より縄文土器の可能性も考えられる。３０は磨製石斧である。

第８０図 加工痕のある剥片・その他石器（８６・８７はＳ＝２／３，８８～９７はＳ＝１／２）
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番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 調整 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 内面 外面
１ 甕 � 丘陵部 （２２．６） － ４．１ ナデ ナデ 灰褐色 黒褐色 やや精緻 長石・石英・雲母
２ 甕 � 西斜面部 （２１．４） － ３．３ ナデ ハケ／ナデ 橙色 黄橙色 やや精緻 長石・石英・雲母
３ 甕 � 西斜面部 （２６．６） － ４．１ ハケ／ナデ ナデ 灰褐色 橙色 やや精緻 長石・石英
４ 甕 � － （１４．６） － ３．７ ハケ／ナデ ナデ 橙色 橙色 やや精緻 長石・石英
５ 甕 � 西斜面部 － － ７．３ 調整不明 調整不明 灰黄褐色 にぶい黄橙色 精緻 長石・石英
６ 甕 � 西斜面部 － － １．３ 調整不明 ナデ 明赤褐色 橙色 精緻 長石・石英・砂粒 丹塗り
７ 甕 � 丘陵部 － － ２．７ 調整不明 調整不明 明褐色 にぶい褐色 やや精緻 長石・石英
８ 甕 � 西斜面部 － － ３．６ ナデ ハケ／ナデ 明褐灰色 灰白色 やや精緻 長石・石英
９ 甕 � 西斜面部 － － ３．９ ナデ ナデ 明赤褐色 明赤褐色 やや精緻 長石・石英
１０ 甕 � 西斜面部 － － ３．５ ナデ ナデ 灰褐色 灰褐色 やや精緻 長石・石英
１１ 甕 � 西斜面部 － － ２．８ ナデ ナデ にぶい橙色 灰白色 やや粗雑 長石・石英・黒曜石
１２ 甕 � 西斜面部 － （７．４） ２．２ ナデ 調整不明 明赤褐色 にぶい橙色 やや精緻 長石・石英
１３ 甕 � 西斜面部 － （８．０） ２．９ ナデ 調整不明 橙色 淡橙色 やや精緻 長石・石英
１４ 甕 � 丘陵部 － （８．８） ３．８ ナデ 調整不明 明赤褐色 黒褐色 精緻 長石・石英・玄武岩
１５ 壺 � － － － ２．８ ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 やや精緻 長石・石英・黒曜石
１６ 壺 � 西斜面部 － － ３．９ ハケ／ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 精緻 長石・石英・雲母・砂粒
１７ 壺 � 西斜面部 － － ４．７ ハケ／ナデ ハケ／ナデ 橙色 橙色 やや精緻 長石・石英
１８ 壺 � 西斜面部 － － ４．９ ナデ ナデ 橙色 橙色 やや精緻 長石・石英
１９ 壺 � 丘陵部 － － ４．０ ナデ 調整不明 橙色 にぶい橙色 やや精緻 長石・石英
２０ 壺 � － － － ３．７ ナデ 調整不明 明赤褐色 橙色 やや精緻 長石・石英 丹塗り
２１ 壺 � － － － ３．８ ナデ ナデ 明赤褐色 明赤褐色 やや精緻 長石・石英
２２ 壺 � 西斜面部 － － ８．１ 調整不明 調整不明 明赤褐色 灰褐色 やや精緻 長石・石英・黒曜石
２３ 壺 � 東部 － － ９．０ 調整不明 調整不明 明黄褐色 にぶい黄橙色 精緻 長石・石英
２４ 壺 � 西斜面部 － （６．４） ４．５ ハケ／ナデ ハケ 橙色 明赤褐色 精緻 長石・石英・黒色粒子
２５ 壺 � 丘陵部 － － ４．５ 調整不明 調整不明 黄橙色 にぶい橙色 やや精緻 長石・石英
２６ 高坏 � － － － ６．８ 調整不明 調整不明 黄橙色 黄橙色 やや精緻 赤色粒子・長石・石英・黒曜石
２７ 高坏 � 西斜面部 － － ４．３ 調整不明 調整不明 橙色 灰褐色 やや精緻 長石・石英・砂粒
２８ 高坏 � 丘陵部 － （７．８） １．８ ナデ ナデ 橙色 橙色 やや精緻 長石・石英
２９ 不明 � 丘陵部 － － ３．９ ナデ ナデ 明赤褐色 にぶい橙色 やや精緻 長石・石英
番号 器種 調査区 材質 最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） 重さ（�） 備考
３０ 磨製石斧 � 西斜面部 玄武岩 ４．３８ ６．４ １．６９ ６９．４

第８１図 弥生時代の遺物（１～２９はＳ＝１／４，３０はＳ＝１／３）

第３４表 遺物観察表（弥生時代の遺物）
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第３５表 遺物観察表（古墳時代・古代の遺物）

番号 種類 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 調整 色調 胎土口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面
１ 黒色土器 � � 西斜面部 － － １．３ 調整不明 調整不明 灰白色 灰白色 やや精緻 長石・石英
２ 須恵器 甕 � － － － ４．５ タタキ目 ナデ 褐灰色 褐灰色 精緻 長石・石英
番号 器種 器種 調査区 最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） 重さ（�） 備考
３ 石製品 紡錘車 � 丘陵部 ３．３ ４．２ ２．２ ７９．０ 滑石製

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 調整 色調 胎土口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面
１ 坏 � 丘陵部 （１２．０）（９．８） ２．４ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 やや精緻 砂粒
２ 坏 � － １０．８ ５．２ ２．５ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 明赤褐色 明赤褐色 精緻白色粒子・黒曜石
３ 坏 � － （１１．２）（５．０） ２．３ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 黄橙色 黄橙色 精緻 白色粒子
４ 坏 � － （１１．２） － ２．４ 回転ナデ 回転ナデ 黄橙色 黄橙色 精緻 白色粒子
５ 坏 � － （９．０） － ３．３ 回転ナデ 回転ナデ 明褐色 明褐色 精緻 白色粒子
６ 坏 � － － － ２．５ 調整不明 調整不明 明褐灰色 明褐灰色 精緻 長石・白色粒子
７ 小坏 � － （６．２） （４．２） １．９ 回転ナデ／回転ヘラ切 回転ナデ 明赤褐色 明赤褐色 やや精緻 長石・砂粒
８ 小皿 � － （９．６） （８．４） １．８ 回転ナデ／回転糸切／ナデ 回転ナデ 橙色 橙色 精緻 長石
９ 小皿 � － （７．４） ５．４ １．９ 回転ナデ／回転糸切 回転ナデ 明赤褐色 明赤褐色 やや精緻 砂粒

第３６表 遺物観察表（土師器�）

（４） 古墳時代・古代の遺物（第８２図 第３５表 図版２７）

１は底部が残存する黒色土器Ｂ類の�であ

る。２は胴部が残存する須恵器の甕である。

内面は不定方向にナデを施す。外面には平行

タタキを施した後，一部に斜め方向にもタタ

キ目を施す。３は滑石製の紡錘車である。穿

孔が施されず未製品と考えられる。

（５） 中世の遺物（第８３～９７図 第３６～４９表 図版２７～２９）

・土師器�

（第８３図 第３６表 図版２７）

１～６は坏である。１～３は底部に

回転糸切を施す。１は口縁部が外反し，

底部には面取りを行った痕跡が確認で

きる。２は立ち上がりが直線状を呈す

る。３・４は底部から僅かに内湾しな

がら立ち上がる。５は口縁部に厚みを

もつ。６は内・外面が明褐灰色，胎土

は黒色を呈する。７は小坏である。底

部は回転ヘラ切を施す。８・９は小皿

である。８は底部に回転糸切後，ナデ

調整を施す。ナデ調整により底部の一

部がへこむ。９は底部に回転糸切を施

す。立ち上がりは直線状を呈する。

・土師器�・瓦質土器・備前系陶器（第８４図 第３７表 図版２７）

１０～１７は捏鉢である。１０・１１は土師器，１２～１４は須恵器で東播磨系，１５～１７は瓦質土器である。１３

第８２図 古墳時代・古代の遺物
（１はＳ＝１／３，２・３はＳ＝１／４）

第８３図 土師器�（Ｓ＝１／３）
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は口縁部にオリーブ黒色の自然釉が確認できる。１７は口縁部と体部に色調差が確認できる。１８～２３は

擂鉢である。１８～２２は瓦質土器で周防系，１８は須恵質である。２３は備前産陶器である。擂目は２１が６

条，２２が８条一単位で施され，２３が５条確認できる。２４～３１は鉢である。２４～３０は土師器，３１は備前

産陶器である。２４は口縁部と体部の境にケズリを施す。３２は土師器の甕である。３３～３５は土師器の鍋

である。３６～４２は足鍋である。３６・３７は土師器，３８～４２は瓦質土器である。４０～４２は脚部が残存し全

面にケズリを施す。４３は土師器の風炉である。穿穴が確認できる。

番号 種類 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 調整 色調 胎土口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面
１０ 土師器 捏鉢 � － － － ５．０ ハケ／指頭圧痕 ハケ 灰白色 灰褐色 やや精緻 長石・石英
１１ 土師器 捏鉢 � － － － ３．５ ナデ ハケ／ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 やや精緻 長石・石英
１２ 須恵器 捏鉢 � － － － ２．１ ナデ ナデ 灰白色 灰白色 やや精緻 長石・石英
１３ 須恵器 捏鉢 � － － － ２．９ ナデ ナデ 灰色 灰色 やや精緻 長石・石英
１４ 須恵器 捏鉢 � 西斜面部 － － ２．８ ナデ ナデ 灰色 灰色 やや精緻 長石・石英
１５ 瓦質土器 捏鉢 � 西斜面部 － － ２．１ ハケ／ナデ ナデ 灰黄褐色 橙色 やや精緻 長石・石英
１６ 瓦質土器 捏鉢 � － － － ２．８ 回転ナデ ナデ 灰白色 灰白色 やや精緻 長石・石英
１７ 瓦質土器 捏鉢 � 西斜面部 － － ３．８ ナデ ナデ 灰白色 灰白色 やや精緻 長石
１８ 瓦質土器 擂鉢 � － － － ３．２ ナデ ハケ 褐灰色 褐灰色 やや精緻 長石・石英
１９ 瓦質土器 擂鉢 � － － － ３．３ ナデ ハケ／スリメ／ナデ 灰白色 灰白色 やや精緻 長石・石英・片岩
２０ 瓦質土器 擂鉢 � － － － ３．８ ナデ ハケ／ナデ 灰色 灰色 やや精緻 長石・石英
２１ 瓦質土器 擂鉢 � － － － ５．２ ナデ ハケ／スリメ／ナデ 灰白色 灰白色 やや精緻 長石・石英・片岩
２２ 瓦質土器 擂鉢 � 西斜面部 － － ５．３ ナデ／指頭圧痕 ハケ／スリメ／ナデ 褐灰色 褐灰色 やや精緻 長石・石英
２３ 陶器 擂鉢 � － － － ３．５ 回転ナデ 回転ナデ／スリメ 灰白色 灰白色 やや精緻 白色粒子
２４ 土師器 鉢 � － － － ３．７ ケズリ／ナデ 回転ナデ 橙色 橙色 やや精緻 長石・石英
２５ 土師器 鉢 � － － － ３．５ ナデ ナデ 黄橙色 黄橙色 やや精緻 長石・石英
２６ 土師器 鉢 � － － － ３．３ ケズリ／ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 やや精緻 長石・石英
２７ 土師器 鉢 � － － － １．９ 調整不明 調整不明 黄橙色 黄橙色 やや精緻 長石・石英
２８ 土師器 鉢 � － － － ２．２ ナデ ナデ 橙色 黒色 やや精緻 白色粒子
２９ 土師器 鉢 � － － － ３．３ ナデ ナデ 黄橙色 黄橙色 やや精緻 長石・石英
３０ 土師器 鉢 � 西斜面部 － － ２．９ ナデ／ケズリ 回転ナデ 浅黄橙色 灰白色 精緻 砂粒
３１ 陶器 鉢 � － － － ５．５ 回転ナデ 回転ナデ 褐灰色 褐灰色 やや精緻 長石・石英
３２ 土師器 甕 � 丘陵部 － － ３．８ 調整不明 ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 やや精緻 長石・石英
３３ 土師器 鍋 � 丘陵部 － － ４．２ ナデ／指頭圧痕 ハケ 褐色 黄褐色 やや精緻 長石・石英
３４ 土師器 鍋 � － － － ５．４ ナデ ハケ 褐色 浅黄橙色 やや精緻 長石・石英・片岩
３５ 土師器 鍋 � 西斜面部 － － ５．９ ナデ／指頭圧痕 ハケ 褐色 黄橙色 やや精緻 長石・石英
３６ 土師器 足鍋 � － － － ３．２ 調整不明 ナデ 明赤褐色 橙色 やや精緻 長石・片岩
３７ 土師器 足鍋 � － （１３．６） － ４．６ ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 やや精緻 長石・石英
３８ 瓦質土器 足鍋 � 西斜面部 － － ２．９ 格子目タタキ ハケ 橙色 淡橙色 やや精緻 長石・石英・片岩
３９ 瓦質土器 足鍋 � 西斜面部 － － ５．０ 格子目タタキ ハケ 橙色 橙色 やや精緻 長石・石英・片岩
４０ 瓦質土器 足鍋 � 西斜面部 － － ５．６ ケズリ － 褐灰色 － やや精緻 長石・石英・片岩
４１ 瓦質土器 足鍋 � 西斜面部 － － ３．６ ケズリ － 黄橙色 － やや精緻 長石・石英・片岩
４２ 瓦質土器 足鍋 � 西斜面部 － － ４．５ ケズリ － 灰白色 － やや精緻 長石・石英・片岩
４３ 土師器 風炉 � － － － ３．８ 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色 精緻 白色粒子

第８４図 土師器�・瓦質土器・備前系陶器（Ｓ＝１／４）

第３７表 遺物観察表（土師器�・瓦質土器・備前系陶器）

－９８－



・龍泉窯系青磁（第８５・８６図 第３８表 図版２７）

４４～５９・６５～８８は椀である。４４は体部外面に片彫蓮弁文を施す。４５・４７～５０・５２・５５・５７は体部外

面に鎬蓮弁文を施す。４６は口縁部外面に厚く施釉する。体部内面に草花文を施す。５１は口縁部外面に

沈線を４条巡らし，体部には草花文を施す。５３は口縁部から体部上半が残存し，体部上半は厚く施釉

する。５４は貫入が内・外面に確認でき，内面は３条の沈線を施す。５８はヘラ先による細線蓮弁文を施

す。５９は口縁端部が薄く，外面に片彫蓮弁を施す。６５は口縁部が外反し，口縁端部がやや上方へ立ち

上がる。６８・６９は体部中位で屈曲し，口縁部は直口縁である。７０は口縁部が外反する。７１は内面に沈

線を３条施す。７２は外面に２条の沈線を施し，一部を丸く削る。７３・７５は口縁部から体部まで残存し，

口縁部は直口縁を呈する。外面には広弁の蓮弁文を施す。７４は口縁部が厚みを持ち内湾する。７７・７８

は見込みに花文を施す。畳付から高台内面にかけ露胎する。７９・８０は見込みに花文を施し，畳付から

高台内面にかけ露胎する。８１は全面に施釉する。８２は高台内面に胎土の付着が確認できる。高台内面

は一部に釉がかかる。８３は全面に施釉する。８４は高台中心部が突出しており，高台内面は露胎する。

貫入が確認できる。８５は見込みに幾何学花文を施し，高台内面は露胎する。８６・８７は外面に蓮弁文を

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面
４４ 椀 � 西斜面部 （１５．８） ５．８ ５．０ 暗オリーブ色 暗オリーブ色 精緻 �－ａ類
４５ 椀 � － （２１．７） － ２．９ 浅黄色 灰白色 精緻
４６ 椀 � － （１４．６） － ３．９ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
４７ 椀 � － （１９．８） － ３．２ 明オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻 黒色粒子 �－ｃ類
４８ 椀 � － （１４．６） － ５．７ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 やや精緻
４９ 椀 � － （２０．０） － ４．４ オリーブ灰色 灰白色 精緻 黒色粒子
５０ 椀 � － （１６．５） － ２．８ オリーブ灰色 灰白色 精緻
５１ 椀 � － （１８．９） － ３．０ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻 黒色粒子 Ｃ類
５２ 椀 � － （１５．０） － ２．３ オリーブ黄色 灰オリーブ色 精緻
５３ 椀 � － （１２．１） － １．２ オリーブ灰色 オリーブ灰色 やや精緻
５４ 椀 � － （１８．６） － ２．３ オリーブ黄色 オリーブ黄色 やや精緻 Ｃ類
５５ 椀 � － （１７．９） － ３．３ オリーブ黄色 オリーブ黄色 精緻 黒色粒子
５６ 椀 � － （１２．３） － １．９ オリーブ褐色 黄褐色 やや精緻
５７ 椀 � － （１５．７） － ３．４ オリーブ色 灰オリーブ色 精緻 黒色粒子
５８ 椀 � － （１５．２） － ３．３ 灰オリーブ色 灰色 精緻 Ｂ類
５９ 椀 � － （１７．５） － １．９ 浅黄色 灰白色 精緻 Ｂ類
６０ 坏 � － （１３．０） － １．１ 灰白色 灰白色 精緻
６１ 坏 � － （１１．５） － １．４ 明緑灰色 緑灰色 精緻 黒色粒子 Ｄ類
６２ 坏 � － （１１．６） － １．０ オリーブ灰色 オリーヴ灰色 やや精緻 Ｄ類
６３ 坏 � － （１３．８） － １．２ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻 黒色粒子
６４ 坏 � － （８．９） － １．４ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
６５ 椀 � － － － １．６ 緑灰色 緑灰色 精緻
６６ 椀 � － － － １．５ オリーブ黄色 灰オリーブ色 やや精緻
６７ 椀 � － － － ２．１ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
６８ 椀 � － － － ３．０ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻
６９ 椀 � － － － ２．５ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
７０ 椀 � － － － ４．９ オリーブ灰色 明オリーブ灰色 やや精緻 �類
７１ 椀 � － － － ２．０ オリーブ黄色 灰オリーブ色 精緻
７２ 椀 � － － － １．５ 灰オリーブ色 オリーブ色 精緻
７３ 椀 � － （１７．５） － ２．４ オリーブ黄色 オリーブ黄色 精緻
７４ 椀 � － － － ２．１ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
７５ 椀 � － － － ３．３ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
７６ 椀 � － － － ２．１ 灰オリーブ色 暗オリーブ色 精緻
７７ 椀 � － － （５．８） ２．０ にぶい橙色 灰オリーブ色 精緻 �類
７８ 椀 � － － － ２．５ 灰オリーブ色 オリーブ灰色 精緻 �類
７９ 椀 � － － （６．４） １．９ 灰色 オリーブ黄色 精緻 �類
８０ 椀 � － － － １．９ 灰オリーブ色 オリーブ灰色 精緻
８１ 椀 � － － （５．６） ３．５ 灰オリーブ色 灰白色 精緻 白色粒子
８２ 椀 � － － （６．０） ３．５ 緑灰色 灰オリーブ色 精緻
８３ 椀 � － － （６．４） １．９ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
８４ 椀 	 東部 － （４．７） ２．５ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻 黒色粒子 
類
８５ 椀 � － － （４．８） １．７ 暗オリーブ色 オリーブ色 精緻 �－ｃ類
８６ 椀 � － － （５．４） ２．９ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 やや精緻
８７ 椀 � － － （５．０） ４．９ 灰オリーブ色 オリーブ黄色 精緻 �類
８８ 椀 � － － － ２．３ 緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
８９ 香炉 � － － （７．６） ２．５ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
９０ 坏 � － （１３．０） － ２．２ オリーブ黄色 オリーブ黄色 精緻
９１ 坏 � － （９．０） － ０．８ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
９２ 坏 � － （１０．０） － １．４ 明オリーブ色 明オリーブ色 精緻 黒色粒子
９３ 坏 � － （１４．４） － ３．４ オリーブ灰色 灰白色 精緻
９４ 坏 � － （１４．５） － １．７ 明オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻
９５ 皿 � － － － １．９ オリーブ灰色 灰オリーブ色 精緻
９６ 皿 － － － － ２．０ 灰オリーブ色 オリーブ黄色 やや精緻

第３８表 遺物観察表（龍泉窯系青磁）

－９９－



44
45

46

48

50

52

54

56

58

61

64

68

73
74

75
76

77 78 79 80

69
70

71

72

66 6765

62 63

59

60

57

55

53

51

49

47

第８５図 龍泉窯系青磁�（Ｓ＝１／３）
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第８６図 龍泉窯系青磁�（Ｓ＝１／３）

施す。釉が厚く，貫入が確認できる。８８は高台の断面が細く，尖り気味である。全面に施釉し，畳付

は露胎する。８９は香炉である。６０～６４・９０～９４は坏である。６０～６４は口縁部が外反し，６４は口縁端部

がやや上方へ立ち上がる。９０は口縁部が外反し，口縁端部はやや凹面を呈する。９１は口縁部が大きく

外反する。９２～９４は口縁部が外反し，釉は厚くかかる。９５・９６は皿である。９５は口縁端部に輪花を有

し，口縁部内面に沈線を巡らせる。９６は見込みと体部内面の境に沈線を，体部内面には文様を施す。

・同安窯系青磁（第８７図 第３９表 図版２７）

９７～９９は椀である。９７は体部内面に沈線と

櫛目文を施し，立ち上がりはやや内湾する。

９８・９９は見込みと体部の境に段を施す。９８は

底部が厚く立ち上がりはやや内湾して開く。

体部外面に櫛目文を施す。９９は段が深く底部

外面を凸状に削り残す。高台まで施釉し，畳

付の釉は荒く削る。１００～１０２は皿である。１００

は見込みに浅い段をもち，体部中位から口縁

部にかけてやや外反する。１０１は体部外面に

幅広の縦櫛目文を施す。畳付と高台内面は露

胎する。１０２は見込みにジクザク点描文を描

く。底部は上げ底を呈する。

番号 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面

９７ 椀 � － － － ４．１ 灰オリーブ色 オリーブ黄色 精緻 黒色粒子 �類
９８ 椀 � － － （５．３） ２．６ 灰オリーブ色 灰黄色 やや精緻 黒色粒子 �類
９９ 椀 � － － （４．６） ２．４ オリーブ灰色 オリーブ灰色 やや精緻 白色粒子 �類
１００ 皿 � － （１１．０） － １．６ 灰色 灰色 精緻 黒色粒子 �類
１０１ 皿 � － － － １．９ にぶい黄色 オリーブ黄色 精緻 白色粒子 �類
１０２ 皿 � － － （６．８） ０．６ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 やや精緻 黒色粒子 �類

第８７図 同安窯系青磁（Ｓ＝１／３）

第３９表 遺物観察表（同安窯系青磁）
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第８８図 高麗青磁（Ｓ＝１／３）

第４０表 遺物観察表（高麗青磁）

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 色調 胎土口径 底径 器高 外面 内面
１０３ 椀 � － － － ２．８ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
１０４ 椀 � － － － ３．０ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
１０５ 椀 � － － － ２．２ 緑灰色 緑灰色 精緻
１０６ 椀 � － （９．４） － ２．０ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
１０７ 椀 � － － － ２．４ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
１０８ 椀 � － － （５．８） １．５ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻 白色粒子
１０９ 椀 � － － － １．９ 灰オリーブ色 オリーブ灰色 精緻
１１０ 椀 � － － （７．４） ２．１ 黄褐色 黄褐色 やや精緻
１１１ 椀 � － － （５．６） ２．１ にぶい黄橙色 オリーブ灰色 精緻
１１２ 椀 TP１ － － － ２．２ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
１１３ 椀 � － － （４．０） １．５ オリーブ灰色 灰オリーブ色 精緻

・高麗青磁（第８８図 第４０表 図版２８）

１０３～１１３は椀である。１０３は体部内面に沈線を施す。１０４・１０５は体部内面に象嵌で圏線を巡らせる。

１０６は口縁端部に丸みをもつ。１０７は体部外面に白化粧土がかかる。１０８は全面に貫入が確認できる。

１０９は畳付に砂が付着する。１１０は見込みに胎土目跡が残る。１１１は内・外面に白化粧土を施し，見込

みに段を有する。１１２は口縁部がやや上方に立ち上がる。１１３は畳付が露胎する。

・景徳鎮窯系青花（第８９図 第４１表 図版２８）

１１４・１１５は碗である。１１４は体部外面に梵字文を施文する。口縁部内面に一重圏線，体部と見込み

の境に二重圏線を巡らせる。１１５は口縁部から体部にかけ直線的な器形で，体部内面に施文する。１１６

第８９図 景徳鎮窯系青花（Ｓ＝１／３）

－１０２－



第４１表 遺物観察表（景徳鎮窯系青花）

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面
１１４ 碗 � － － － ２．８ 明オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻 黒色粒子
１１５ 碗 � － － － ２．３ 灰白色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
１１６ 皿 � － － － １．６ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子 Ｃ類
１１７ 皿 � － － － １．６ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子 Ｃ類
１１８ 皿 � － （１２．８） － １．６ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子 Ｂ類
１１９ 皿 � － － － ２．３ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子 Ｂ類
１２０ 皿 � － （１１．６） （６．０） ２．５ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
１２１ 皿 � － － － １．２ 明緑灰色 明緑灰色 やや精緻 黒色粒子
１２２ 皿 � － － － ０．８ 明緑灰色 灰白色 やや精緻 黒色粒子
１２３ 皿 � － － （７．０） １．１ 明オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻 黒色粒子
１２４ 皿 � － － （７．６） １．９ 明青灰色 明青灰色 精緻 黒色粒子
１２５ 皿 � － － （６．４） １．１ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
１２６ 皿 � － － － １．３ 明緑灰色 灰白色 精緻 黒色粒子
１２７ 皿 � － （１３．３） （９．０） ２．３ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
１２８ 皿 � － － （６．４） １．０ 明緑灰色 明青灰色 精緻 黒色粒子
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第９０図 福建省産青花（Ｓ＝１／３）

第４２表 遺物観察表（福建省産青花）

番号 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面

１２９ 碗 � － － － ４．２ 明オリーブ色 明オリーブ色 精緻 黒色粒子
１３０ 碗 � － － － １．６ 明オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻 黒色粒子
１３１ 碗 � － － ３．５ １．３ 浅黄色 明オリーブ灰色 やや精緻
１３２ 皿 � － － － １．０ 明オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻
１３３ 皿 � － － － １．２ 灰白色 灰白色 やや精緻
１３４ 皿 � － － － ０．５ 灰白色 浅黄色 精緻 黒色粒子

～１２８は皿である。１１６は見込みに草花文，体部外面には芭蕉葉紋を施す。１１７は体部内面と見込みに

施文し，体部外面には芭蕉葉文を描く。底部は碁笥底を呈する。１１８は口縁部が大きく外反し，内・

外面ともに施文する。１１９は口縁部が外反する。見込みに花文，体部外面に唐草文を施す。１２０は口縁

部が外反し，体部外面には唐草文，見込みは草花文を施す。１２１は見込みに花文，体部外面にも僅か

に文様が確認できる。１２２は見込みに施文し，碁笥底が認められる。１２３は見込みと体部外面に施文す

る。１２４は見込みに草花文，体部外面に唐草文を施す。１２５は見込みに花文を施文する。１２６は見込み

に玉取獅子が僅かに確認できる。１２７・１２８は畳付に砂が付着する。

・福建省産青花（第９０図 第４２表 図版２８）

１２９～１３１は碗である。１２９は口縁部が外反する。口縁部内面に渦巻帯文を施し，見込みにも圏線を

巡らせる。体部外面中位に沈線を１条巡らせ，体部中位から体部下位に縦状の沈線を施す。１３０は口

縁部が外反し，釉が厚くかかる。外面に施文する。１３１は見込みと体部外面に圏線を巡らせる。体部

下半から高台にかけ露胎する。１３２～１３４は皿である。１３２は見込みに砂目跡が確認でき，二重圏線を

巡らせる。外面にも施文する。１３３は見込みに施文し，底部は碁笥底が認められる。１３４は見込みに人

物を施文する。

・青白磁（第９１図 第４３表 図版２８）

１３５～１４１は合子である。１３５は蓋である。型押しによる陽刻文様を施す。１３６～１４１は身である。１３６

は外面に縦方向の沈線を施す。１３７は体部外面下位まで施釉する。１３８は外面に型押しによる陽刻文様

を施す。１３９は体部外面下位まで施釉する。１４０は体部外面に沈線を巡らせる。釉は厚くかかる。１４１

は体部外面に縦状の沈線を施す。
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・白磁（第９２図 第４４表 図版２８）

１４２～１６３は椀である。１４２は口縁部から体部上位にかけ刷毛目が確認できる。１４３は小さな玉縁口縁

をもつ。１４４は玉縁口縁で露胎する。１４５～１４７は厚い玉縁口縁をもつ。１４８は直口縁で内面に貫入が確

認できる。１４９は口縁部が外反し，体部内面に沈線を施す。１５０は体部と見込みの境に段を有し，口縁

部は外反する。体部外面に沈線を施す。１５１は体部内面に沈線を施す。口縁部に釉が厚くかかる。１５２

番号 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面

１３５ 合子 �� － （６．２） － １．５ 灰白色 灰白色 精緻
１３６ 合子 � － － － １．３ 灰白色 灰白色 精緻
１３７ 合子 � － ５．７ （５．４） １．６ 灰白色 灰白色 精緻
１３８ 合子 � － （５．９） － １．９ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
１３９ 合子 � － － （４．８） １．６ 灰白色／橙色 灰白色 精緻
１４０ 合子 � － － － １．６ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
１４１ 合子 � － － － １．１ 灰白色 灰白色 精緻

第９１図 青白磁（Ｓ＝１／２）

第４３表 遺物観察表（青白磁）

第９２図 白磁（Ｓ＝１／３）
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第４４表 遺物観察表（白磁）

番号 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面

１４２ 椀 � － （１４．８） － ３．１ 灰白色 灰白色 精緻
１４３ 椀 � － － － １．８ 灰白色 灰白色 精緻
１４４ 椀 � － － － １．１ 灰白色 灰白色 精緻
１４５ 椀 � － （１５．１） － ２．６ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 �類
１４６ 椀 � － （１６．５） － ２．３ 灰白色 灰白色 精緻 �類
１４７ 椀 � － － － １．９ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精緻 �類
１４８ 椀 � － － － ２．３ 灰白色 灰オリーブ色 精緻
１４９ 椀 � － （１０．０） － １．９ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
１５０ 椀 � － － － ５．８ 灰白色 灰色 精緻 黒色粒子 �類
１５１ 椀 � － （１１．５） － ２．０ 灰白色 灰白色 やや精緻 黒色粒子 �類
１５２ 椀 � － － － １．８ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻 黒色粒子
１５３ 椀 � － （１２．６） － ３．８ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
１５４ 椀 � － （８．４） － ２．５ 灰白色 灰白色 精緻 �類
１５５ 椀 � － － （３．０） １．８ 灰白色 灰白色 精緻 �類
１５６ 椀 � － － （５．６） ２．９ 灰白色 灰白色 精緻
１５７ 椀 � － － （６．４） ２．６ 灰白色 灰白色 精緻 �類
１５８ 椀 � － － （５．２） ３．６ 灰白色 灰白色 精緻 	類
１５９ 椀 � － － （６．４） ２．１ 灰白色 灰白色 精緻 	類
１６０ 椀 � － － （６．０） ３．６ 浅黄色 灰白色 やや精緻
１６１ 椀 � － － （６．２） ２．３ 灰白色 灰白色 精緻
１６２ 椀 � － － （５．２） ２．０ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
１６３ 椀 � － － （５．０） １．０ 灰白色 浅黄色 精緻
１６４ 皿 � － － （５．６） ０．７ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
１６５ 皿 � － － （６．６） ３．４ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
１６６ 皿 � － （９．４） － １．７ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 �類
１６７ 皿 � － － （９．０） １．１ 明オリーブ色 にぶい褐色 精緻 白色粒子 �類
１６８ 瓶 � － （６．８） － １．３ 灰白色 灰白色 精緻
１６９ 瓶 � － （６．０） － １．２ 明オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻 黒色粒子

は直口縁を呈し，口縁部の釉が一部剥ぎ取られる。１５３は口縁部に厚みがあり，口禿げを呈する。体

部内面には沈線を施す。１５４は口縁部が口禿げを呈する。体部外面下位は露胎する。１５５は高台内面の

削りが浅く，高台に厚みをもつ。外面は露胎する。１５６は内・外面に貫入が確認でき，体部外面下位

から底部にかけ露胎する。１５７は高台内面の削りが浅く，高台に厚みをもつ。見込みと体部の境に沈

線を施す。１５８・１５９は高台の断面が薄く高さがある。見込みに櫛目文を施す。１６０・１６１は見込みに釉

剥ぎを施す。１６２は見込みと体部の境に段を有する。１６３は内面に施釉し，外面は露胎する。１６４～１６７

は皿である。１６４・１６５は底部が平底を呈する。１６５は口縁部が口禿げを呈し，全面に施釉する。１６６は

口縁部が口禿げを呈する。底部は平底を呈する。１６７は底部が上げ底を呈し，外面は露胎する。１６８・

１６９は瓶である。１６８は口縁端部を摘み上げる。１６９は口縁部が外反し厚みをもつ。

・高麗陶磁器（第９３図 第４５表 図版２８）

１７０～１８１は椀である。１７０・１７１は口縁部が外反する。１７１・１７２は内・外面に象嵌を施す。１７３は体

部内面に象嵌で三重圏線を施す。１７４は見込みに胎土目跡が確認できる。１７５は見込みに砂目跡が確認

できる。１７６・１７９は見込みに菊花文，周囲は蓮珠文を象嵌で施す。１７７は見込みに蓮弁文と草花文を，

内・外面には密に菊文を象嵌で施す。１７８は外面に縦状の沈線を施す。１８０は見込みと体部の境に沈線

を施し，外面は露胎する。１８１は見込みに如意頭文を象嵌で施す。１８２～１８６は皿である。１８２は口縁部

が直口縁を呈し，見込みに象嵌を施す。１８３は黒白象嵌を施す。１８４は体部外面に蓮弁文を象嵌で施す。

１８５は外面に蓮珠文を象嵌で施す。１８６は内・外面に象嵌を施す。１８７は合子である。１８８は蓋である。

菊花文を象嵌で施す。１８９～１９５は高麗陶器の壺である。１８９は口縁部が残存し，回転ナデを施す。１９０・

１９１は外面にナデ消し後格子目タタキを施す。１９３～１９５は底部が残存する。

・朝鮮王朝陶器（第９４図 第４６表 図版２８）

１９６～２０７は碗である。１９６は内面に蓮弁文を象嵌で施す。１９７は体部内面に花文を象嵌で施す。底部

の形が六角形ないし八角形である。１９８は口縁部に二重圏線を象嵌で施す。１９９は口縁部が直口縁を呈

し，端部がやや尖る。２００は体部内面に黒白象嵌を施し，体部外面に二重圏線を象嵌で表す。体部は
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やや内湾する。２０１・２０２は見込みに砂目跡が確認できる。２０３～２０５は底部が残存し，全面に施釉する。

２０６は白土による胎土目跡が確認できる。２０７は見込みに二重圏線と如意頭文を象嵌で施す。２０８は杯

である。口縁部は外反し，体部内面には菊文帯を巡らせる。 （松田菜津子 福永祐馬）

番号 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 色調

胎土 備考
口径 底径 器高 外面 内面

１７０ 椀 � － － － ３．０ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
１７１ 椀 � － － － １．５ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
１７２ 椀 � － － － ２．５ 灰色 灰オリーブ色 精緻
１７３ 椀 � － － － ２．６ にぶい黄色 オリーブ黄色 精緻
１７４ 椀 � － － （３．８） １．２ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻 白色粒子
１７５ 椀 � － － － １．６ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子・白色粒子
１７６ 椀 � － － （５．４） １．３ 灰オリーブ色 灰白色 精緻
１７７ 椀 � － － （５．０） ３．２ 灰色 灰オリーブ色 精緻 白色粒子
１７８ 椀 � － － （５．６） ２．５ 黄褐色 黄褐色 精緻 白色粒子
１７９ 椀 � － － （５．２） １．７ 灰色 灰白色 精緻 白色粒子
１８０ 椀 � － － （５．０） ２．２ 灰白色 明オリーブ灰色 精緻
１８１ 椀 TP３ － － － １．６ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
１８２ 皿 � － － － １．６ 黒褐色 黒褐色 精緻
１８３ 皿 � － － － １．１ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
１８４ 皿 � － － － １．４ 灰オリーブ色 オリーブ黄色 精緻
１８５ 皿 � － － － １．４ 灰白色 にぶい黄橙色 精緻 白色粒子
１８６ 皿 � － － － １．７ 灰白色 灰オリーブ色 精緻
１８７ 合子 � － － － １．６ 灰オリーブ色 オリーブ灰色 精緻
１８８ 蓋 � － － － ０．５ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻

番号 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 調整 色調

胎土
口径 底径 器高 外面 内面 内面 外面

１８９ 壺 � － － － ２．１ 回転ナデ 回転ナデ 緑灰色 緑灰色 やや精緻
１９０ 壺 � － － － ３．０ 格子目タタキ 格子目タタキ 灰色 にぶい黄褐色 やや精緻
１９１ 壺 � － － － ５．２ 格子目タタキ／回転ナデ 回転ナデ 青灰色 青灰色 やや精緻 白色粒子
１９２ 壺 � － － － ３．７ 格子目タタキ／回転ナデ 回転ナデ 青灰色 青灰色 やや精緻 白色粒子
１９３ 壺 � － － （３．４） ０．９ 回転ナデ 回転ナデ／タタキ 灰色 灰黄色 やや精緻
１９４ 壺 � － － － ０．７ 回転ナデ 回転ナデ 灰色 灰黄色 やや精緻 黒色粒子・白色粒子

１９５ 壺 � － － － １．７ 調整不明 回転ナデ 暗オリーブ色 暗緑灰色 やや精緻

第９３図 高麗陶磁器（Ｓ＝１／３）

第４５表 遺物観察表（高麗陶磁器）
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・滑石製石鍋，滑石製石鍋二次加工品（第９５図 第４７表 図版２９）

２０９は外面に縦位，内面に斜位のノミ痕を施す。体部には円形の穿孔を施す。２１０は縦位のノミ痕を

施し，外面はススの付着が確認できる。２１１～２１３は口縁部から体部上半まで残存する鍔付型の石鍋で

番号 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 胎土

胎土
口径 底径 器高 外面 内面

１９６ 碗 � － － － ２．１ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
１９７ 碗 � － － － ４．０ オリーブ灰色 暗オリーブ色 精緻 白色粒子
１９８ 碗 � － － － ２．５ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
１９９ 碗 � － － － ３．０ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻 白色粒子
２００ 碗 � － － － ２．０ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
２０１ 碗 � － － ５．０ １．６ 淡黄色 淡黄色 精緻
２０２ 碗 � － － （４．２） １．８ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
２０３ 碗 � － － （６．０） １．６ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻
２０４ 碗 � － － （４．８） １．３ 灰白色 浅黄色 精緻
２０５ 碗 � － － （６．４） １．６ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻 白色粒子
２０６ 碗 � － － ５．８ １．６ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻 長石
２０７ 碗 � － － － １．０ 灰オリーブ色 灰色 精緻
２０８ 杯 － － － － １．２ 灰白色 灰オリーブ色 精緻

第９４図 朝鮮王朝陶器（Ｓ＝１／３）

第４６表 遺物観察表（朝鮮王朝陶器）

第９５図 滑石製石鍋・滑石製石鍋二次加工品（Ｓ＝１／３）
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ある。２１１は鍔から体部上半までススの付着が確認できる。２１４・２１５は底部が残存する。外面はスス

の付着が確認できる。２１６～２２３は二次加工品である。２１６は縦耳型の石鍋の器壁に，横位にノミによ

る調整を施す。２１７はノミ状工具を用いて内底を削り，外底は平底に形成し，容器への転用が考えら

れる。２１８は上下面にノミによる調整を施す。２１９は縦耳型の石鍋の把手部で，石鍋の内面と両側面に

ノミによる調整を施す。把手部は上面から，三角形の切り込みをノミによって施す。２２０・２２１は上下

面，一側面にノミによる調整を施す。２２１は断面の形状より，皿への転用が考えられる。２２２は鍔付型

の石鍋の二次加工品で，口唇部と外面はススの付着が確認できる。二次加工は体部中位と，口縁部内

面に認められる。２２３は石鍋の体部を用いたと考えられ，内外面，両側面，上面に二次加工を施す。

また，上面の２箇所に円形の穿孔の痕跡が認められる。 （江上正高）

・その他の陶器・貿易陶磁器（第９６図 第４８表）

２２４は産地不明の壺の口縁部である。口縁部外面と口縁部内面から体部内面上位にかけ白土が僅か

に確認できる。２２５は甕の口縁部で全面に施釉する。口縁端部は二又に分かれる。２２６は陶器の把手で

全面に施釉する。外面に沈線を２条施す。２２７は壺の底部である。平底を呈し，内・外面共に回転ナ

デを施す。２２８は産地不明の底部である。全面ににぶい黄色の釉を施す。２２９は瀬戸美濃産の折縁皿で

ある。

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 把手部 調整 スス
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

２０９ 石鍋 � 丘陵部 － － ６．１ 縦耳型 ノミ痕 ノミ痕 ○ －
２１０ 石鍋 � 西斜面部 （１７．０） － ４．８ 鍔付型 ノミ痕／使用擦過 ノミ痕 ○ －
２１１ 石鍋 � － － － ４．６ 鍔付型 － 使用擦過 ○ －
２１２ 石鍋 � － － － ３．８ 不明 使用擦過 － ○ －
２１３ 石鍋 � 西斜面部 － － ３．４ 鍔付型 使用擦過 ノミ痕 － －
２１４ 石鍋 � 丘陵部 － － ２．３ 不明 － 使用擦過 ○ －
２１５ 石鍋 � 丘陵部 － － ３．４ 不明 使用擦過 使用擦過 ○ －

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 重さ（�） 調整 スス
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

２１７ 二次加工品 � － （７．４） （７．０） １．４５ １５．９ ノミ痕 ノミ痕 ○ －

番号 器種 調査区 法量 備考
最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） 重さ（�）

２１６ 二次加工品 � 丘陵部 １０．３ ８．５ ３．８ ６１４．０
２１８ 二次加工品 � 丘陵部 ４．７ ３．５ １．５ ２７．４
２１９ 二次加工品 � 西斜面部 ５．０ ３．５ ４．１ １０７．０ バレン状石製品の未製品か。
２２０ 二次加工品 � 西斜面部 ７．１ ３．６ １．８ ７４．１
２２１ 二次加工品 � 丘陵部 ８．８ ５．０ ９．０ ４８．８ 石皿か。
２２２ 二次加工品 � 丘陵部 ３．７ ５．６ １．８ ５２．０ 鍔付型
２２３ 二次加工品 � － ５．４ ３．７ ２．５ ６９．５

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面
２２４ 陶器壺 � 西斜面部 － － ２．１ 黄橙色 黄橙色 やや精緻 白色粒子 産地不明施釉陶器
２２５ 陶器甕 � 西斜面部 － － ２．３ 灰色 灰色 やや精緻 白色粒子 産地不明施釉陶器
２２６ 陶器把手 � － － － ４．８ 灰褐色 灰褐色 やや精緻 白色粒子
２２７ 壺 � － － － ２．２ 黄橙色 黄橙色 やや精緻
２２８ 不明 � － － － ３．０ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻 越州窯系青磁か。
２２９ 陶器皿 � ー ー ー １．５ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻 瀬戸美濃産の折縁皿

第４７表 遺物観察表（滑石製石鍋・滑石製石鍋二次加工品）

第９６図 その他の陶器・貿易陶磁器（Ｓ＝１／３）

第４８表 遺物観察表（その他の陶器・貿易陶磁器）
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第４９表 遺物観察表（銭貨）

番号 種別 調査地区 最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） 重量（�）
２３０ 開元通寳 � － ２１．０ － １．０ ２．２４
２３１ 咸平元寳 � 丘陵部 ２４．０ － １．０ １．７０
２３２ 景徳元寳 � － ２４．０ － １．０ ３．４５

・銭貨（第９７図 第４９表）

銭貨は２９点出土し，渡来銭は３点

確認できた。２３０は唐銭の開元通寳

である。６２１年に初鋳される。２３１は

北宋銭の咸平元寶である。９９８年に

初鋳される。２３２は北宋銭の景徳元

寶である。１００４年に初鋳される。

（６） 近世の遺物（第９８～１０４図 第５０～５４表 図版２９）

・国産磁器（第９８・９９図 第５０表）

１～２４は碗である。１は口縁部内面に融着痕が確認でき，見込みには砂目跡が認められる。２は直

口縁を呈し，口縁部から体部にかけ凹みが確認できる。３は見込みに五弁花文のコンニャク印判を，

高台内面に崩れた渦福銘を施す。４は口縁部が直口縁を呈し，外面に鶴と亀を施文する。５は筒形碗

で外面に鉄釉を施す。６は口縁端部が角状を呈し，口禿げを施す。７は薄手の端反碗である。１０は口

縁部が，１１は断面が厚く内湾する。貫入が確認できる。１２は灰黄色の釉がかかり，貫入が確認できる。

１６は見込みに檜垣文を色絵で施す。１８は筒形碗で見込みに三方梅枝文，体部外面に蓮弁文を施す。２３

は畳付に砂の付着が確認できる。２５～３５は皿である。２６は型打成形の木瓜皿である。２７は見込みに花

文を色絵で施し，釉剥ぎを施す。２８・２９は見込みに蛇ノ目釉剥ぎと砂の付着が認められる。３０は高台

内面に籾殻の付着が確認できる。３１～３３は蛇ノ目凹高台が確認できる。３４は底部が碁笥底を呈する。

３６～３８は紅皿である。３６・３７は貝殻状に型押し成形する。３８は蛸唐草文を型押し成形で表す。３９は仏

飯具である。高台内面の削りが浅く露胎する。４０～４５は瓶である。４２は角瓶である。４５は底部が広い

仏花瓶である。４６は白磁の人形である。４７は火入である。４８は香炉である。口縁部に厚みをもつ。４９

～５１は蓋である。５２～５４は戸車である。５５～５７はハマである。５８はチャツである。

・国産陶器・瓦・墓石（第１００・１０１図 第５１・５２表 図版２９）

５９～８７は碗である。５９は見込みに胎土目跡が確認でき，高台は兜巾状を呈する。６０は内・外面にナ

デ調整を施す。６２はやや内湾しながら立ち上がり，口縁部は直口縁を呈する。６３は内面に白化粧土に

よる刷毛目文を施す。６４は内・外面に白化粧土による施文が確認できる。６５～６８は口縁部が直口縁を

呈し，断面は薄い。６９は内・外面に鉄釉を施したあと，藁灰釉を施す。７３は畳付に幅があり，外面は

露胎する。７４は見込みに胎土目跡が確認できる。高台内面は削り取り，中央部が突出する。７５は見込

みに象嵌を施し，胎土目跡が確認できる。高台内面まで施釉する。７６は高台内面に砂の付着が確認で

第９７図 銭貨（Ｓ＝１／１）
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第９８図 国産磁器�（Ｓ＝１／３）
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きる。外面に沈線を３条巡らせる。７７は見込みに砂目跡が確認でき，畳付に砂の付着が認められる。

７８は内面と体部下位にかけ鉄釉を施す。畳付の幅は狭く，高台の断面は薄い。７９は見込みと体部の境

に段を有する。見込みの釉が一部剥ぎ取られる。重ね積みの跡と考えられる。高台内面に砂の付着が

認められる。８１は体部下位から屈曲し立ち上がる。高台内面は露胎する。８５は白土で施文し，見込み

に砂目跡が確認できる。８８～１０５は皿である。８８は口縁部が外反し，見込みに砂目跡が確認できる。

体部外面下位まで施釉する。９２は体部上位で「く」の字形に屈曲する。９５はやや内湾気味に開き，体

部外面中位まで施釉する。１０１は高台が兜巾高台を呈する。見込みに砂目跡が確認でき，畳付に砂が

付着する。１０６～１０９は瓶である。１０６・１０７は口縁部，１０８・１０９は底部である。１１０は受皿のつく灯火

皿である。１１１～１１８は鉢である。１１１・１１３は口縁部が玉縁状を呈する。外面は白化粧土による刷毛目

を施す。１１４は口縁部が「く」の字状を呈する。１１９～１２１は擂鉢である。１２０は口縁端部に内側への突

出が見られる。口縁部内面には波状の櫛目が施される。１２１は８条一単位の擂目をもち，底部は平底

を呈する。１２２～１２６は壺である。１２４は同心円文の当て具痕が僅かに確認できる。１２７・１２８は甕であ

る。１２７は�・�・�区で出土し接合した。口縁部は外反し，体部外面には段を有する。１２８は口縁部

上面に貝目が認められる。１２９は火入である。１３０は香炉である。外面は露胎である。１３１は水指であ

る。外面に施文する。１３２～１３５は土瓶である。１３６は土鍋である。口縁部から「く」の字に屈曲し，

把手がつく。１３７は蓋である。１３８～１４１は瓦である。１３８は唐草文を有する軒平瓦である。１３９は軒平

瓦で文字銘が入るが明確でないため解読できない。１４０・１４１は丸瓦である。１４２は墓石で現代の石垣

に転用される。表面に文字が彫られているが，風化により明確でないため解読できない。

第９９図 国産磁器�（Ｓ＝１／３）
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第１０１図 国産陶器・瓦・墓石②（１０６～１４１はＳ＝１／３，１４２はＳ＝１／８）
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番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面
１ 碗 � － （１１．０）（６．０） ５．９ 明オリーブ色 灰白色 精緻 黒色粒子
２ 碗 � － ７．３ ３．１ ５．３ 灰白色 明緑灰色 精緻
３ 碗 � － （１１．４）（４．４） ６．４ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子 �期
４ 碗 � － （１１．１） － ５．０ 灰白色 灰白色 精緻 �期
５ 碗 � － （６．２） － ５．１ にぶい赤褐色 灰白色 精緻 鉄釉
６ 碗 � － － － ３．９ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
７ 碗 � － － － ３．７ 青灰色 灰白色 精緻 黒色粒子 �期
８ 碗 � － － － ３．７ 明青灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
９ 碗 � － ８．１ ３．５ ３．９ 灰白色 灰白色 精緻 小碗
１０ 碗 � － （１１．５） － ３．２ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
１１ 碗 � － － － ２．３ オリーブ灰色 オリーブ灰色 精緻
１２ 碗 � － （１２．３） － ３．４ 灰黄色 灰黄色 精緻
１３ 碗 � － － － ２．８ 灰白色 明緑灰色 精緻
１４ 碗 � － － － ２．７ 灰白色 灰白色 精緻
１５ 碗 � － － － ２．０ 淡黄色 灰白色 やや精緻
１６ 碗 � － － － １．２ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 色絵
１７ 碗 � － － （６．０） ２．７ 明緑灰色 灰白色 精緻 黒色粒子
１８ 碗 � － － （４．６） １．４ 灰白色 灰白色 やや精緻 �期 筒形碗
１９ 碗 � － － － ２．０ 淡黄色 淡黄色 やや精緻
２０ 碗 � － － － ２．５ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
２１ 碗 � － － ３．２ ２．２ 灰白色 灰白色 精緻
２２ 碗 � － － （２．９） １．２ 灰白色 灰白色 やや精緻 小碗
２３ 碗 � － － （３．８） ３．２ 明緑灰色 明オリーブ灰色 精緻
２４ 碗 � － － ２．９ １．６ 灰白色 灰白色 精緻 小碗
２５ 皿 � － － － １．３ 灰白色 明緑灰色 やや精緻
２６ 皿 � － （１０．０）（５．８） １．７ 淡黄色 浅黄色 精緻 黒色粒子 木瓜形
２７ 皿 	 － （９．４） （４．３） ２．７ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 小皿 �期
２８ 皿 � － （９．３） （４．８） ２．８ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子 小皿 �期
２９ 皿 � － １２．３ ４．４ ４．０ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 五寸皿 �期
３０ 皿 � － － － １．１ 明緑灰色 灰色 精緻 黒色粒子 
期
３１ 皿 � － － （９．５） ２．２ 灰白色 明緑灰色 精緻
３２ 皿 � － － （８．３） １．８ 灰白色 灰白色 精緻
３３ 皿 � － － （８．２） ２．７ 灰白色 灰白色 精緻 �期
３４ 皿 � － － － ０．９ 灰白色 明緑灰色 精緻
３５ 皿 � － － － ２．１ 明緑灰色 明緑灰色 精緻
３６ 紅皿 � － （４．６） １．４ １．４ 灰白色 灰白色 精緻
３７ 紅皿 � － （４．３） １．４ １．８ 明緑灰色 灰白色 精緻 黒色粒子
３８ 紅皿 � － （６．０） － １．４ 灰白色 灰白色 精緻 １８５０年～
３９ 仏飯器 � － － ４．２ ２．６ 灰白色 － 精緻 �期
４０ 瓶 � － － － １．９ 明緑灰色 灰白色 精緻 黒色粒子
４１ 瓶 � － － （２．４） ２．４ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子
４２ 瓶 TP５ － － － ２．３ 灰白色 灰白色 精緻 角瓶
４３ 瓶 � － － （３．４） ３．７ 灰白色 灰白色 精緻 �期
４４ 瓶 � － － （３．３） ２．５ 明緑灰色 明緑灰色 精緻
４５ 瓶 � － － （５．４） ２．０ 明緑灰色 灰白色 精緻 黒色粒子 仏花瓶
４６ 人形 � － － － ３．１ 灰白色 － 精緻
４７ 火入 � － － － ５．１ 明緑灰色 明緑灰色 精緻
４８ 香炉 � － （１０．８） － １．８ 明オリーブ灰色 灰白色 精緻 黒色粒子
４９ 蓋 � － － － １．２ 明青灰色 灰白色 精緻 黒色粒子
５０ 蓋 � － － － ３．３ オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻
５１ 蓋 � － － － １．４ 明緑灰色 明緑灰色 精緻 黒色粒子
５２ 窯道具 � － － － １．７ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精緻 黒色粒子 戸車
５３ 窯道具 � － － － １．２ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 戸車
５４ 窯道具 � － － － ０．８ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 戸車
５５ 窯道具 	 － － － ０．９ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 ハマ
５６ 窯道具 � － － － １．４ 灰白色 浅黄色 やや精緻 黒色粒子 ハマ
５７ 窯道具 � － － － ２．４ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 ハマ
５８ 窯道具 � － － － ２．８ 灰白色 灰白色 精緻 黒色粒子 チャツ

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面
５９ 碗 � － （１２．６）（５．０） ３．４ 灰黄色 オリーブ褐色 精緻 白色粒子 �－２期
６０ 碗 � － （１２．４） － ３．７ にぶい黄橙色 浅黄色 精緻
６１ 碗 � － （１６．０） － ２．２ 黄灰色 黄灰色 精緻
６２ 碗 � － － － ３．７ オリーブ黄色 オリーブ黄色 精緻 
期
６３ 碗 � － － － ３．５ 褐灰色 灰黄褐色 精緻 白色粒子 
期
６４ 碗 � － － － ２．７ にぶい黄褐色 にぶい黄色 精緻 
期
６５ 碗 � － － － ３．０ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻 �期
６６ 碗 � － － － ４．２ 灰白色 灰黄色 精緻 �期
６７ 碗 � － － － ３．８ 淡黄色 浅黄色 精緻 �期
６８ 碗 � － － － ２．３ 浅黄色 灰白色 精緻 �期
６９ 碗 � － － － ３．２ 黒褐色 黒褐色 精緻
７０ 碗 � － － － ３．１ 灰白色 灰オリーブ色 精緻
７１ 碗 � － － － ３．４ 浅黄色 浅黄色 精緻
７２ 碗 � － － － ３．８ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精緻
７３ 碗 � － － － １．１ 浅黄色 灰白色 精緻 白色粒子 �－１期
７４ 碗 � 丘陵部 － （４．９） １．９ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 精緻 �期
７５ 碗 � 西斜面部 － （４．６） ２．０ にぶい黄褐色 褐灰色 精緻 
期
７６ 碗 � － － － １．９ 灰オリーブ色 オリーブ灰色 精緻 
期
７７ 碗 � － － （４．２） １．６ オリーブ黄色 オリーブ灰色 やや精緻 
期

第５０表 遺物観察表（国産磁器）

第５１表 遺物観察表（国産陶器・瓦・墓石�）
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・金属器（第１０２・１０３図 第５３表）

１４３～１５７は寛永通寶である。本遺跡から銭貨は３６枚出土しており，そのうち寛永通寶は１５枚，約４０％

を占める。寛永通寶を寛永１３年（１６３６）公鋳された古寛永，寛文８年（１６６８）から江戸亀戸で鋳造さ

れた文践，元禄１０年（１６９７）に鋳造された新寛永に大別すると，古寛永４枚，文践１枚，新寛永６枚

に分けられる。残る４枚については付着物等により判読が不可能であった。１４６は背面の左部分に線

が入るが，明確でなく位置も不安定であることから製造工程についたものと考えられる。１４７は文践

で通字の頭が「コ」を呈する。１５２・１５３は背面に「元」字を有し，大阪高津で鋳造されたものである。

１５８～１６５は羅宇キセルである。分類は古泉弘氏（『江戸文化の考古学』２０００）の分類をもとに行った。

番号 器種 調査区 法量（�）（ ）は復元径 色調 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面
７８ 碗 ��� － － （４．１） ２．２ 灰白色 暗灰黄色 精緻 �期
７９ 碗 � － － （５．８） ３．２ オリーブ灰色 明オリーブ灰色 精緻 白色粒子 �期
８０ 碗 � － － （４．０） １．９ 暗赤褐色 黒褐色 精緻
８１ 碗 � － － （５．０） １．７ にぶい黄橙色 浅黄色 精緻 �期
８２ 碗 � － － ４．２ １．６ にぶい黄橙色 黒褐色 やや粗雑
８３ 碗 � － － － ２．１ 灰オリーブ色 灰白色 やや精緻
８４ 碗 � － － ５．６ ２．８ 浅黄色 浅黄色 やや精緻
８５ 碗 � － － （６．２） ２．１ 淡黄色 暗赤褐色 精緻
８６ 碗 � － － （４．８） ２．０ にぶい黄色 にぶい黄褐色 精緻
８７ 碗 � － － － ４．０ 褐色 灰褐色 やや精緻
８８ 皿 � － １３．０ ４．４ ４．５ にぶい赤褐色 灰白色 精緻 	期 灰釉
８９ 皿 � － （１２．２）（４．２） ３．２ 灰白色 灰オリーブ色 精緻 黒色粒子
９０ 皿 � － （１４．２） － １．４ 浅黄色 灰白色 精緻
９１ 皿 � － （９．６） （４．２） ３．０ 赤褐色 暗赤色 精緻
９２ 皿 � － － － ２．３ にぶい黄橙色 オリーブ黄色 精緻 
期
９３ 皿 � － － － ２．２ オリーブ黄色 オリーブ黄色 精緻 �期
９４ 皿 � － － － ２．０ オリーブ黄色 オリーブ黄色 精緻
９５ 皿 � － － － ２．４ にぶい黄褐色 オリーブ褐色 やや精緻 �期
９６ 皿 � － － － １．７ 灰白色 灰オリーブ色 精緻
９７ 皿 � － － － ２．２ 灰白色 灰白色 精緻 	期
９８ 皿 � 丘陵部 － － １．４ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精緻 黒色粒子
９９ 皿 � 丘陵部 － － １．６ 浅黄色 浅黄色 精緻 白色粒子
１００ 皿 � － － － ２．０ 灰白色 灰オリーブ 精緻
１０１ 皿 � － － （４．２） １．９ オリーブ黄色 オリーブ黄色 やや粗雑 	期
１０２ 皿 � － － － １．６ 暗褐色 黒色 精緻
１０３ 皿 � － － － １．１ オリーブ黄色 オリーブ黄色 やや精緻
１０４ 皿 � － － － １．０ にぶい黄色 灰黄色 やや精緻
１０５ 皿 � － － ８．８ ２．０ オリーブ黄色 灰オリーブ色 精緻
１０６ 瓶 � － － － １．８ 黒褐色 黒褐色 精緻 白色粒子
１０７ 瓶 � － － － １．７ 黄褐色 黄灰色 精緻
１０８ 瓶 � － － － ２．９ にぶい褐色 にぶい黄褐色 精緻
１０９ 瓶 � － － － ３．０ 赤黒色 暗褐色 精緻
１１０ 灯火具 � － ８．２ ３．８ ３．３ 灰赤色 灰赤色 粗雑 
・	期
１１１ 鉢 � － － － ３．１ にぶい橙色 黒褐色 精緻 �期
１１２ 鉢 � － － － ２．５ にぶい黄色 暗オリーブ色 やや精緻 白色粒子
１１３ 鉢 � － － － ４．９ 黒褐色 黒褐色 やや精緻 �期
１１４ 鉢 � － － － ２．７ オリーブ褐色 暗灰黄色 精緻 �期
１１５ 鉢 � － － － ４．６ 褐色 褐灰色 精緻
１１６ 鉢 � － － － ４．４ 灰色 灰黄色 やや精緻
１１７ 鉢 � － － － ２．５ 浅黄色 浅黄色 精緻 黒色粒子 胎土目
１１８ 鉢 � － － － ２．３ 暗オリーブ色 オリーブ色 やや粗雑
１１９ 擂鉢 � － － － ４．５ オリーブ黄色 にぶい黄色 やや精緻
１２０ 擂鉢 � － － － ２．０ 明黄褐色 黒褐色 やや精緻 	期
１２１ 擂鉢 � － － － ４．７ 灰オリーブ色 灰白色 やや粗雑 	期
１２２ 壺 � － － － １．９ にぶい黄色 にぶい黄色 精緻
１２３ 壺 � － － － ２．７ にぶい褐色 にぶい褐色 やや精緻
１２４ 壺 � － （１１．０） － ３．４ 黒褐色 黒褐色 やや粗雑
１２５ 壺 � － － － ３．２ 灰白色 灰白色 精緻 白色粒子
１２６ 壺 � － － － １．７ 褐灰色 褐灰色 精緻
１２７ 甕 � － － － ３．４ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精緻 白色粒子
１２８ 甕 ��� － － １４．０ ３．５ 暗赤灰色 灰赤色 やや精緻
１２９ 火入 � － － － ３．４ 灰オリーブ 灰オリーブ 精緻 １８ｃ～
１３０ 香炉 � － － － ２．２ 明赤褐色 灰白色 精緻 白色粒子
１３１ 水指 � － － － ２．１ 灰オリーブ オリーブ黄色 精緻 黒色粒子
１３２ 土瓶 � － － － ５．２ 黒褐色 にぶい褐色 精緻 白色粒子
１３３ 土瓶 � － － － ３．４ 黄灰色 灰色 やや精緻 
期
１３４ 土瓶 � － － ７．４ １．２ 暗赤褐色 明赤褐色 やや精緻 白色粒子
１３５ 土瓶 � － － － ０．９ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 やや精緻 白色粒子
１３６ 土鍋 � － － － ４．１ 赤黒色 暗赤褐色 精緻 白色粒子
１３７ 蓋 � － － ６．４ １．６ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 やや粗雑

番号 器種 調査区 法量 色調 胎土 備考最大長（�） 最大幅（�）最大厚（�）重さ（�） 外面 内面
１３８ 瓦 � ２．７ ６．５ １．７ ３９．７ 灰黄色 灰色 やや精緻 長石・砂粒
１３９ 瓦 � ３．２ ５．０ ２．３ ３２．９ 暗灰色 灰色 やや精緻 砂粒
１４０ 瓦 � ８．８ ６．９ ２．８ １１９．０ 灰色 黄灰色 精緻 砂粒
１４１ 瓦 � １１．０ ７．５ ３．８ １６８．０ 灰色 にぶい黄橙色 やや精緻 砂粒
１４２ 墓石 � ５８．０ １５．５ ９．７ － にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 －

第５２表 遺物観察表（国産陶器・瓦・墓石�）
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143 144 145 146 147

148 149 150 151 152

153 154 155 156 157

１５８～１６０は雁首である。１５８は補強帯があり，脂返しがやや湾曲している。１５９は補強帯が無く，脂返

しの湾曲が小さい。首部は六角形を呈する。１６１～１６５は吸口である。１６４・１６５は口付に近づくにつれ

上方に湾曲する。

第１０２図 金属器�（Ｓ＝１／１）
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158

164 165

159 160

161

162

163

166

180 181
182

183 184
185

186 187 188 189
190

191 192 193

167 168 169 170 171
172

173
174

175 176 177 178
179

・土錘（第１０４図 第５４表）

１６６～１９３は土錘である。縦長で断面円形を呈する。胎土及び焼成，形態より分類が可能である。１６６

～１７１は膨らむタイプである。１７２は径が大きく赤褐色を呈し，成形が整っている。１７３・１７４は細長い

タイプである。１７５～１７７は浅黄橙色を呈し，同じ胎土である。１７８は明赤褐色，１７９は焼成が良好であ

る。１８０・１８１は同じ胎土を示す。１８２・１８３は暗灰色を呈する。１８４～１９９は細く短いタイプである。１９０

～１９１は破片である。１９２は白色を呈する。１９３は破片である。 （松田菜津子 福永祐馬）

番号 種別 調査地区 最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） 重量（�） 備考
１４３ 寛永通寶 � 粘土層 ２５．０ － １．０ ３．５４ 古寛永
１４４ 寛永通寶 � 西斜面部 ２５．０ － １．０ ３．７０ 古寛永
１４５ 寛永通寶 � 丘陵部 ２４．５ － １．０ ３．５２ 古寛永
１４６ 寛永通寶 � 丘陵西斜面部 ２４．０ － １．０ ２．４７ 古寛永
１４７ 寛永通寶 � 丘陵西斜面部 ２５．０ － １．０ ２．３１ 文銭 正字背文 １６１８～
１４８ 寛永通寶 � 西斜面部 ２３．０ － １．０ ２．１０ 新寛永
１４９ 寛永通寶 � 丘陵西斜面部 ２３．０ － １．０以下 ２．１１ 新寛永
１５０ 寛永通寶 � － ２３．０ － １．０ ２．４５ 新寛永
１５１ 寛永通寶 � 西斜面部 ２３．０ － １．０ ２．７３ 新寛永
１５２ 寛永通寶 � － ２３．０ － １．０ ２．００ 新寛永 高津背元銭 １７４１～
１５３ 寛永通寶 � － ２２．０ － １．０ １．８５ 新寛永 高津背元銭 １７４１～
１５４ 寛永通寶 � 丘陵西斜面部 ２５．０ － １．０ ２．６７
１５５ 寛永通寶 � 丘陵部 ２３．０ － ３．０ ３．３７
１５６ 寛永通寶 � 西斜面部 ２２．０ － １．０以下 １５．７０
１５７ 寛永通寶 � － ２１．５ － １．０以下 １．４６
１５８ 羅宇キセル � 丘陵部 ３９．０ １４．０ － － �類
１５９ 羅宇キセル � 西斜面部 ４５．０ １３．０ － － �類 雁首，一部六角形
１６０ 羅宇キセル � － ３７．０ １５．０ － －
１６１ 羅宇キセル � 西斜面部 ５１．５ １．０ － －
１６２ 羅宇キセル � 丘陵部 ４１．０ ８．０ － －
１６３ 羅宇キセル � － ２３．０ １１．０ － －
１６４ 羅宇キセル � 西斜面部 ４９．０ ９．０ － －
１６５ 羅宇キセル � － ４０．５ ８．０ － －

第１０３図 金属器�（Ｓ＝１／２）

第５３表 遺物観察表（金属器）

第１０４図 土錘（Ｓ＝１／３）
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1

2 3

4

（７） 近・現代の遺物（第１０５図 第５５表）

１は土師器�である。形態は，高台から体部下半まで直線的に開き立ち上がる。高台は回転ヘラ削

りが施される。２は染付碗である。形態は，底部から口縁部にかけて内湾し立ち上がる。外面に斜格

子文を描き，高台内に「波２３」銘が描かれる。この銘は，戦時経済統制下に製造所ごとに割り振られ

た統制番号を表し，『近現代肥前陶磁銘款集』（佐賀県立九州陶磁文化館 ２００６）によると波佐見王山

窯の製品とされる。３は用途不明の土製品である。表面に二つの突起があり，裏面に摩擦痕が見られ

る。胎土は雲母の粉末を混入している。４は陶器のボタンである。表面は桜の型押と茶色の釉が施さ

れる。裏面は糸通

しとその周囲に

「日本衣料」と印

刻され，その一部

に透明釉が掛けら

れる。（福永祐馬）

番号 調査区 法量
最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） 重さ（�）

１６６ � 丘陵部 ４．１ １．５ １．５ ８．０
１６７ � － ４．０ １．５ １．５ ８．３
１６８ � － ４．０ １．５ １．５ ８．２
１６９ � － ４．２ １．５ １．５ ８．６
１７０ � － ４．２ １．６ １．５ ９．３
１７１ � － ４．１ １．５ １．６ ９．３
１７２ � 丘陵部 ４．４ １．９ １．８ １２．５
１７３ � 西斜面部 ４．７ １．１ １．１ ２．９
１７４ � 西斜面部 ２．６ １．０ ０．８ １．７
１７５ � 丘陵部 ４．３ １．６ １．４ ８．２
１７６ � 丘陵部 ４．０ １．５ １．３ ６．７
１７７ � － ４．０ １．５ １．４ １０．３
１７８ � 丘陵部 ４．２ １．５ １．４ ８．６
１７９ � － ４．３ １．６ １．５ ９．９
１８０ � － ３．８ １．３ １．３ ６．４
１８１ � － ３．４ １．３ １．３ ５．０
１８２ � － ３．６ １．２ １．１ ３．２
１８３ � 丘陵部 ３．７ １．４ １．３ ７．４
１８４ � 西斜面部 ２．２ ０．８ ０．７ ０．８
１８５ � 西斜面部 １．０ ０．９ ０．７ ０．４
１８６ � 丘陵部 ２．３ １．０ １．１ １．８
１８７ � 西斜面部 ２．６ ０．９ ０．９ １．５
１８８ � － ２．６ １．１ １．１ ２．５
１８９ � － ２．１ ０．９ ０．８ １．２
１９０ � 西斜面部 ２．１ １．０ ０．９ ０．８
１９１ � － １．７ １．０ ０．５ ０．６
１９２ � 西斜面部 ２．８ ０．９ ０．９ ２．１
１９３ � 丘陵部 １．４ １．１ ０．６ １．６

番号 種類 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 調整

胎土
色調

備考
口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

１ 土師器 � � － － （５．４） ２．８ ナデ ナデ 精緻 黒褐色 黒褐色

番号 種類 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径

産地／窯 胎土 備考
口径 底径 器高

２ 磁器 碗 � 丘陵部 （１１．６） ３．８ － 波佐見王山窯 精緻 外面に斜格子文 高台内「波２３」

番号 種類 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 調整

胎土 重さ（�） 備考
直径 底径 高さ 外面 内面

３ 土製品 不明 � － ４．３ － １．４ ナデ ナデ 精緻 ２３．６３

番号 種類 器種 調査区
法量（�）（ ）は復元径 色調

胎土 重さ（�） 備考
口径 底径 最大厚 表面 裏面

４ 陶器 ボタン � 西斜面部 ２．０ － １．２５ 明黄褐色 灰白色 精緻 ２．７２ 印刻「日本衣料」

第５４表 遺物観察表（土錘）

第１０５図 近・現代の遺物（１～３はＳ＝１／３，４はＳ＝１／１）

第５５表 遺物観察表（近・現代の遺物）
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石

剥

片

削

片

ス
ク
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細
石
刃

合

計

旧石器時代 ３ ７ １０
縄文時代 ９１ １１ ２６１ １ ９９ ４９ ４９６０ １３８ ４ ５６１４
弥生時代 １ １

合計 ５６２５

第５６表 第�層出土石器組成表

小 結

第�層より出土した遺物について，まとめてみたい。

・旧石器時代

後期に属する石器が確認できる。石材は腰岳産黒曜石を使用し，この時期から土地利用の開始が窺

える。

・縄文時代

時期が不明の土器が，数点確認できる。そのうち，滑石混入の土器が１点（第２３図－１）確認でき

る。石製品は黒曜石原石（牟田産，腰岳産）が出土，石核や剥片，砕片が出土点数の大半（５，６００点）

を占めている。一方，製品は石鏃および石匙が確認できるものの，出土数は限られる。これらより，

一時的な土地利用が推測される。

・弥生時代

部位の判断が可能な器種より，須玖�式＜須玖�式＞高三潴式の出土量の傾向が窺え，糸島系，東

九州（遠賀川以東）系土器も確認できる。SHを含め丘陵上は中期前半と中期後半に位置付けられる

遺構が展開し，その前後に生活空間として利用されたことが推測できる。また，出土した土器の胎土

を，肉眼観察による分類を行った結果，以下の通りである。

Ａ：砂礫（長石，石英）を多量に含む。 ４，２５７点（９２％）

Ｂ：砂質（粒子が細かい）を多量に含む。 ２２９点（５％）

Ｃ：Ａをより多く，そして黒曜石を少量含む。 １５８点（３％）

計４，６４４点

このうち，Ａは北部九州系の形態を示し，この地域特有の混和材である。Ｂ・Ｃは胎土に特徴が見

出され，特にＣは産地同定がし易い混和材である。このＣは，小片が多く図化に耐えられない遺物が多

いことも特徴として挙げられる。今後，北松浦半島特有な胎土を持つ土器かどうか，検証を進めたい（註１）。

・古墳時代・古代

須恵器の坏身が数点出土し，古墳時代後期に位置付けられる。黒色土器片は数点確認でき，古代末

期に位置付けられる。このため，古墳時代～古代にかけては，土地利用はあまり窺えない。

・中世

中世前期は在地産土師器片，瓦器片が少量出土する。貿易陶磁器は大宰府磁器区分Ｃ期にあたる，

白磁椀�・�類，龍泉窯系青磁椀�類，同安窯系青磁椀・皿�類が出土する。このため，１２世紀後半
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調査区 土師器 須恵器 黒色
土器

在地産
瓦器

畿内産
瓦器

東播系
須恵器

貿易陶磁器 滑石
製品 合計

白磁 越州窯系 龍泉窯系 同安窯系 高麗窯系 景徳鎮窯系 彰州窯系
� ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １
� １３５ ３ １ ０ ０ ０ ２１ ０ ４６ ８ ２ １ ０ １４ ２３１
� ４５７ １ ０ ０ ０ ０ １２８ ０ ３０３ １１ ４８ ６ ０ ８ ９６２
� ８４０ ７ ２ １ ０ ４ ２９２ ０ ７３３ ２ ９０ １３ １１ ４７ ２０７３
� ２２ ２ ０ ０ ０ ０ ２１ ０ ４７ ０ １ ０ ０ ７ １００
� ２３ ０ ０ ０ ０ ０ ２７ ０ ６９ ０ ６ １ ４ ３ １３３
� １３ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ２２
合計 １４９０ １３ ３ １ ０ ４ ４９２ ０ １２０５ ２１ １４７ ２１ １５ ７９ ３５２２

龍泉窯系青磁

調
査
区
類

椀 小椀 束口椀 浅形椀 坏 皿 他器種
破
片

合
計	 
 � � 	 
 � � 	 
 	 
 	 
 � � 	 � Ａ（大宰府

�類） Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 香
炉
水
注
合
子
不
明

� １ １

� ９ ２０ １ １ １ ５ １ ８ ４６

�・� ６ １２４ １ ４ ３ ６ １ ５ １１６ ５ １６ １２ １ １０ １ １０３６

高麗（大宰府編年） 森本・片山
調
査
区

類
椀 小碗 皿 蓋 高麗陶器 �期�期
期 �期 破

片
合
計	 
 � � � 	 � 
 � 壺 � 
 � � � �

�～� ８ ７９ ３ １３ １ ４３ １４７

白磁
調
査
区

類
椀 小椀 坏

	 
 � � 
 � � � � � � � ���� Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 	 
・� � �
 Ｂ
�・� ３１ １７ １３ ２２ １ １ １ ２
調
査
区

類
皿 鉢 水注 他

器
種
破
片

合
計	 
 � � 
 � � � � � �	 B 	 
 � 	 
 �

�・� １１ ２ ６ １ １０３ ２ ２８１７９ ４２０

同安窯系青磁
調
査
区

類
椀 小椀 皿 破

片
合
計	 
 � � 	 	 


�～� ５ ４ １２ ２１

器種 期 	 
 � � 
 
以降‐１ ‐２ ‐１ ‐２
年代 ～１６１０ １６１０～１６５０ １６５０～１６９０ １６９０～１７８０ １７８０～１８６０ １８６０～

陶
器

碗 △ ● ● △ ○
皿 △ ○
鉢 △ ○ ● △

蓋付鉢 △
擂鉢 △ ○ ● ○
水指 △ △
灯火具 △ △
土瓶 △ ○
壺・甕 ● ● △ △
瓶 △ △ △ △
火入 △ △
蓋 △ △ ○

磁
器

碗 ○ ● ● ● ○
小坏 △ △ ● ○ △
皿 △ △ ○ ● ● △
小皿 △ △ △
紅皿 △ ○
鉢 △ △ ○ △

蓋付鉢 ○ △
仏飯具 △
瓶 △ △ ○ △ △
猪口 △ ○ △ △
香炉 △ △ △
蓋 △ △ △
戸車 ○
窯道具 ○

（数字は破片点数）

第５７表 第�層出土古代末～中世遺物組成表

他器種＝福建産，青白磁など

第５８表 貿易陶磁器組成表

△＝０～１０点少量ある ○＝１０～２０点ある ●＝２０点以上多量にある

第５９表 近世陶磁器組成表
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に再び丘陵上で，土地利用が開始する。その後，龍泉窯系青磁椀�－a類が多量に出土し，白磁椀・

皿�類が大量に，龍泉窯系青磁椀�－c類が少量出土する。このため，前者が大宰府磁器区分Ｄ期に

あたる１２世紀後半～１３世紀前半にピークを迎え，大宰府磁器区分Ｅ期にあたる１３世紀中頃～１３世紀後

半は減少傾向である。その他の出土遺物として，福建省産白磁椀・皿・合子（１３～１４世紀），高麗陶

器片（１２～１５世紀代）が出土する。貿易陶磁器の出土は，供膳具が主体である。また，SK５がこの

時期（AMS分析結果より）に該当する。

中世後期は，土師器片が確認できなかったが，貿易陶磁器の龍泉窯系青磁碗Ｂ類を主体に，Ｄ類が

出土する。高麗・朝鮮陶磁は椀（象嵌・灰青）が出土する。青花は景徳鎮窯系碗Ｂ群が出土する。国

産陶器は備前焼擂鉢，周防系足鍋・擂鉢が出土する。また，SX１９はこのころに堆積したと想定され，

１５世紀代に丘陵上の削平行為が考えられる。その後，貿易陶磁器は龍泉窯系青磁椀Ｃ類が少量，景徳

鎮窯系碗・皿Ｃ群，皿Ｂ群，福建省産青花皿が出土する。国産陶器では，瀬戸美濃大窯製品の折縁皿

の出土が確認できる。時期は１６世紀代と考えられる。

・近 世

陶器の供膳具（碗・皿）が少量出土し，陶磁編年�期に該当する。陶磁編年�期は陶器の供膳具と

貯蔵具（壺・甕・瓶）の出土量が増加する。染付は供膳具（碗・皿）が少量出土する。SK７がこの

時期に該当する。また，SX１６（西斜面）では，�期以降の遺物が含まれないことから，この時期の

掘削行為が考えられる。その際に，SK８が削平されたと推測される。陶磁編年�期の陶器は，供膳

具の出土量の減少及び調理具（鉢・擂鉢）と貯蔵具の出土量が増加する傾向が窺える。染付は供膳具・

貯蔵具の出土量が増加する。陶器と染付の転換時期に相当し，染付の出土量の増加より丘陵上の人口

増加が想定される。陶磁編年�期は陶器に調理具（土瓶）の出土量が最大値を示す。一方，染付は供

膳具の出土量が最大値を示す。陶磁編年�期は，陶器の調理具が減少する。染付は供膳具，貯蔵具と

もに減少する。特記として瓦（丸瓦・桟瓦），戸車，窯道具が出土する。窯道具（ハマ）の形態は，

松浦皿山窯址出土資料に類似する。また，第１０１図－１２７は�・	・
区で出土し接合できた。このた

め，近世を通して遺物の出土が窺え，集落の展開が推測される。しかし，陶磁編年�期以降の遺物量

の減少より，集落の移動（埋立てた海岸付近か？）が推測され，耕作地へ転換したと考えられる。

・近・現代

染付は少量だが出土する。特記として，統制陶磁器が出土する。

以上より，本遺跡が立地する丘陵上を中心とした第�層出土遺物の検討を行った。丘陵上を含め耕

作のため，削平の繰り返し及び区画整理等の影響を受けたため，各時期の遺物が含まれたことが想定

される。しかし土の移動は限られたものと考えられ，今後周辺の調査事例と照らし合わせて検討を進

めたい。 （江上正高）

【註】

註１ 弥生土器の胎土については，次の文献を参考にした。

第三調査係 ２００５「土器胎土の鉱物を求めて」『研究紀要・年報 縄文の森から』第３号

鹿児島県埋蔵文化財センター

第二調査課 第二調査係 ２００６「土器胎土の鉱物を求めて２」『研究紀要・年報 縄文の森から』第４号

鹿児島県埋蔵文化財センター
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� ま と め
調査区域は，大きく東側の丘陵上部と丘陵斜面部，西側の平地部に分けられる。

平地部は，遺構，遺物ともに確認できなかった。今福川の氾濫原であり，生活環境として適してい

なかったと考えられる。一時期安定した環境となり生活が営まれたとしても，新たな氾濫により破壊

されたものであろう。今福川の旧河道跡は，近世以降のものを１条確認した。遺物は，旧河道跡埋土

層から縄文時代の石器，弥生土器，須恵器，中世の石製品，近世陶磁器を，第�層（現水田層及びそ

の客土層）より縄文時代の石器，弥生土器，土師器，瓦質土器，貿易陶磁器，近世陶磁器等が出土し

た。

丘陵斜面部は，東は人柱川支流，西は今福川によって削取形成された河岸段丘である。東側斜面部

は，西側に比べると傾斜が急であり，近年に至るまで大雨による崩落が頻発している。このような環

境が原因と考えられるが，遺構は確認できなかった。第�層から縄文時代の石器，弥生土器，土師器，

貿易陶磁器，近世陶磁器が出土した。第�層下はすぐに砂岩盤であった。西側斜面部では，水田化に

伴う削平を免れた部分に柱穴群が展開していた。数基の柱穴埋土中から弥生土器，黒色土器，龍泉窯

系青磁が出土したため，一部は１２世紀後半期以降のものと考えられるが，それ以外，時代は判明せず

プランも定かでない。柱穴底部のレベルは，推定される段丘ごとにほぼ均一であり，段状に建物が建

てられていたと思われる。ほとんどの遺物は，第�層や傾斜によって丘陵上部から移動し２次的に形

成された包含層を中心に出土し，弥生時代から近世に至る物を確認した。

丘陵上部は，冬季には海からの非常に強い北西風が直接あたる厳しい環境ではあるが，斜面部とと

もに平地部より安定した環境にあるため，長年にわたって場の利用が行われていたと推測される。集

石遺構，墓壙，柱穴跡，掘立柱建物跡，溝状遺構，竪穴式住居跡などが検出した。遺構について特筆

すべきは，円形プランの竪穴式住居跡４基の検出である。円形プランの竪穴式住居跡は，長崎県北部

において白井川遺跡（東彼杵町）・四反田遺跡（佐世保市）・里田原遺跡（平戸市）・馬込遺跡（平戸

市）につづき５例目で，松浦市域では初例となる大変貴重な発見であった。時期的には，遺構内出土

遺物等により弥生時代中期のものと考えられる。またこれにより，丘陵上には弥生時代中期の居住域

が広く展開することが想定され，今後の発掘調査の実施と結果が期待される。墓壙は共伴遺物などに

より中世から近世のものと考えられ，６基が検出した。すぐ北側に隣接して今福神社があるため，宗

家松浦氏や当社との関係も考えられる。このうち，胎土目跡の灰釉陶器皿が出土し，近世初頭のもの

と考えられる１基の真上には，客土層を挟むものの近世初頭のいわゆる耳付五輪塔が存在した。水田

化に伴う土地の改変を受けた際，２次元的には五輪塔の位置を変えず，３次元的に垂直移動させたと

推測される。信仰上の理由によるものであろう。この五輪塔は残念ながら調査後に工事区域外に移さ

れたが，今も献花・供物が絶えることがない。遺物の多くは，第�層から出土した。当然ながら２次

的な包含であるが，今回敢えて紹介した。水田耕作土は現地の状況的に丘陵上で動いていると考えら

れる。水田基盤をなす今福地区特有の赤褐色土は，丘陵が接続する石倉山麓から搬入したことが現地

の方から裏付けられている。つまり，ともにその包含する遺物は当該丘陵及び今福地域に由来するも

のであり，今福地域の歴史的環境を考察する上での重要な情報であると考えたためである。しかし，

縄文時代から近世に至る多くの遺物を確認したものの，具体的な検討までには至らなかった。残念な

がら今後の課題としたい。 （杉原敦史）
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� 図 版

TP１ 北壁土層（西から） TP２ 北壁土層（南から）

TP３ 北壁土層（西から） TP４ 北壁土層（南から）

�区南壁土層（北から） �区東側完掘状況（東から）

�区完掘状況（東から） �区南壁土層（北から）

図版１ 範囲確認調査及び�～�区
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�区西斜面土層（北から） �区西斜面（丘陵部）土層（北から）

�区完掘状況�（西から） �区完掘状況�（西から）

�区完掘状況（南から） �区拡張区完掘状況（南から）

�区南側土層（北から） �区北側土層（南から）

図版２ �～�区
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�区主要遺構完掘状況 �区丘陵部（里道部分）土層（北から）

�区西斜面（丘陵）土層（北から） �区西斜面土層（北から）

�区丘陵部完掘状況（北東から） �・�区完掘状況（西から）

�区南北土層（東から） �区完掘状況（北から）

図版３ �～�区
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SH１（新）検出状況（西から） SH１（新）炉跡検出状況（西から）

SH１（新）炉跡土層（南から） SH１（新）炉跡完掘状況（南から）

SH１（新）P１検出状況（東から） SH１（新）P１完掘状況（西から）

SH１（新）P２検出状況（東から） SH１（新）P２完掘状況（西から）

図版４ 竪穴式住居跡�
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SH１（新）完掘状況（西から） SH１（古）検出状況（西から）

SH１（古）炉跡検出状況（南から） SH１（古）炉跡硬化面検出状況（西から）

SH１（古）炉跡土層（北から） SH１（古）炉跡完掘状況（北から）

SH１（古）炉跡完掘状況全景（南から） SH１周溝土層（東から）

図版５ 竪穴式住居跡�
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SH１（古）S１検出状況（北から） SH１（古）S２検出状況（北から）

SH１（古）完掘状況（西から） SH１（古）貼床完掘状況（東から）

SH１（古）土坑跡検出状況（東から） SH１（古）土坑跡半截状況（東から）

SH１（古）土坑跡完掘状況（北から） SH１遺物出土状況（東から）

図版６ 竪穴式住居跡�，出土遺物
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１ ２ ３ ４

５ ６ ７

SH１（古）遺物出土状況（北から） SH１出土遺物（土器）

SH２検出状況（東から） SH２柱穴跡検出状況（東から）

SH２柱穴跡完掘状況（東から） SH２炉跡・土坑跡検出状況（南から）

SH２炉跡土層（北から） SH２炉跡・土坑跡完掘土状況（南から）

図版７ 竪穴式住居跡�，出土遺物
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SH２土坑跡・炉跡完掘状況（北から） SH２完掘状況（東から）

４２１
３

１９７６ ２１５ ８
９

１１ １２ １３１０ １４

１８ ２０１５ １６ １７

SH２出土遺物（土器） SH２出土遺物（石器）

SH３検出状況（北から） SH３炉跡・土坑跡検出状況（南から）

SH３土坑跡土層（南から） SH３炉跡・土坑跡完掘状況（北から）

図版８ 竪穴式住居跡�，出土遺物
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３１ ２

４ ５ ６ ７

８ ９ １０

SH３完掘状況（北から） SH３出土遺物（土器）

１
２

１１ １２

５

４ ３

１３ １４
６ ７ ８ ９

SH３出土遺物（石器） 弥生時代SP出土遺物

SP０３８出土状況（北から） SX１１検出状況（北から）

SX１１土層（北から） SX１１完掘状況（北から）

図版９ 竪穴式住居跡�，柱穴跡（弥生），不明遺構�，出土遺物
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２１

３

SX１３出土遺物 SX２３検出状況（北から）

SX２３土層（北から） SX２３完掘状況（北から）

SX２５土層（南から） SX２６検出状況（南から）

SX２６土層（北から） SX２６完掘状況（北から）

図版１０ 不明遺構�，出土遺物
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２１

３ ４

SX２７・２９出土遺物 SX２７土層（北から）

SX３３土層（北から） SX３４土層（北から）

SX３５土層（南から） �層トレンチ�（北から）

�層トレンチ�（西から） SK１検出状況（東から）

図版１１ 不明遺構�，トレンチ，木棺墓�，出土遺物
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SK１土層（南から） SK１墓壙完掘状況（北から）

SK１遺物出土状況�（東から） SK１遺物出土状況�（東から）

SK１遺物出土状況�（北から） SK１遺物出土状況�（東から）

SK１遺物出土状況�（東から） SK１墓壙完掘状況（北から）

図版１２ 木棺墓�
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SK１完掘状況（北から） SK１－１出土遺物

SK１－２出土遺物 SK１－３出土遺物

SK１－４出土遺物 SK１－５出土遺物

SK１－６出土遺物 SK１－７出土遺物

図版１３ 木棺墓�，出土遺物
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SK１－８出土遺物 SK１－９出土遺物

SK１－１０出土遺物 SK１－１１出土遺物

SK１－１２出土遺物 SK１－１３出土遺物

１５ １６

SK１－１４出土遺物 SK１－１５・１６出土遺物

図版１４ 木棺墓�，出土遺物
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SK６検出状況（南から） SK６墓壙検出状況（北から）

SK６墓壙完掘状況（北から） SK６完掘状況（北から）

SK２・３検出状況（東から） SK２検出状況（南から）

SK２完掘状況（東から） SK３検出状況（南から）

図版１５ 木棺墓�，土壙墓�
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SK３遺物出土状況（東から） SK３完掘状況（東から）

SK３－１出土遺物 SK３－２出土遺物

SK３－３出土遺物 SK３－４出土遺物

２１ ３５ ６

SK３－５・６出土遺物 中世SP出土遺物�

図版１６ 土壙墓�，柱穴跡（中世）�，出土遺物
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４

中世 SP出土遺物�（滑石製品） SX１・３完掘状況（西から）

１ ２
３

５ ４ ６

７ ８ ９

SX１完掘状況（北から） SX１・３出土遺物

１０

SX１４土層（南から） SX１４出土遺物

SX１９検出状況（北から） SX１９土層（北から）

図版１７ 不明遺構�，柱穴跡（中世）�，出土遺物
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４２１
３

８７５ ６

９ １０ １１

SX１９完掘状況（東から） SX１９出土遺物

SX２１・２２検出状況（南から） SX２１・２２土層（北から）

１ ２ ４ ５３

９８
６ ７

１４１１ １２ １３１０

SX２１・２２完掘状況（南から） SX２１出土遺物

１ ２ ３

４ ５

SX２４出土遺物 SX２８検出状況（北から）

図版１８ 不明遺構�，出土遺物
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８
７６

１１１０９

SX２８出土遺物 SR１土層（東から）

SR１完掘状況（南から） SB１検出状況（北から）

SB１完掘状況（北から） SB３検出状況（北から）

SB３完掘状況（北から） SB４ P１遺物出土状況（北から）

図版１９ 不明遺構�，旧河道跡，掘立柱建物跡�，出土遺物
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SB４完掘状況（北から） SB５検出状況（北から）

SB５完掘状況（北から） SD２土層（北から）

SD２完掘状況（北から） SF４（調査前）（西から）

SF４（調査前）（南から） SK４土層（東から）

図版２０ 掘立柱建物跡�，溝跡，五輪塔，土壙墓�
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SK４遺物出土状況（西から） SK４墓壙完掘状況（東から）

SK４完掘状況（東から） SK４－１出土遺物

SK４－２出土遺物 SK７検出状況（南から）

SK７土層（西から） SK７遺物出土状況（南から）

図版２１ 土壙墓�，出土遺物
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SK７遺物出土状況（南から） SK７完掘状況（南から）

SK７－１出土遺物 SK７－２出土遺物

SK８検出状況（南から） SK８土層（西から）

SK８礫出土状況（南から） SK８完掘状況（南から）

図版２２ 土壙墓�，出土遺物
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SF１検出状況（南から） SF１土層（南から）

SF１完掘状況（南から） SF２検出状況（南から）

SF２完掘状況（南から） SF３検出状況（北から）

２ ３１

SF３完掘状況（南から） SX２・４・６出土遺物

図版２３ 集石遺構，不明遺構�，出土遺物
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SX５検出状況（南西から） SX５土層（北東から）

SX５完掘状況（西から） SX５下層完掘状況（西から）

SX５出土遺物（貿易陶磁器） SX５出土遺物（土師器）

１ ２ ４３ ５

７ １０

６ ８ ９
１１ １２

１３ １５１４ １７１６

１９１８ ２０ ２２２１

SX５出土遺物（土師器） SX５出土遺物�

図版２４ 不明遺構�，出土遺物
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２５２４ ２６ ４３２ ５２３ １

３０ ３２３１２９２８２７ ８ ９７ １０６
３６３４ ３５ ３７３３ ３８

１５１４１１ １３１２４２４１４０

３９ １９１８４３ １７ ２０１６４５４４

SX５出土遺物� SX１６出土遺物�

２１ ２３２２ ２４

２８ ２９２７２６２５

３４３３３２３１３０

３７ ３８３６３５

SX１６出土遺物� SX２０検出状況（西から）

１

SX２０完掘状況（西から） SX３２出土遺物

７３ ７４
７５

１ ２
７６ ７７ ７８

７９ ８０ ８１ ８２

旧石器時代の遺物 石匙

図版２５ 不明遺構�，出土遺物，第�層出土遺物�
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１２１１ １４１０９８ １３

２０ ２１１７１５ １８１６ １９

２８２４ ２５ ２７２６２２ ２３

３１ ３６３５３３３２２９ ３０ ３４

石鏃�

４３３７ ３８ ３９ ４０ ４１ ４２

４４ ４５ ４６ ４７ ４８ ４９ ５０

５１ ５２ ５３ ５４ ５６ ５７５５

５９ ６０ ６１ ６２ ６３ ６４５８

７２６５ ６６ ６７ ６８ ６９ ７０ ７１

石鏃�

図版２６ 第�層出土遺物�
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２ ３１ ５４

８３ ８４ ８５ ８６ １１９ １０６８８ ７ ８８７

１２ １６１４ １５１３ １７
９２ ９３ ９４８９

１８ １９ ２０ ２１ ２３２２

９０ ９１ ９５ ９６ ９７ ２８ ３０２９２５ ２７２４ ２６

加工痕のある剥片・その他石器 弥生時代の遺物

１ ３２

１
３ ６２ ４ ５

７ ８ ９

古墳時代・古代の遺物 土師器�

２７ ３０２９１２ １４１１ １３ ２８１０

３３１６ １８１７ ３１ ３２ ３４１５

３６３５ ３７ ３８１９ ２０ ２１ ２２

４１ ４３３９ ４２２６ ４０２３ ２４ ２５

土師器�・瓦質土器・備前系陶器� 土師器�・瓦質土器・備前系陶器�

４６４５ ４７

９９５０ ９８９７

４９４４ ４８ ５１

５６５３５２ ５４ ５５
１００ １０２１０１

６０５９５８５７

龍泉窯系青磁 同安窯系青磁

図版２７ 第�層出土遺物�
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１０６１０５１０４ １１５ １１８１１４ １１７１０３ １１９１１６

１２２１２１ １２４１２３１０９ １２０１０８１０７ １１０

１２８１２７１２６１１１ １２５１１３１１２

高麗青磁 景徳鎮窯系青花

１３５ １３６ １３７ １３８

１３３１３１
１２９

１３９ １４０ １４１
１３２ １３４１３０

福建省産青花 青白磁

１４４ １４７１４３ １４９１４８１４６１４２ １４５
１７１ １７４１７２ １７３１７０

１５２１５１ １５４１５３ １５５ １５６１５０ １７５ １７８１７６ １７７

１５７ １６１１６０１５８ １５９ １８２１８１ １８４１８０１７９
１６８

１８８１８７１６３ １８３１６７１６６ １８５ １８６１６２ １６９１６５１６４

白磁 高麗陶磁器�

１９８１９６ １９７ ２００１９９

１８９ １９０ １９１

２０３２０２ ２０４２０１

１９４１９２ １９５１９３
２０８２０７２０５ ２０６

高麗陶磁器� 朝鮮王朝陶磁器

図版２８ 第�層出土遺物�
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２１７２０９ ２１０ ２１６

２１８
２２０２１１ ２１２ ２１３ ２１９

２２２２２１ ２２３２１４ ２１５

滑石製石鍋 滑石製石鍋二次加工品

墓石出土状況 墓石

作業風景（土砕き） 作業風景（乾燥）

作業風景（フローテーション） 作業風景（セパレーション）

図版２９ 第�層出土遺物�・土壌洗浄
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� 附 編
１ 放射性炭素年代測定

パレオ・ラボAMS年代測定グループ

（１） はじめに

長崎県今福町松浦市に位置する中ノ瀬遺跡より検出された試料について，加速器質量分析法（AMS

法）による放射性炭素年代測定を行った。

（２） 資料と方法

測定試料の情報，調製

データは表１－１のとおり

である。試料はいずれも炭

化材で，試料№１（PLD‐

１３１７０）が SF１からの出土，

試料№２～４（PLD‐１３１７１

～１３１７３）が SK１か ら の

出土で，試料№３と№４は

最外年輪が確認されている。試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コンパクト AMS：

NEC製１．５SDH）を用いて測定した。得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行った後，１４Ｃ

年代，暦年代を算出した。

（３） 結 果

表１－２に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３Ｃ），同位体分別効果の補正を行っ

て暦年較正に用いた年代値，慣用に従って年代値，誤差を丸めて表示した１４Ｃ年代，１４Ｃ年代を暦年代

に較正した年代範囲を，図１－１に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁

を丸めていない値であり，今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うた

めに記載した。１４Ｃ年代は AD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４Ｃ年代（yrBP）の

算出には，１４Ｃの半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また，付記した１４Ｃ年代誤差（±１

σ）は，測定の統計誤差，標準偏差等に基づいて算出され，試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差内に入

る確率が６８．２％であることを示す。

なお，暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは，大気中

の１４Ｃ濃度が一定で半減期

が５５６８年として算出され

た１４Ｃ年代に対し，過去の

宇宙線強度や地球磁場の変

動による大気中の１４Ｃ濃度

の変動，及び半減期の違い

（１４Ｃの 半 減 期５７３０±４０

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD‐１３１７０
遺構：SF１
試料 No．１
層位：下層

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

PLD‐１３１７１
遺構：SK１
試料 No．２
層位：１層

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

PLD‐１３１７２
遺構：SK１
試料 No．３
層位：４層貼床

試料の種類：炭化材
試料の性状：最外年輪
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

PLD‐１３１７３
遺構：SK１
試料 No．４
層位：２層裏込土

試料の種類：炭化材
試料の性状：最外年輪
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

表１－１ 測定試料及び処理

測定番号 δ１３Ｃ
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代
（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD‐１３１７０
試料 No．１ ‐２７．１６±０．２０ ２２３１±１９ ２２３０±２０

３６７BC（１１．４％）３５４BC
２９２BC（５４．２％）２３１BC
２１８BC（２．６％）２１４BC

３８３BC（２１．１％）３４８BC
３１８BC（７４．３％）２０７BC

PLD‐１３１７１
試料 No．２ ‐２６．９３±０．２２ ２９０±１８ ２９０±２０ １５２８AD（４１．７％）１５５３AD

１６３３AD（２６．５％）１６４７AD
１５２１AD（６１．１％）１５９２AD
１６２０AD（３４．３％）１６５３AD

PLD‐１３１７２
試料 No．３ ‐２７．７５±０．２２ ３０３±１７ ３０５±１５

１５２４AD（４８．２％）１５５９AD
１５６５AD（３．３％）１５６９AD
１６３１AD（１６．７％）１６４４AD

１５１８AD（７０．５％）１５９４AD
１６１８AD（２４．９％）１６４８AD

PLD‐１３１７３
試料 No．４ ‐２９．１４±０．２１ ３０１±１７ ３００±１５ １５２４AD（４９．６％）１５５９AD

１６３１AD（１８．６％）１６４４AD
１５２０AD（６９．５％）１５９３AD
１６１９AD（２５．９％）１６４８AD

表１－２ 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果
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1500 1525 1550 1575 1600 1625 1650 1675
暦年代（calAD） 

No.2

No.3

No.4

年）を較正して，よ

り実際の年代値に近

いものを算出するこ

とである。１４Ｃ年代

の暦年較正に OxCal

４．１（較正曲線デー

タ：INTCAL０４）を

使用した。なお，１

σ暦年代範囲は，Ox-

Calの確率法を使用

して算出された１４Ｃ

年代誤差に相当する

６８．２％信頼限界の暦

年代範囲であり，同

様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は，その範囲内に

暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布を示し，二重曲線は暦

年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち，その確率が最も高い年代範囲については，表中に

下線で示してある。

（４） 考 察

試料について，同位体分別

効果の補正及び暦年較正を

行った。得られた年代を図１

－１・１－２に図示する。

SF１より出土した試料№

１は，２σ暦年代範囲で紀元

前４世紀前半あるいは３世紀

を 示 し た。こ れ は，藤 尾

（２００７）によると弥生時代中

期前半に相当する。ただし，

最外年輪が確認されていない

試料であるため，実際の伐採

年代は得られた年代よりも新しい可能性がある。SK１より出土した試料№２～№４は，№２のみ最

外年輪ではないものの，３点とも近い年代を示しており，いずれも２σ暦年代範囲で１６世紀～１７世紀

前半，１σ暦年代範囲まで絞ると１６世紀第２四半期～第３四半期あるいは１７世紀第２四半期を示した。

【参考文献】

Bronk Ramsey, C. (1995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy: The OxCal Program. Radiocarbon, 37, 425-430.

Bronk Ramsey, C. (2001) Development of the Radiocarbon Program OxCal. Radiocarbon, 43, 355-363.

図１－１ 暦年較正結果

図１－２ SK１出土炭化材
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藤尾慎一郎（２００７）九州における弥生時代中期の開始年代．新弥生時代のはじまり第２巻 縄文時代から弥生時代へ，

４５‐５１，雄山閣．

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４Ｃ年代，３‐２０．

Reimer, P.J., Baillie, M.G.L., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Bertrand, C.J.H., Blackwell, P.G., Buck, C.E., Burr, G.S., Cutler, K.

B., Damon, P.E., Edwards, R.L., Fairbanks, R.G., Friedrich, M., Guilderson, T.P., Hogg, A.G., Hughen, K.A., Kromer, B., McCor-

mac, G., Manning, S., Bronk Ramsey, C., Reimer, R.W., Remmele, S., Southon, J.R., Stuiver, M., Talamo, S., Taylor, F.W., van der

Plicht, J. and Weyhenmeyer, C.E. (2004) IntCal 04 terrestrial radiocarbon age calibration, 0-26 cal kyr BP. Radiocarbon, 46, 1029-

1058

２ 放射性炭素年代測定
パレオ・ラボAMS年代測定グループ

（１） はじめに

長崎県松浦市今福町に所在する中ノ瀬遺跡より検出された試料について，加速器質量分析法（AMS

法）による放射性炭素年代測定を行った。

（２） 資料と方法

測定試料の情報，調製データ

は表２－１のとおりである。

PLD‐１５５１１，PLD‐１５５１２は，

竪穴式住居 SH１の炉跡より検

出された炭化材で堆積状況より，

PLD‐１５５１１が新しく，PLD‐１５５１２

の方が古いと考えられる。時期

は周辺の住居跡などから，弥生

時代中期後半頃と考えられる。

PLD‐１５５１３は，竪穴式住居 SH

２の炉跡より検出された炭化材

である。SH２出土遺物構成よ

り弥生時代中期後半頃と考えられる。PLD‐１５５１４は，竪穴式住居 SH３の炉跡より検出された炭化材

である。SH３出土遺物構成より弥生時代中期後半頃と考えられる。PLD‐１５５１５は，土壙墓 SK６より

検出された炭化材である。棺材は確認されていないが，５層裏込め土の，底板と考えられる位置付近

より試料を採取した。周辺の遺構の状況や出土遺物より中世と考られる。

試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コンパクト AMS：NEC製 １．５SDH）を用い

て測定した。得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行った後，１４Ｃ年代，暦年代を算出し

た。

（３） 結 果

表２－２に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３Ｃ），同位体分別効果の補正を行っ

て暦年較正に用いた年代値，慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した１４Ｃ年代，１４Ｃ年代を暦年代

に較正した年代範囲を，図２－１に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁

を丸めていない値であり，今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うた

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD‐１５５１１

遺跡名：
中ノ瀬遺跡
遺構：
SH１（新）炉跡

試料の種類：炭化材
試料の性状：不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

PLD‐１５５１２

遺跡名：
中ノ瀬遺跡
遺構：
SH１（古）炉跡

試料の種類：炭化材
試料の性状：不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

PLD‐１５５１３

遺跡名：
中ノ瀬遺跡
遺構：
SH２炉跡

試料の種類：炭化材
試料の性状：不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

PLD‐１５５１４

遺跡名：
中ノ瀬遺跡
遺構：
SH３炉跡

試料の種類：炭化材
試料の性状：不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

PLD‐１５５１５

遺跡名：
中ノ瀬遺跡
遺構：SK６
層位：
５層裏込め土

試料の種類：炭化材
試料の性状：不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，
水酸化ナトリウム：１N，塩酸：１．２N）

表２－１ 測定試料及び処理
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図２－１ 暦年較正結果

めに記載した。１４Ｃ年代は AD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４Ｃ年代（yrBP）の

算出には，１４Ｃの半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また，付記し１４Ｃ年代誤差（±１σ）

は測定の統計誤差，標準偏差等に基づいて算出され，試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差内に入る確率

が６８．２％であることを示す。

なお，暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは，大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し，過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動，及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５７３０±

４０年）を較正して，より実際の年代値に近いものを算出することである。１４Ｃ年代の暦年較正には Ox-

Cal４．１（較正曲線データ：Intcal０９）を使用した。なお，１σ暦年代範囲は，OxCalの確率法を使用し

て算出された１４Ｃ年代誤差

に相当する６８．２％信頼限界

の暦年代範囲であり，同様

に２σ暦年代範囲は９５．４％

信頼限界の暦年代範囲であ

る。カッコ内の百分率の値

は，その範囲内に暦年代が

入る確率を意味する。グラ

フ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ

年代の確率分布を示し，二

重曲線は暦年較正曲線を示す。

（４） 考 察

図２－２に中ノ瀬遺跡の竪穴式住居跡出土試料４点の暦年代範囲の分布図を示す。以下２σ暦年代

範囲を基に述べる。弥生時代の土器編年との対応関係については，春成・今村編（２００４）を参照した。

PLD‐１５５１１（SH１（新）炉跡）は，１σ暦年代範囲で１６０‐１３３calBC（２３．０％），１１７‐８８calBC（２６．７％）

および７７‐５６calBC（１８．５％），２σ暦年代範囲で１７３‐４７calBC（９５．４％）となり，紀元前２世紀前半～

測定番号 δ１３Ｃ
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代
（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD‐１５５１１ ‐２６．０２±０．１７ ２０８８±２１ ２０９０±２０
１６０BC（２３．０％）１３３BC
１１７BC（２６．７％）８８BC
７７BC（１８．５％）５６BC

１７３BC（９５．４％）４７BC

PLD‐１５５１２ ‐２４．３２±０．１２ ２１２６±２０ ２１２５±２０ １９８BC（４５．６％）１５５BC
１３７BC（２２．６％）１１４BC

３４１BC（２．４％）３２８BC
２０４BC（９０．１％）９０BC
７４BC（３．０％）５９BC

PLD‐１５５１３ ‐２５．２４±０．１２ ２１１７±２１ ２１１５±２０ １８５BC（６８．２％）１０８BC
２０１BC（８７．８％）８７BC
８０BC（７．６％）５５BC

PLD‐１５５１４ ‐２５．７７±０．１４ ２１９１±２０ ２１９０±２０ ３５４BC（４８．３％）２９１BC
２３１BC（１９．９％）２０２BC

３６１BC（６０．３％）２７１BC
２６４BC（３５．１％）１９２BC

PLD‐１５５１５ ‐２５．２０±０．１２ ６２１±１９ ６２０±２０
１３００AD（２９．４％）１３２１AD
１３５０AD（２６．２％）１３６８AD
１３８２AD（１２．６％）１３９１AD

１２９４AD（３８．０％）１３２９AD
１３４０AD（５７．４％）１３９７AD

表２－２ 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

－１５５－



400 300 200 100 0
暦年代（calBC） 

PLD-15511 
  SH1（新） 

PLD-15512 
  SH1（古） 

PLD-15513 
      SH2

PLD-15514 
      SH3

同１世紀中頃の範囲を示した。これは弥生時代中期後半にあたる。PLD‐１５５１２（SH１（古）炉跡）

は，１σ暦年代範囲で１９８‐１５５calBC（４５．６％）および１３７‐１１４calBC（２２．６％），２σ暦年代範囲で３４１

‐３２８calBC（２．４％），２０４‐９０calBC（９０．１％）および７４‐５９calBC（３．０％）となり，紀元前４世紀中頃

～同１世紀中頃の範囲を示した。これは弥生時代中期にあたるが，１σ暦年代範囲に絞り込むと紀元

前２世紀初頭～後半となり，弥生時代中期後半である可能性が高い。PLD‐１５５１３（SH２炉跡）は，１

σ暦年代範囲で１８５‐１０８calBC（６８．２％），２σ暦年代範囲で２０１‐８７calBC（８７．８％）および８０‐５５calBC

（７．６％）となり，紀元前３世紀末～同１世紀前半の範囲を示した。これは弥生時代中期後半にあた

る。PLD‐１５５１４（SH３炉跡）は，１σ暦年代範囲で３５４‐２９１calBC（４８．３％）および２３１‐２０２calBC

（１９．９％），２σ暦年代範囲で３６１‐２７１calBC（６０．３％）および２６４‐１９２calBC（３５．１％）となり，紀元

前４世紀前半～同２世紀初頭の範囲を示した。これは弥生時代中期前半にあたる。SH１，SH２はい

ずれも弥生時代中期後半の可能性が高く，想定していた時期との齟齬はなかった。また，PLD‐１５５１１

と PLD‐１５５１２の暦年代はほぼ重複しており，SH１炉跡の新旧関係の矛盾もないといえる。一方，SH

３は弥生時代中期前半という結果が得られ，想定していた時期よりも古い結果となった。PLD‐１５５１５

（SK６）は，１σ暦年代範囲で１３００‐１３２１calAD（２９．４％），１３５０‐１３６８calAD（２６．２％）および１３８２‐

１３９１calAD（１２．６％），２σ暦年代範囲で１２９４‐１３２９calAD（３８．０％）および１３４０‐１３９７calAD（５７．４％）

となり，１３世紀末～１４世紀末の範囲を示した。これは鎌倉時代後期～室町時代前期にあたる。木材の

場合，最外年輪部分を測

定すると枯死・伐採年代

が得られるが，内側の部

分を測定すると最外部か

らの年輪分だけ古い年代

が得られる（古木効果）。

今回測定した試料はいず

れも最外年輪の確認され

ていない試料であるため，

古木効果の影響を考慮し

ておく必要がある。

【参考文献】

Bronk Ramsey, C. (1995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy: The OxCal Program. Radiocarbon, 37, 425-430.

Bronk Ramsey, C. (2001) Development of the Radiocarbon Program OxCal. Radiocarbon, 43, 355-363.

春成秀爾・今村峯雄編（２００４）弥生時代の実年代炭素１４年代をめぐって．２５３p，学生社．

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４Ｃ年代，３‐２０．

Reimer, P.J., Baillie, M.G.L., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Buck, C.E., Burr, G.S., Ed-

wards, R.L., Friedrich, M., Grootes, P.M., Guilderson, T.P., Hajdas, I., Heaton, T.J., Hogg, A.G., Hughen, K.A., Kaiser, K.F.,

Kromer, B., McCormac, F.G., Manning, S.W., Reimer, R.W., Richards, D.A., Southon, J.R., Talamo, S., Turney, C.S.M., van der

Plicht, J. and Weyhenmeyer C.E. (2009) IntCal 09 and Marine 09 Radiocarbon Age Calibration Curves, 0-50,000 Years cal BP. Ra-

diocarbon, 51, 1111-1150.

図２－２ 中ノ瀬遺跡の竪穴式住居出土試料の暦年代の分布（太線：１σ，２σ）
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３ 中ノ瀬遺跡における放射性炭素年代測定
株式会社 古環境研究所

（１） はじめに

放射性炭素年代測定は，光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素（１４Ｃ）

の濃度が放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や種実など

の植物遺体，骨，貝殻，土壌，土器付着炭化物などが測定対象となり，約５万年前までの年代測定が

可能である。

（２） 試料と方法

測定試料の詳細と放射性炭素年代測定の前

処理・調整法および測定法を次表に示す。

（３） 測定結果

加速器質量分析法（AMS：Accelerator Mass Spectrometry）によって得られた１４Ｃ濃度について，同

位体分別効果の補正を行った後に，放射性炭素（１４Ｃ）年代および暦年代（較正年代）を算出した。

次表にこれらの結果を示

し，図３－１に暦年較正

結果（較正曲線）を示す。

BP：Before Physics（Present），

AD：紀元後
デルタ

（ア） δ１３Ｃ測定値

試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）。この値は標準物質（PDB）

の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。試料の δ１３Ｃ値を－２５（‰）に標準化することで同位体分

別効果を補正する。

（イ） 放射性炭素（１４Ｃ）年代測定値

試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から，現在（AD１９５０年基点）から何年前かを計算した値。１４Ｃの半減期は５７３０年
シグマ

であるが，国際的慣例により Libbyの５５６８年を用いた。統計誤差（±）は１ σ （６８．２％確率）であ

る。１４Ｃ年代値は下１桁を丸めて表記するのが慣例であるが，暦年較正曲線が更新された場合のため

に下１桁を丸めない暦年較正用年代値も併記した。

（ウ） 暦年代（Calendar Age）

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中１４C濃度の変動および１４Ｃの半減期の違いを較正す

ることで，放射性炭素（１４Ｃ）年代をより実際の年代値に近づけることができる。暦年代較正には，

年代既知の樹木年輪の詳細な１４Ｃ測定値およびサンゴの U／Th（ウラン／トリウム）年代と１４Ｃ年代

の比較により作成された較正曲線を使用した。較正曲線のデータは IntCal０９，較正プログラムは Ox-

Cal３．１である。暦年代（較正年代）は，１４Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅で表

し，OxCalの確率法により１σ（シグマ）（６８．２％確率）と２σ（９５．４％確率）で示した。較正曲線が

不安定な年代では，複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。（ ）内の％表示は，その範囲内に

暦年代が入る確率を示す。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布，二重曲線は暦年較正曲線

試料№ 地点・層準 種類 前処理・調整法 測定法

№１ SX２７，下層地山 炭化材 超音波洗浄，
酸‐アルカリ‐酸処理 AMS

表３－１ 試料と方法

測定№
（PED‐）

δ１３Ｃ
（‰）

１４Ｃ年代：年 BP
（暦年較正用）

暦年代（較正年代）

１σ（６８．２％確率） ２σ（９５．４％確率）

№１ １６６７２ ‐２５．３１±０．１３ １８７０±２０
（１８６８±１９）

AD８０‐１４０（４９．３％）
AD１５０‐１７０（９．２％）
AD１９０‐２１０（９．８％）

AD８０‐２２０（９５．４％）

表３－２ 測定結果
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図３－１ 暦年較正結果

を示す。

（４） 所 見

加速器質量分析法（AMS）による放射性炭素年代測定の結果，№１の炭化材では１８７０±２０年 BP（２

σの暦年代で AD８０～２２０年）の年代値が得られた。

【文献】

Bronk Ramsey C. (1995) Radiocarbon Calibration and

Analysis of Stratigraphy, The OxCal Program,

Radiocarbon, 37(2), p.425-430.

Bronk Ramsey C. (2001) Development of the Radiocarbon

Program OxCal, Radiocarbon, 43, 355-363.

Paula J Reimer et al., (2009) IntCal 09 and Marine 09

Radiocarbon Age Calibration Curves, 0-50,000 Years cal BP.

Radiocarbon, 51, p.1111-1150.

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代

の１４Ｃ年代，p．３‐２０．

４ 中ノ瀬遺跡のプラント・オパール
株式会社 パレオ・ラボ

（１） はじめに

中ノ瀬遺跡は長崎県松浦市今福町に所在しており，縄文時代から近世にかけての複合遺跡である。

ここでは，�区の性格不明遺構より採取された土壌試料について，遺構とその堆積状況について検討

する目的でプラント・オパール分析を行なった。以下にこの結果及び考察を記す。

（２） 試料と方法

試料は，�区より採取された３試料である。各試料について，試料 No．７（SX１６）は黒褐色の粘質

土でしまりが強い。試料 No．８（SX１９）は暗褐色の粘質土でしまりが強い。試料 No．９（SX２４）は黄

灰色砂質土であり，やや硬質である。いずれの試料も，耕作土と推定されている。時期は，試料 No．７

が１７世紀初頭頃，試料 No．８と No．９が１６世紀頃堆積したものと考えられている。

プラント・オパール分析は上記した３試料について，下記に示した手順にしたがって行った。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約１�（秤量）をトールビー

カーにとり，約０．０２�のガラスビーズ（直径約０．０４�）を加える。これに３０％の過酸化水素水を約２０

～３０�加え，脱有機物処理を行う。処理後，水を加え，超音波ホモジナイザーによる試料の分散後，

沈降法により０．０１�以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作

製し，検鏡した。同定および計数は機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについてガラスビー

ズが３００個に達するまで行った。

（３） 分析結果

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料１�当りの

各プラント・オパール個数を求め（表４－１），それらの分布を図４－１に示した。以下に示す各分

類群のプラント・オパール個数は試料１�当りの検出個数である。検鏡の結果すべての試料から，イ

ネのプラント・オパールが検出された。個数的には試料 No．９が最も多く，１２，８００個体が得られてお
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り，試料 No．８からは１１，６００個体が検出されている。また試料 No．７では１，１００個体が観察されている。

イネ以外ではクマザサ属型が多く

検出されており，すべての試料で

おおむね１０，０００個体が得られてい

る。その他，ウシクサ族とキビ族

が検出されている。

（４） 稲作について

上記したように３試料すべてから，イネのプラント・オパールが検出された。ここで検出個数の目

安を示すと，イネのプラント・オパールが試料１�当り５，０００個以上検出された地点から推定された

水田址の分布範囲と，実際の発掘調査とよく対応する結果が得られている（藤原，１９８４）。こうした

ことから，稲作の検証としてこの５，０００個を目安に，プラント・オパールの産出状態や遺構の状況を

ふまえて判断されている。試料 No．８と試料 No．９からは，１０，０００個体を上回るイネのプラント・オ

パールが検出されている。これら２試料は，発掘状況から耕作土であると推定されており，イネのプ

ラント・オパールの検出個体数からみて，１６世紀頃に SX１９と SX２４において，稲作が行われていた

可能性は高いとプラント・オパー

ル分析からは判断される。また，

試料 No．７においてはイネのプラ

ント・オパールが１，１００個体と，

稲作検証の目安である５，０００個体

には達していない。よって，SX

１６において稲作が行なわれていた

可能性は低いとプラント・オパー

ル分析からは判断される。しかしながら，少な

いながらイネのプラント・オパールが検出され

ていることから，SX１６についてはさらに検討

が必要であろう。

（５） 遺跡周辺のイネ科植物

イネ以外で最も多く観察されているクマザサ

属型のササ類（スズタケ，ミヤコザサなど）に

ついては，遺跡周辺の空地や耕作地周辺に成立

していたであろう森林の下草的存在で生育して

いたとみられる。ウシクサ族は，上記森林の林

縁部などの日のあたる開けたところに草地を形

成していたとみられる。また，キビ族について

はその形態からアワ，ヒエ，キビといった栽培

種によるものか，エノコログサ，スズメノヒエ，

イヌビエなどの雑草類によるものかについて現

試料
No.

遺構名 イネ
（個／�）

クマザサ属型
（個／�）

キビ族
（個／�）

ウシクサ族
（個／�）

不明
（個／�）

７ SX１６ １，１００ １１，１００ １，１００ ７，８００ ５，６００

８ SX１９ １１，６００ ９，３００ ２，３００ ５，８００ ２，３００

９ SX２４ １２，８００ ９，６００ ２，１００ ８，５００ ４，３００

表４－１ 試料１�当たりのプラント・オパール個数

図４－１ 中ノ瀬遺跡プラント・オパール分布図

図４－２ 中ノ瀬遺跡�区のプラント・オパール
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１．炭化材①　シイ属

３．炭化材⑤　シイ属

２．炭化材④　シイ属

: 0.4mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.4mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.4mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

時点においては分類が難しく不明であるが，ここでは稲作にともなう雑草類（タイヌビエなど）では

ないかと思われる。

【引用文献】

藤原宏志（１９８４）プラント・オパール分析法とその応用－先史時代の水田址探査－．考古学ジャ－ナル，２２７，２‐７．

５ 中ノ瀬遺跡における樹種同定
株式会社 古環境研究所

（１） はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから，比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

（２） 試 料

試料は，SH２遺構の Pit１より出土した多数の炭化物片から無作為に抽出した炭化材�～�の８点

である。

（３） 方 法

試料を割折して新鮮な横断面（木口と同義），

放射断面（柾目），接線断面（板目）の基本三

断面の切片を作製し，落射顕微鏡によって５０～

１０００倍で観察した。同定は，解剖学的形質およ

び現生標本との対比によって行った。

（４） 結 果

表５－１に結果を示し，主要な分類群の顕微

鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を

記す。

シイ属 Castanopsis ブナ科 写真１・２・３

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管が

やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で

小道管が火炎状に配列する。放射断面：道管の

穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型の

ものが存在する。以上の形質よりシイ属に同定

される。シイ属は本州（福島県，新潟県佐渡以

南），四国，九州に分布する常緑高木で，高さ

２０�，径１．５�に達する。材は耐朽，保存性や

や低く，建築器具などに用いられる。なお，シイ属にはスダジイとツブラジイがあり集合放射組織の

有無などで同定できるが，試料が小片で広範囲の観察が困難なためシイ属の同定にとどめた。

図５－１ 中ノ瀬遺跡の炭化材
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（５） 所 見

樹種同定の結果，SH２遺構の Pit１から採取され

た炭化材８点は，いずれもシイ属と同定された。シ

イ属にはツブラジイとスダジイがあり，温帯下部の

暖温帯に分布する照葉樹林の主要構成要素あるいは

照葉二次林要素である。シイ類の種実（ドングリ）

は，アク抜きの必要がなくそのままでも食用となる。

【文献】

島地 謙・佐伯 浩・原田 浩・塩倉高義・石田茂雄・重

松頼生・須藤彰司（１９８５）木材の構造．文永堂出版，２９０p．

島地 謙・伊東隆夫（１９８８）日本の遺跡出土木製品総覧．

雄山閣，２９６p．

６ 中ノ瀬遺跡における花粉分析
株式会社 古環境研究所

（１） はじめに

花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は，水成堆積物では保存状況が良好であるが，乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

（２） 試 料

分析試料は，弥生時代の遺構と考えられる SX３３（倒木痕），SX３４（倒木痕），SX３５（倒木痕）か

ら採取された計３点である。

（３） 方 法

花粉の分離抽出は，中村（１９６７）の方法をもとに，以下の手順で行った。

１）試料から１�を秤量

２）０．５％リン酸三ナトリウム（１２水）溶液を加えて１５分間湯煎

３）水洗処理の後，０．５�の篩で礫などの大きな粒子を取り除き，沈澱法で砂粒を除去

４）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置

５）水洗処理の後，氷酢酸によって脱水し，アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン

氏液を加え１分間湯煎）を施す。

６）再び氷酢酸を加えて水洗処理

７）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し，グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

８）検鏡・計数

検鏡は，生物顕微鏡によって３００～１０００倍で行った。花粉の同定は，島倉（１９７３）および中村（１９８０）

をアトラスとして，所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって，科，亜科，属，

亜属，節および種の階級で分類し，複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。

試料 結果（学名／和名）

炭化材� Castanopsis シイ属

炭化材� Castanopsis シイ属

炭化材� Castanopsis シイ属

炭化材� Castanopsis シイ属

炭化材� Castanopsis シイ属

炭化材	 Castanopsis シイ属

炭化材
 Castanopsis シイ属

炭化材� Castanopsis シイ属

表５－１ 中ノ瀬遺跡における樹種同定結果
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1  マツ属複維管束亜属 2  スギ 3  スギ 4  イチイ科-イヌガヤ科
   -ヒノキ科

5  イネ科 7  ヨモギ属 8  シダ植物胞子6  アブラナ科

10μm

（４） 結 果

（ア） 分類群

出現した分類群は，樹木花粉３，

草本花粉３，シダ植物胞子１形態

の計７である。なお，寄生虫卵は

認められなかった。分析結果を表

２に示し，主要な分類群について

顕微鏡写真を示す。以下に出現し

た分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属，スギ，イ

チイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科

〔草本花粉〕

イネ科，アブラナ科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子

（イ） 花粉群集の特徴

SX３３と SX３４では，花粉が検出されなかった。SX３５では，樹木花粉のスギ，マツ属複維管束亜属，

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科，草本花粉のイネ科，アブラナ科，ヨモギ属が検出されたが，いず

れも少量である。なお，各試料ともシダ植物単条溝胞子が少量検出された。

（５） 花粉分析から推定される植生と環境

SX３５では，花粉があまり検出されないこ

とから植生や環境の推定は困難であるが，当

時は周辺にスギ，マツ属複維管束亜属，イチ

イ科－イヌガヤ科－ヒノキ科などの樹木，お

よびイネ科，アブラナ科，ヨモギ属などの草

本類が生育していたと考えられる。これらの

草本類は，乾燥を好む人里植物である。SX

３３と SX３４では，花粉が検出されなかった。

花粉が検出されない原因としては，乾燥もし

くは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの

有機質遺体が分解されたこと，土層の堆積速

度が速かったこと，および水流や粒径による淘汰・選別を受けたことなどが考えられる。

【文献】

金原正明（１９９３）花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本第１０巻古代資料研究の方法，角川書店，p．２４８‐２６２．

島倉巳三郎（１９７３）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録第５集，６０p．

中村純（１９６７）花粉分析．古今書院，p．８２‐１１０．

中村純（１９８０）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録第１３集，９１p．

分類群 SX３３ SX３４ SX３５

学名 和名

Arboreal pollen 樹木花粉

Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 １

Cryptomeria japonica スギ １８

Taxaceae-Cephalotaxaxeae
-Cupressaceae

イチイ科－イヌガヤ科
－ヒノキ科 １

Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 ３

Cruciferae アブラナ科 １

Artemisia ヨモギ属 １

Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 １ １ １

Arboreal pollen 樹木花粉 ０ ０ ２０

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 ０ ０ ０

Nonarboreal pollen 草本花粉 ０ ０ ５

Total pollen 花粉総数 ０ ０ ２５

Pollen frequencies of 1 cm３ 試料１�中の花粉密度 ０ ０ ３．６

×１０

Unknown pollen 未同定花粉 ０ ０ ４

Fern spore シダ植物胞子 １ １ １

Helminth eggs 寄生虫卵 （－） （－） （－）

Digestion rimeins 明らかな消化残渣 （－） （－） （－）

Charcoal fragments 微細炭化物 （＋）

表６－１ 中ノ瀬遺跡における花粉分析結果

図６－１ 中ノ瀬遺跡の花粉・胞子
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７ 中ノ瀬遺跡の種実同定
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

中ノ瀬遺跡は長崎県松浦市今福町に所在し，今福川によって形成された沖積平野と微高地の範囲に

展開する（標高約１０～４０�）。発掘調査の結果，丘陵部や斜面付近で多数の柱穴や土壙墓と推定され

る遺構，弥生土器，須恵器，石鍋，貿易陶磁器，近世陶磁器などの遺物を検出している。

本分析調査では，平成２１年度発掘調査で竪穴式住居跡から出土した種実遺体の同定を実施し，当時

の植生や植物資源の利用状況に関する情報を得る。

（１） 試 料

試料は，弥生時代中期後半の竪穴式住居跡 SH２と，弥生時代中期前半の竪穴式住居跡 SH３の柱

穴や床面から採取した土壌を洗浄して回収した種実遺体１４点１６粒である。各試料の詳細は，分析資料

情報とともに表１に示す。

（２） 分析方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し，現生標本および石川（１９９４），中山ほか（２０００）等の図鑑との

対照から種類と部位を同定する。分析後は，種実遺体を容器に入れて保存する。湿り気のある種実遺

体は，約７０％のエタノール溶液を入れた容器中で保存する。

（３） 結 果

結果を表１に示す。種実遺体は，被子植物８分類群（木本のクスノキ１個，草本のコムギ，イネ科，

イヌタデ近似種，アズキ類，マメ類，タカサブロウ，アキノノゲシ）に同定された。SH３第２層 No．１

の１個は，種類や部位の特定に至らず不明であった。

遺構別出土状況は，SH２は炭化した栽培種の可能性があるアズキ類の種子が１個と，炭化してい

ない草本のイヌタデ近似種が３個，タカサブロウが２個確認された。SH３は，炭化した栽培種のコ

ムギの胚乳が１個，炭化した栽培種の可能性があるマメ類の種子が１個と，炭化していない常緑広葉

樹のクスノキが１個，イネ科が１個，タカサブロウが４個，アキノノゲシが１個確認された。

種実遺体の保存状態は，栽培種のコムギと，栽培種の可能性があるアズキ類，マメ類は炭化してい

遺構名・採取位置等 番号
No.

時代
同定結果

分類群 部位 状態 点数 備考

SH２ 竪穴式住居跡 土坑跡 １ 弥生中期後半 アズキ類 種子 破片 炭化 １ 半分，長さ４．９５�，幅３．３�，厚さ２．１�＋
SH２ 竪穴式住居跡 床面北東 １３ 弥生中期後半 イヌタデ近似種 果実 完形 非炭化 １

SH２ 竪穴式住居跡 床面北東 ８４ 弥生中期後半 タカサブロウ 果実 完形 非炭化 １

SH２ 竪穴式住居跡 床面北西 １７４ 弥生中期後半 イヌタデ近似種
果実 完形 非炭化 １

花被 破片 非炭化 １

SH２ 竪穴式住居跡 床面南東 ２８ 弥生中期後半 タカサブロウ 果実 完形 非炭化 １

SH３ 竪穴式住居跡 床面北東 ３２ 弥生中期前半 マメ類 種子 完形 炭化 １ 長さ５．５９�，幅３．７�，厚さ３．２�＋，臍確認
SH３ 竪穴式住居跡 床面北西 ２６ 弥生中期前半 コムギ 胚乳 完形 炭化 １ 長さ３．４３�，幅２．５�，厚さ２．４�
SH３ 竪穴式住居跡 床面北西 ６０ 弥生中期前半 クスノキ 種子 破片 非炭化 １ 半分，長さ６．２８�，幅６．３�，厚さ３．１�＋
SH３ 竪穴式住居跡 床面南西 ２ 弥生中期前半 タカサブロウ 果実 完形 非炭化 １

SH３ 竪穴式住居跡 床面南西 ３ 弥生中期前半 タカサブロウ 果実 完形 非炭化 ２

SH３ 竪穴式住居跡 床面南西 １６ 弥生中期前半 タカサブロウ 果実 完形 非炭化 １

SH３ 竪穴式住居跡 床面南西 ８９ 弥生中期前半 アキノノゲシ 果実 完形 非炭化 １

SH３ 竪穴式住居跡 土坑跡 ６ 弥生中期前半 イネ科 果実 完形 非炭化 １

SH３ 竪穴式住居跡 第２層 １ 弥生中期前半 不明 １

表７－１ 種実同定結果
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るのに対し，クスノキ，イネ科，イヌタデ近似種，タカサブロウ，アキノノゲシは，炭化が認められ

ず，良好な状態である。本分析で確認された各分類群の写真を図７－１に示し，形態的特徴を以下に

記す。

〈炭化種実〉

・コムギ（Triticum aestivum L.） イネ科コムギ属

胚乳は炭化しており黒色，長さ３．４３�，幅２．５�，厚さ２．４�の楕円体。腹面は正中線上にやや太く

深い縦溝があり，背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸く窪む。胚乳表面は微細な粒状模様がある

（７－１－１）。

・アズキ類（Vigna subgen. Ceratotropics（Piper）Verdc.） マメ科ササゲ属

種子は炭化しており黒色，やや偏平な楕円体。SH２土坑跡（No．１）より出土した種子は，子葉の

合わせ目から半割した１片で，長さ４．９５�，幅３．３�，（半分の）厚さ２．１�以上。子葉内面には，北

大基準（吉崎，１９９２）の「アズキグループ（幼根が臍の終わり程から急に立ち上がり，胚珠中央に向

けて伸びる）」に該当する幼根や初生葉の状態が確認される（図版７－１－２b）。種皮表面はやや平

滑（図版７－１－２a）。

・マメ類（Leguminosae） マメ科

種子は炭化しており黒色，やや偏平な楕円体。SH３床面北東（No．３２）より出土した種子は，長さ

５．５９�，幅３．７�，厚さ３．２�以上。腹面の子葉合わせ目上に長さ１�，幅０．２�程度の細長い長楕円

形の臍がある（図版７－１－３c）。種皮表面は焼き崩れている。SH２土坑跡（No．１）出土種子と類

似し，アズキ型（小畑，２００８）と思われるが，幼根や初生葉の状態を確認していないため，マメ類に

とどめている（図７－１－３）。

〈炭化していない種実〉

・クスノキ（Cinnamomum camphora（L.）Presl） クスノキ科ニッケイ属

種子は灰褐色，偏球体。頂部にやや突出する臍からはじまり，側面の途中で終わる低い稜がある。

破片は稜に沿って半割した１片で，長さ６．２８�，幅６．３�，（半分の）厚さ３．１�以上。種皮は硬く表

面は粗面，断面は柵状（図７－１－４）。

・イネ科（Gramineae）

果実は淡灰褐色，長さ３．４�，径１．９�程度の半狭卵体。背面は丸みがあり腹面はやや平ら。果皮表

面には縦長の網目模様が配列する（図版７－１・５）。

・イヌタデ近似種（Polygonum cf. longisetum De Bruyn）タデ科タデ属

果実は黒色，長さ２．３～２．５�，径１．５～１．６�程度の丸みのある三稜状卵体。頂部は尖り，花柱を欠

損する。基部は切形で灰褐色，径０．５�程度の萼片と花被がある。果皮表面は平滑で光沢がある（図

版７－１－６～８）。

・タカサブロウ（Eclipta prostrata（L.）L.） キク科タカサブロウ属

果実は灰褐色，長さ２．５～３�，径１．１～１．７�程度のやや偏平な三角状倒狭卵体。両端は切形，果

皮は海綿状で，両面には瘤状突起が分布する。両縁に翼があり，水に浮きやすい。

・アキノノゲシ（Lactuca indica L.） キク科アキノノゲシ属

果実は黒灰褐色，長さ５．２�，幅２．０�程度の偏平な非対称倒卵形。頂部は尖り，白色の冠毛を欠損
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1 .コムギ 胚乳（SH3床面北西;No.26） 2 .アズキ類 種子（SH2土坑跡;No.1）
3 .マメ類 種子（SH3床面北東;No.32） 4 .クスノキ 種子（SH3床面北西;No.60）
5 .イネ科 果実（SH3土坑跡;No.6） 6 .イヌタデ近似種 果実（SH2床面北東;No.13）
7 .イヌタデ近似種 果実（SH2床面北西;No.174） 8 .イヌタデ近似種 花被（SH2床面北西;No.174）
9 .アキノノゲシ 果実（SH3床面南西;No.89） 10 .タカサブロウ 果実（SH2床面北東;No.84）
11 .タカサブロウ 果実（SH2床面南東;No.28） 12 .タカサブロウ 果実（SH3床面南西;No.2）
13 .タカサブロウ 果実（SH3床面南西;No.3） 14 .タカサブロウ 果実（SH3床面南西;No.3）
15 .タカサブロウ 果実（SH3床面南西;No.16）

する。背腹両面の正中線上に１個の縦隆条があり，両縁は翼状。果皮表面には微細な網目模様と短い

伏毛状体が横に多数並び，鱗状模様をなす。

（４） 考 察

弥生時代中期前半の竪穴式住居跡 SH

３では，床面北西から炭化した栽培種の

コムギの胚乳が１個，床面北東から炭化

した栽培種の可能性があるマメ類の種子

が１個確認された。また，弥生時代中期

後半の竪穴式住居跡 SH２では，土坑跡

から炭化した栽培種の可能性があるアズ

キ類の種子が１個確認された。これらの

穀類は，当時の本遺跡周辺域で利用され

ていた植物質食糧と示唆され，住居内に

持ち込まれ，何らかの理由により火を受

け炭化残存したことが考えられる。

一方，栽培種（可能性を含む）を除い

た分類群は，常緑高木のクスノキは，本

地域の暖温帯常緑広葉樹林（照葉樹林）

の主要な構成種である。草本のイネ科，

イヌタデ近似種，アキノノゲシは日当た

りのよい荒れ地や草地などに，タカサブ

ロウはやや湿り気のある道ばたなどに生

育する，いわゆる人里植物に属する分類

群である。これらの種実遺体は，調査地

周辺域の植生を反映していると考えられる。ただし，保存状態が良好で炭化していないことから，後

代より落ち込んだ混入物に由来する可能性がある。この点に関して，遺跡から出土する種実のうち，

低湿地以外から出土した炭化していない種実は，炭化物と同様に扱うには問題があると指摘されてい

る（吉崎，１９９２など）。
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